

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「これで本当に全員なのか？　本当に間違いないのか？」

「カーイ。私を誰だと思ってるの？　間違いないよ」

　自信満々なエネルだが、若干心配だ。

「どっちにせよ、もう時間もない……か」

　海は嘘うそみたいに静かに凪なぎ、柔らかに吹く風は優しく俺の頬ほおを撫なでていく。

　俺とエネルは二人だけで、結界の大樹の下、誰もいない俺たちの国を見下ろしている。

「この景色もいよいよ見納めだね。あの街も港も水道橋も灯台も──せっかく作ったけど」

「カメラでもあればな。ま、仕方ないよ」

　仕方がない──最悪は回避できたとはいえ、残念だと思ってしまうのは当然だろう。

「寂しそうだね。カイ」

「そりゃあな。俺にとっては……今世の青春が詰まってるんだからな、ここに」

　いや、青春のすべてだ。前世では青春なんて呼べるものはなかったのだから。

「でも、もっと胸を張ってもいいんだよ？　いや、張らなきゃダメだよ！




　──カイが世界を救う……。ううん、救ったんだから！」






第一章






「大事な話があるから聞いて欲しい」

　親父おやじは居住まいを正し、里帰りした俺たちにそう切り出した。

　本人からすれば、話すのに勇気が必要な内容だったと思う。

　俺は異世界転生者で、この世界での自我が芽生えた時から前世とほとんど変わらない「大人としての感覚」を持っていたから、当然自分が捨て子であると理解していた。そして、この優しい男が、自分とルキアを「実の子」として育ててくれているということも。

　異世界に転生した俺の人生が、即時終了とならなかったのは一〇〇％彼のおかげで、その恩はどれだけ返しても返しきれないほど大きい。

　親父は俺たちを拾う前に奥さん……つまり俺たちにとっての母親に先立たれている。

　親父は神官でそれなりに高給取りだ。再婚しようと思えばできたはず。

　小さいころ、俺も何度かそれとなく再婚したらどうか訊たずねたことがあった。だが、親父は少し寂しそうな顔をして首を振り、まだ幼かった俺たちに、どれだけ母さんのことを愛していたかということ、再婚するつもりはないということを優しく諭したものだった。

　親父は、その時にも俺たちが実の子ではないとは教えなかった。だから、彼の奥さんは俺とルキアの母親であり、それが俺たち三人家族の不文律であったのだ。

　そして、今日。

　神妙な面持ちの親父が俺たちにする「大事な話」が、そこに触れるのは間違いなく、俺としてはついにその時が来たのかという心持ちだった。

　もしかすると、親父は永遠にそのことを秘密にする可能性もあると考えていただけに、わずかな驚きすらあった。

　──しかし、親父の口から告げられた言葉は、俺の予想を遥はるかに超えた「秘密」だった。

「ルキア、君はモンディアル王家の血を引いているんだよ」

　その言葉を聞いた瞬間の俺とルキアの顔は、なかなか面白いことになっていたと思う。

　語りはじめは、想像通り俺たちの出自のこと──拾われ子であるという話だった。

　私たちは本当の親子ではないから、これからは自分たちの自由に生きてくれればいいというようなことを親父は言い、俺たちは出自なんて関係なく本当の親子だと思っているから、これから親孝行させて欲しいなんて話をした。

　これは、国へ戻るまでの道すがら、ルキアと話していたことでもあった。

　俺たちが戻ったら、親父は高い確率で出自の話をするだろうから、そうしたら、一生支えるつもりだとハッキリ言おうと決めていたのだった。

　そこまでは、ある意味予定調和であったのだが、まさか、モンディアル公国という単語が飛び出してくるとは予想もしていなかった。

「あの時、私は妻の死を彼女の両親に報告する為ために、モンディアルを訪れていたんだ。その時に結婚式にも来てくれた妻の親友に会ったんだが──その彼女に小さな女の子を自分の代わりに育てて欲しいと涙ながらに頼み込まれてね。私は断れなかったよ」

　なんでも、奥さんの親友さんはモンディアル城勤めの侍女であったが、王様とそういう関係になってしまい、その結果として妊娠。しかし相手は王族。子は堕おろすしかない。

　だが、親友さんは秘密裏に一人で産み、育てていた。だが侍女たちの間で、親友さんが王との子を育てているという噂うわさが立ちはじめ、このままでは、娘は取り上げられ殺されると危惧した親友さんは、たまたま訪れていた神官に娘を託した──

　ということらしい。

　あの時、俺とルキアは二人で道ばたに捨てられていたが（ただ、ルキアはカゴに入れられて、暖かいシーツにくるまれていたが、俺は肌着のままだった）、ルキアは元々拾われる予定の子どもだったということだ。

　まあ、確かにいくら捨て子とはいえ、地位が高く暮らしも裕福な神官に拾われるなどという偶然が、そうあるわけがないのだ。当時は、この世界のこともよくわかっていなかったから、単に運が良かったと思っていたものだが。

　ちなみに、俺のルーツについては結局、謎のまま──というか、普通に俺は便乗捨て子だったっぽい。まあ、生まれがどうかなどはどうでもいいことだ。

　親父おやじは、この話をして俺たちがショックを受けると思っていたらしい。俺たちを実の子どもとして育ててきたのだから、当然だろう。

　だが、俺たちは、そのことをとっくに知っていたから、ショックは受けなかった。

　俺たちの家族の関係がそのことを知って変わるということはない。

「あー……、父さん。モンディアル公国ってあの海の向こうの小国……ですよね？」

　ルキアがたまらず確認する。

「君は修道院で習ったかもしれないね。少し前にライムリーグ帝国に攻め込まれて滅びたらしいが──」

「じゃあ、ルキアはそこの王様の子ども……ということか」

　まさか、こんな話が飛び出すとは夢にも思わなかったから、どうリアクションしていいかわからない。妹が実は王族なんですよと言われても、困惑する以外ない。

　というか、全く知らない国だったら「なるほどなー」で終わったかもしれない話なのだが、この話ってつまり、ルキアとユーリが実の姉妹だってことなのだ。

「父さん、私が産まれたときに難しい立場だったのって、ひょっとしてその国では、まだ第一子が産まれていなかったからですか？」

「む、ご明察だよ。モンディアル公国では、なかなか世継ぎが産まれなくてね。だから、ルキア、君の存在が知られるとマズい状況だったんだ。まあ、私が訪れた時にはもう第一子が産まれていたけれど、それでも君のほうが先に産まれたのは確かなのだからね」

「なるほど……。では、私が姉ですね……」

　ニヤリと笑い、呟つぶやくルキア。

　この気持ちの切り替えの早さよ。

　もうユーリと自分のどっちが姉なのかを聞き出している。ユーリに妹扱いされるのが、本当に気に入らなかったのかもしれない。




　その夜。

「ねえ、お兄ちゃん。私とユーリさんが姉妹だったって知って、どう思った？」

　隣のベッドからルキアはそう訊たずねてきた。

　俺たちの部屋は、親父おやじがそのまま残してくれてあったので、俺たちは久々に実家に泊まることにしたのだ。

　アビスは無事に到着した報告をするために、さっき島に戻った時に置いてきた。

「そりゃ、驚いたよ。こんな偶然あるんだなって……。産みの親がどこかにいるんだろうとは、少しは考えたことあったけどさ」

　驚きすぎて、逆に現実感がないというか、すでに「へー、そうだったんだぁ」みたいな域に到達しつつある。まあ、俺の場合は転生者だから、親というものの概念が普通の人と違う……というか変質しているというのもあるのだろうけれど。

「お兄ちゃん、父さんがそれ言った時、口開けて固まっちゃってたもんね。それにしても、このこと知ったら、ユーリさんどんな反応するんだろ？」

「どうだろうなぁ。サラさんとか近衛このえ隊のみんなは、間違いなく驚くと思うが」

　ユーリの反応は想像しにくい。まさか、「隠し子とは！」と怒り出すなんてことはないだろうが、王族の倫理ってのはいまいちまだ掴つかめてないところがある。

「ユーリさんってやっぱちょっと浮世離れしたとこあるもんねぇ」

　生まれた時からの環境の違いは、如何いかんともしがたい。俺とルキアは、神官の家にもらわれたから、かなり良い暮らしをさせてもらったが、それでも庶民の枠である。

　貴族や、まして王族とは隔絶しているだろう。

「……お兄ちゃん、このこと……ユーリさんに言う？」

　体をこちらに向けて、真剣な目を向けるルキア。

　なるほど、確かに「言わない」という選択肢もあるのか。

「ルキアはどうしたい？　俺は正直、どっちでもいいかなって思うけど。モンディアルも滅びてるから家督がどうのって話もないだろうし」

　これが、モンディアル公国が健在だとすると、ちょっとややこしい可能性はあるが、その心配がない以上、本当にユーリとルキアだけの問題だ。

「じゃあ、言います。私が姉みたいですし、彼女の間違いを訂正しなければ……」

　やっぱり妹扱いされるのが嫌だったのか。

「ユーリはルキアのほうが年下だと思ってたみたいだから、ショック受けるかも」

「そんなことでショック受けるようなタマじゃあありませんよ、あの人は」

　ルキアはユーリに貴族マナーをみっちり受けさせられたようだが、スパルタだったのだろうか。ルキアは頭がいいから、マナーくらいすぐ覚えそうだけど。

　まあ、ユーリはルキアの奔放さに頭を抱えてたみたいだし、厳しく接しているのかもしれない。ルキアにとっては、目の上のたんこぶ的存在だ。

「……それに、ユーリさんと兄さんが結婚する今となっては、事実上姉妹みたいなものでしたし。元王族といってみたところで、今すでにあの島では王族ですし、実質あんまり大きな変化はないんですよね」

「義理の姉妹か、実の姉妹かは、けっこう違うだろ」

　ルキアは自分のルーツを知っても、想像以上にサバサバしたものだ。

　我が妹ながら、こいつもかなりの変わり者だと思う。

「とにかく、これで私とお兄ちゃんに血の繋つながりがないことが決定的になっちゃった。私の見たお兄ちゃんの記憶だと、もしかしたら本当の兄妹きようだいの可能性もあったけど」

　ルキアは俺の記憶を見たことを隠すこともせず、そんなことを言った。

　確かに、あの時、俺とルキアは同じ場所に捨てられていたから、赤の他人という可能性は低いと考えていた時期もあった。

　あまりに似ていないから、その可能性は低いと最近では思っていたけれど。

「だからって、ルキアのことを妹だと思わないなんてことはないよ」

　ルキアのほうを向いて精一杯真面目な顔で言ったが、俺の最愛の妹はキョトン顔だ。

　俺と血の繋がりがないと知って、悲しんでいる……わけではないのか……？

「ほんと……お兄ちゃんって鈍いよね」

　ため息交じりに、そんな台詞せりふを吐くルキア。

　そして、身を起こしてベッドに腰掛ける。

「ねえ、お兄ちゃん。最近はずっとユーリさんに邪魔されてたから、今日はいっしょに寝てもいい？」

　いっしょに暮らしていたころは、しょっちゅう同じベッドで寝ていたから、その頃のことを思い出したのだろうか。もう一人じゃ寝られないって歳としでもないだろうに。

「いいけど……狭いだろ、このベッドだと」

「ふふ、狭いほうがいいかも」

　薄笑いを浮かべながら、ベッドに入ってくるルキア。

　子ども部屋に二つ置かれているベッドだ。サイズは大人にはちょっと小さめ。

　二人となれば、ほとんど密着してないと、落ちそうになる。

　肌が触れると、さすがに少しドキッとしてしまうが、それは仕方がないことだろう。

「この部屋でこんな風にいっしょに寝るのは、今日が最後だろうな」

「じゃあ、今日が妹最後の日……ってことで。私、妹を卒業します！」

　ニシシと至近距離で笑い、甘えるように抱きついてくる。

「そんなに密着してくるなって。暑いだろ」

「だーかーら、兄さんは鈍いって言ってるんですよ。私はもう妹だけど妹じゃないんですよ？　さっき、言いましたよね？　血の繋つながりがないのが決定的になったって……」

　ルキアが頬ほおを染めて、こちらを見上げてくる。

　なにを言っているんだ、こいつは。

「……私も、女だってことですよ。兄さん、私の妹を受け入れておいて、私はダメなんて……そんなこと言いませんよね？」

「え？　……はぁ？　ルー、何言って……」

　ルキアの言葉に理解が追いついてこない。

「その反応……。本当に気付いてなかったんですね……。やっぱり鈍いですよ、兄さん」

「気付くもなにも……、甘えん坊な妹だとは思ってたけど」
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「ハァー……。兄さん……この歳としになって、こんなにベタベタする妹はいませんって」

　俺の胸に顔を埋うずめながら、そんなことを言う。

　俺は前世で妹がいなかったから、兄妹きようだいについての知識がないのだ。そりゃあまあ、ルキアはちょっとブラコンだとは思っていたけれど。

「まあ、いい機会だからハッキリ言ってしまいますけど──」

　言いながらルキアは俺に馬乗りになった。マウントポジションというやつだ。

　窓から差し込む月明かりが金色の髪と横顔を白く照らし、その瞳があまりに真剣で、俺は思わず息を呑のんだ。

「私……兄さんのことが好きです」

　それは、何度も聞いた言葉だった。

「お、おお。俺もルーのこと、好きだよ」

　だから、俺もいつもと同じ言葉を返した。

　ルキアのことは好きだ。

　ただし、家族として。

　だって、赤ちゃんの時からいっしょで、半分は俺が育てたようなものなのだ。

　だから、家族としての「好き」だ。

　血の繋つながりがないことが確定したからといって、女性として見れるというものではない。

　俺の返事で、ルキアにはその意図が伝わったらしい。

「はぁ～……、さすがにちょっとヘコむなぁ……」

　そう言って、ため息混じりに俺の胸に顔を埋めてきた。

「でも……ルーの気持ちはわかった。嬉うれしいような、気持ち悪いような変な感覚だな」

「ひっ、ひどい！　気持ち悪いだなんて！」

「言葉のアヤだよ。だって、本当に甘えん坊な妹だって思ってたからさ」

「……だから、鈍すぎなんですよ……。私は兄さんが初恋なのに」

「えっ、そうなの？」

　さすがにそれは衝撃の事実すぎないか？

「そうですよ。やっぱり血の繋がりがないっての本能でわかっちゃうんですかね。七歳か八歳くらいのころには、もう異性として好きでしたから」

「嘘うそだろ……全く気付かなかった……」

　七歳八歳って、俺たちがこっそり祝福を授かった歳より、だいぶ前だ。ルキアが、能力で捨て子だったと知るより前には、もう俺のことが好きだったってことなのか。

　女の子のほうがマセてるとは、よく言ったものだ……。

「まあ、そういうわけですから、これは他の女の子たちに対しての宣戦布告でもあります。元妹ってのは、考えてみればちょうどいいハンデですからね。そうでなかったら、私がブッチギリの勝利者間違いなしですし」

「宣戦布告って……」

「もちろん、帰ったらみんなにも正式に告知しますから、覚悟しておいてくださいね。私、本気ですから。兄さんを手に入れる為ためなら、なんだってしますよ」

　怖い！　この妹の本気が怖い！

　……まぁ、実際のところ、俺の気持ちだけなのだ、問題となるのは。

　血が繋つながってないんだから、タブーってこともないし、俺が拒否したらルキアはなにをやらかすかわからない恐ろしさもある。

「ま、今日のところは抜け駆けはこれくらいにしておきますよ。帰ってからが本番ですからね」

　サッと立ち上がって、自分のベッドに戻るルキア。

「それじゃ、おやすみなさーい」

　そのまま、ルキアはさっさと眠ってしまった。

　俺は、わけのわからない感情を抱えたまま、いまいち眠れない夜を過ごしたのだった。




　次の日の朝。

　やや寝不足だったが、夜明け頃に目を覚ました俺は、起き抜けで開拓村へ移動した。

「やー、カイ！　感動の対面だったね」

　炙あぶったイカを囓かじりながら、すぐにエネルが顔を出した。

　俺たちが親父おやじと再会したのを、テレビで見ていたのだろう。

「見てたのか？」

「まあ、そりゃあね。妹ちゃんの件は私も驚いたよ。私も似ているなーとは思ってたけど……。それはそうと、あとで私にも紹介してくれるんでしょう？　お父さん」

「もちろん。朝ご飯を食べたら、すぐ島に移動するから、その時にでも」

「カイのお父さんなら、私たちにとってはおじいちゃんってことになるのかな？　なんだか、緊張するね」

「イカを囓りながら挨拶しなけりゃ問題ないでしょ」

　コロモとシエルは、なにか食べながら出てくることはないだろうが、エネルはやらかしそうで心配だ。

　まあ、だからって親父が怒ったりするわけでもないだろうけど。

「それはそれとして、ちょっと食材を出して欲しい。朝ご飯を作るから」

「りょーかーい」

　エネルに品目を伝え、受け取ってから村を出る。

　今日は、久しぶりに俺たちで作ろうと、昨夜のうちにルキアと話していたのだ。

「ふぁ～あ、お兄ちゃんおはよ」

　戻るとちょうどルキアが起きたところだった。

　昨日の夜のことが嘘うそだったかのように、今日は普通だ。もしかすると、アレは夢かなにかだったのかもしれない。

　俺がそんな風に考えているうちに、ルキアはベッドから這はい出てきて「おりゃ～」と唐突に抱きついてきた。

「おはようのキスはぁ～？」

「そんなの一度もしたことないだろ！」

「じゃあ、今日からやることにしよう！」

　やはり昨日のことは現実だったようで、今まで以上にベタベタしてくるルキア。

　よくよく考えてみると、元々こうだったような気もしなくもないが、昨日の件のことがあるからか「甘えん坊な妹」から、なにか別の捕食者的なものに見えてくるから不思議だ。

　可愛かわいい妹には違いないのだが、正直……ちょっと……困る。

「親父おやじがルキアに真実を教えたのは間違いだったんじゃないかって気がしてきたよ、俺は」

「えー、別にあの件がなくても私はずっとアプローチしてましたけど？」

「いずれにせよ、節度は守ろうな……。親父が見たら卒倒するぞ」

「はーい」

　パッと離れるルキアだが、あんまりわかってなさそうだ。自重する気はないと、背中が語っている。これはまたユーリにお説教してもらうしかないかもしれない。

「まあ、とにかく朝ご飯を作ろう。親父も、娘の手料理を食べたら喜ぶと思うぞ」

「はーい。私、顔洗ってくるから、お兄ちゃん、準備しておいて～」

　台所へ向かい、料理の準備を開始する。

　あまり使われた形跡がないキッチンは、俺たちがいなくなってからの年月を感じさせた。

「そういえば料理するのは久しぶりだな」

　島ではサラたちが作ってくれているし、外に出ている時は外食か、開拓村でエネルに出してもらったものを食べることが多い。

「ま、エネルから食材貰もらってきてるから、簡単な調理と、あとは並べるだけだったりするわけだが……」

　卵は目玉焼きにして、ローストビーフは完成品をエネルから貰ってきてるから、切るだけ。あとはサラダと、スープ。パンもカットして並べるだけ。

「あれっ？　お兄ちゃん、ほとんどできちゃってるよ？」

　顔を洗ったルキアが、台所にやってくる。

「いや、まだだ。目玉焼きを載せるまで完成じゃない」

「まー、それじゃちゃちゃっとやっちゃいますか。お兄ちゃんは、お父さん起こしてきて」

「了解」

　言われるまま、親父おやじの部屋をノックする。

　親父はもう起きていて、朝のお祈りをしている最中だった。俺は「朝ご飯できてるよ」と声をかけて扉を閉めた。

　親父は毎日三回のお祈りを欠かさない。

　彼は主神ファーレーと、自らに恩おん寵ちようを与える光の神ルークスに祈っているのだが、ご存じの通り、ファーレーことアーサーは島にいるし、ルークスはアーサーの創作である。

「……ルキア、親父にはアーサーさんのことは絶対に秘密だぞ」

　目玉焼きを両面焼きで作る妹に耳打ちする。

「そういえば、昨日もそこは誤ご魔ま化かしてたもんね」

「あの人がずっと信じてきた神のこと、さすがに真実を言うのは酷だし……なにより、嘘うそというわけでもないしな。むしろ、アーサーさんは本当に神みたいなものだし……。ただ、島でのんびり暮らしてるってだけで」

　アーサーと彼の能力である『彩いろどりの神々』のことはトップシークレットだ。島でも一部の人間にしか知らせていない。

　一〇年後か二〇年後か、いずれはアーサーの寿命が尽きる前に、彼の能力のことを神殿に発表させ、「祝福」がなくなる世界が来るということを、世界に知らしめる必要があるのかもしれないが、今はまだその時じゃない。

「お父さんには、のんびり平和に過ごして欲しいもんね……」

「そういうことだ。神殿のほうの手もこっちには回ってないみたいだしな。うまくやろう」

　親父はまだ若く、確か四〇歳になるくらいだったはず。

　この世界の平均寿命がどんなものなのかは知らないけれど、前世の日本のような長さではないことだけは確かだ。

　まだ、老後というような歳としではないが、それでも息子として親には穏やかな老後を過ごして欲しいという希望はある。なんでも真実を知らせれば良いというものではない。




　食事の後、いよいよ親父を「島」に招待することにした。

　昨日、アビスを島に戻した時に、島のみんなには親父を連れていくと伝えてある。

　ユーリが「パーティですね！」と張り切っていたから、準備はしてくれてあるだろう。

「昨日、俺の能力のことはさらっと説明したけど、能力経由で島まで簡単に移動できるから。父さんにみんなのこと紹介するから、支度しちゃって」

「創造の神……といったか、今日の朝の食材もカイが出したものなのだろう？　そんな力、聞いたこともない……」

「父さんは、やっぱりほとんどの神の名を知っているの？」

「そうだね。光栄なことに、一度だけ祝福の儀式の担当官もやったことがあるから。……もっとも、ルキアに祝福を与えている神様の名前は知らなかったけれど」

　親父おやじによると、あれは担当地域の高位神官による持ち回りなのだとか。俺が子どものころに見た、神の名が記された本は、その時に借り受けていたものなのだろう。ある程度大きくなってから、書斎を漁あさっても見つけられなかったから。

「まあ、俺に恩おん寵ちようを与えている神様も、ルキアの神様同様、秘密の神様ってやつだから。島には、もう一人俺と同じ神様の祝福を授かった子がいるよ」

　神妙な顔をする親父。

　俺がこの祝福のせいで島に捨てられたということは、昨夜のうちに話してある。もう一人いるということは、神殿が定期的に島に子どもを捨てていた証しよう拠こみたいなものだ。

　実際、俺とカエデは助かったが、それ以前のアラミラの祝福者は全員殺されたのだから、その一点をとってみても、神殿は決して許されるものではない。

　だが、親父のことを思うと俺は神殿を糾弾する気になれないのだった。悪いのは上層部であって、大部分は善良な人たちで構成されている組織には違いないのだから。

　ちなみに、厳密には島にはあと二人アラミラの使徒であるアーサーとステイシーがいるが、あの二人のことは言わなくてもいいだろう。

「まあ、とにかく、俺の『てのひら開拓村』は見たほうが早いから。百聞は一見にしかずというやつだよ」

　俺の能力を口で説明するのは難しい。

　……いや、難しいというより、理解を得られないというほうが適切だろうか。

　なにせ、どこかにある開拓村に移動できる能力で、開拓村は文字通り開拓できるから、それを育てることで食料も資材も取り出せるなどと言われても、チンプンカンプンだろう。

「じゃあ、行こうか」

　戻ってこられるように、実家の自室に「出口の杭くい」を一本突き刺してある。

　親父は、あまりよくわかっていないのか普段着のままだが、まあ別にそこは問題ないだろう。親父とルキアと手を繋つなぎ、能力名を口にした。




「──ここは、どこだ……？　カイ、いきなり知らない場所に来たようだが」

「父さん、さっき説明しただろ。ここが俺の能力で育てた村なんだってば。どこにあるかは……ちょっとわからないけど」

　開拓場所の所在地は謎だ。強いて言うなら俺の脳内……という気がするけど、俺自身も村に入っちゃってるから、余計に意味がわからない。

　どこかにある謎な空間。あるいは、俺だけに用意された惑星。

　仮説を立てればいくらでも考えられるが、答えは出そうにない。

「能力……？　これが……？」

　事前に説明してあったにもかかわらず、あっけにとられて周囲を見回している親父おやじ。

　神官だからこそ、こんな力はちょっと普通じゃないと、肌感覚でわかってしまうに違いない。そういえば、眠りの神官であるマリエラを開拓村に入れてやった時も、死ぬほど驚いていた。逆に、一般人はさほど驚かない。彼らにとっては、癒いやしの奇跡も、開拓村も同じように「あり得ないこと」だからなのかもしれない。

「わー！　はじめまして！　カイのお父さん！　私、エネル！」

「次女のコロモです。よろしくお願いします」

「……末の妹のシエル。以後、お見知りおきを……」

　エルフ三姉妹が屋敷から出てきて、親父に挨拶する。

「これはご丁寧に。私は、オットー・ハスクバーナ。カイとルキアの父親です」

　柔和な微笑ほほえみを浮かべて、エネルたちと握手を交わす親父。エネルたちの存在に動じないあたり、やはり人間ができている。耳が長い人間なんて見たことないだろうに。

　とはいえ、エネルたちのことも事前に説明はしてあったので、挨拶は問題なく済んだ。

「これ、お近付きの印に！　カイのお父さんってことは、私たちのおじいちゃんってことだからね。カイを育ててくれて、ありがとう！」

「私からは、これを。気に入ってもらえると嬉うれしいです」

「……ボクも用意したんだよ」

「君たちはカイの子どもなのか？」

「厳密には違うけど……、似たようなものかな。カイの能力で生まれたのが私たちだから」

「では、私にとっては孫ということだね。開けても？」

　エネルたちは、それぞれサプライズプレゼントを用意していたらしい。

　俺はエネルたちにとって生みの親のようなもの。その俺を育てた親父は、おじいちゃんってことになるんだな。

　てか、親父もいきなりこんなデカい孫が三人もできて困惑以外ないだろう……。

　親父が、エネル、コロモ、シエルから受け取ったプレゼントを開封する。

　中身は──

　ハムの詰め合わせ……。これはエネルだな。エネル以外ないチョイスだな。

　三つ揃ぞろえのスーツ……。コロモ、ついに採寸なしでこんなもの作るようになったか。

　置き時計……。なにこれ、俺も欲しいんですけど。

「これは……こんな素晴らしいものを……。ありがとう、大切にさせてもらうよ」

　しかしプレゼントとは。エネルたちめ、味な真ま似ねを。親父、涙目になってんじゃん。

　個人的には、プレゼントでハムを贈る感性はどうかと思うが。

　しかも、わざわざ前世でたまに見た「贈答用のハム詰め合わせ」を完全再現する周到さで、俺向けのウケ狙いなのかと勘ぐるほどの出来だ。

　とはいえ、宝石のようにピカピカと輝くハムをもらって親父おやじも嬉うれしそうである。

　スーツと置き時計はいわずもがな。ちょっと見せてもらったが、スーツはオリーブ染めの渋い逸品で、枯れた味わいがあって親父に似合いそうだ。

　置き時計は「機械式」。シエルの精霊たちが作ったのだろうが、こんな精密なものを作れるのは驚きだ。シエルによると、もう少し村のレベルが上がれば、巨大な時計塔も作れるようになるとのこと。そしたら、島の灯台に時計を組み込んでもいいな。

「カイさんのお父さん！　スーツ、よかったら着てください！」

　コロモが瞳を輝かせて親父を着替えさせようとする。

　いつのまにか、シャツとネクタイ、ソックスに革靴まで用意しているではないか。

　親父は普段着のままだったから、ちょうどよかったかもしれない。ユーリとかサラあたりは、かなりガチめに着飾っていると予想できるから……。

「せっかくだから、着替えてきなよ。私も何着か作ってもらったけど、コロモさん、すっごく腕がいいんだよ。ほらほら」

　ルキアが、着替えのために親父を屋敷へ引っ張っていく。

　確かにコロモの腕は一級品だ。なにより、素材さえあれば、俺の前世の服を俺の曖昧な知識を元に再現できるのだから、恐れ入る。

　しばらくして、スーツに身を包んだ親父が登場した。

「ど……どうだろうか。こういう服は着たことがないから……。カイ、似合うか？」

「おおー、似合う！　似合うよ！　神官服の姿ばかり見てたから、新鮮」

　親父は長く聖職者として節制した生活をしてきたからか、無駄な贅ぜい肉にくもないし、姿勢も良くて、スーツはよく似合った。

「お父さん、格かつ好こいいよ！」

「よっ！　ロマンスグレー！　イケオジ！」

　ルキアとエネルが褒めそやす。エネルのは砕けすぎな気もするが、親父もちょっと頬ほおを赤らめてまんざらでもなさそうだ。

　男の俺から見ても、なかなか渋い。やはり男はスーツだな。

「じゃあ、服もパリッとしたとこで、いこうか」

「しかし、本当にここから行けるのか……？　カイたちが暮らしているという島まで」

　親父は未いまだに半信半疑だが、これも体験してもらうほうが早い。

　俺は親父の手を引いて開拓村の中を歩き出した。

　開拓村は、もはや「村」というには無理があるほど発展してきていて、エネルが言うには、もしかするとそのうち「街」になる可能性もあるのだという。

　能力名は「てのひら開拓村」だが、街になるのだ……。いや、深く考えてはいけない。

「この村は、その島とは違うんだろう？」

　通りを歩きながら親父おやじから質問がくる。やはり、村には見えないようだ。

「そうだね。ここはあくまでも俺の能力の世界の街だよ。能力の中には入っていられる時間にも限りがあるし、散策くらいはできるけど、住むのは無理なんだ」

「なるほど……。それにしても、こんな街が、能力だなんて……」

　キョロキョロと物珍しげに歩く親父。まあ、確かに現実としか思えないよな。

「俺もここまで発展するとは、最初は思ってなかったよ。最初は、何もないただの草原だったんだから」

　ただまあ、それでもまだ終点じゃあない。開拓村はまだまだ発展の余地があるはずだ。まだまだ入れていない素材も多いし。

「そこの出口から出れば、島に行けるから」

　開拓村の北の出口に到着して、そう教えると、親父は変な顔をした。

「ずっと街道が続いているようだが……」

「あの先には行けないんだ。能力の限界ってやつだね」

　開拓村の外にも世界はある。山がある、海がある。荷車を牽ひいた行商人もやってくるし、旅人も入植者も外から来る。もちろん、外に出て行く村人もいる。

　だが、その「外の世界」がどうなっているのかは、俺には知る術すべがない。まさしく、能力の限界なのだ。「てのひら開拓村」のてのひらは、この村の中だけなのだ。

「ま、とにかく行こう。みんなそろそろ待ちくたびれてるかもしれないから」

　俺は親父とルキアの手を引き、北の出口に向かった。




「おかえりなさーい！」

　北の出口から出てすぐ、結界の大樹の周りには島民みんなが集まっていて、一斉に拍手で出迎えてくれた。白い横断幕まで用意されていて、大きく「歓迎！　オットー・ハスクバーナ様」の文字。どこ発の文化なんだそれは。

　親父は、突然のことに圧倒され固まっている。

　……まあ、俺でも少し驚いたから気持ちはわかる。開拓村を介した瞬間移動だけでも驚くのに、島民ほとんど全員だから百人近い人数が集まっているのだ。

「カイ様！　おかえりなさいませ！　そちらの方がお父様なのですね」

　代表してユーリが前に出る。予想通りドレスで着飾り、かなり気合いが入っている。

「はじめまして。カイ様の婚約者のユーリセシルと申します。カイ様のお父様ならば、私のお父様になる方ということ。実の娘のように接していただけたら幸いです」

　深々と頭を下げて、いきなりブッ込んでくるユーリ。

　昨日、アビスとそういう関係であるみたいな話をしたばかりなのに、これじゃ丸っきり俺が浮気野郎みたいじゃないか。

　いやまあ、複数の嫁さんを娶めとろうとしている時点で、誤解でもなんでもないのかもだが。少なくとも、死別した奥さんを愛し続けている親父おやじからすれば、かなり気が多い息子……まあ、それはいいか。

「ご丁寧にありがとうございます。カイの父親の、オットー・ハスクバーナです。あなたもカイと婚約を……？」

「はい。正式な式はまだですが、一年以内にはと思っております」

「なんと！　あなたのような美しいお嬢さんが相手で、カイも喜んでいるでしょう」

　いやまあ、嬉うれしいは嬉しいけど、親父とそういう話をするというシチュエーションに慣れてないから、なんだか恥ずかしくなってしまうな。

　親父もチラリと少し遠くでボンヤリとこっちを見ているアビスを見て、その後俺のほうを見て、なにか特別な事情でもあるのかとでも言いたげな表情をした。

　ごめんなさいお父さん、別に特別な事情は特にないんだ……。

「ちょちょちょ、ユーリセシルさん、お父さんにいきなり嫁ムーブしないでくださいよ！」

「嫁なんですから、失礼のないようにご挨拶をするのは当然です」

　ルキアが前に出て、ユーリとルキアが並んで口論を始める。

　最初のころと比べれば減ったが、なにかの拍子に二人は突っ掛かり合うような間柄だ。ユーリは「本能的に相あい容いれない何かを感じているのかも」なんて、前に言っていたが、ルキアの出自の話を聞いた後だからか、もう仲の良い姉妹にしか見えない。

「ユーリ……ユーリセシル……？　なあ、カイ。彼女は、ユーリセシルと名乗ったよな？」

　親父も何かに気付いたらしい。

　というより、ルキアも親父に気付かせる為ためにわざとやっている節がある。時々こっちを見てニヤニヤしているし。

「彼女は確かにユーリセシルと名乗ったよ。父さん」

「……いや、だが……まさか……。しかし、似ている……」

　親父が呆あつ気けにとられたような顔をしているのをユーリが訝いぶかしむ。

「どうかいたしました？　申し訳ありません、ルキアさんは姉になる私のことが大好きすぎて、こうして時々突っ掛かってくるのですわ」

「姉……？」

　ユーリは、俺と結婚したら妹であるルキアが自分の妹になるという意味で言ったのだろうが、それが決定的だったらしい。

　親父が俺とルキアの顔を見る。俺は悪戯いたずらがバレた子どものように、苦笑いした。

「ふっふふ！　お父さんは気付いたようね。ユーリセシルさん、余裕こいていられるのも今のうちですよ！」

　なぜか勝ち誇るルキア。こいつの価値観はイマイチ読めないな。

「申し訳ありません、ユーリセシルさん。その……フルネームをお聞きしても？」

「ああ、これは失礼致しました。ユーリセシル・ディ・モンディアルです」

「モンディアル……。ではやはり、あなたはモンディアル公国の……？」

「あら？　以前にお会いしたことが？　申し訳ありません、私としたことが」

「いえいえ、直接お会いしたことはありません。あなたのご両親とは、一度だけ謁見の機会がありましたが──」

　おお、親父おやじはモンディアルの王様と会ったことがあったのか。まあ、神官ならそういう機会もあるのかもしれない。それに、モンディアルは小国だったらしいから、王族と国民が近いという可能性もあるのかも。

　親父が何か言いたげに、俺とルキアのほうを見る。

　昨日、ルキアの出生の秘密を聞いた時にも、ユーリの話はしていないからな……。いつも冷静沈着な親父が、さすがに戸惑いを隠せていない。まさか昨日話したその王族とすでに知り合っていて、俺が結婚の約束までしてるなどとは夢にも思わなかっただろう。

「ユーリさーん。なんでうちのお父さんがちょっと戸惑っているかわかるぅ～？」

　ルキアが、親父の横から顔を出し、意地悪っぽく微笑ほほえむ。

「えっ？　それは、滅んだはずの国の人間がいたから……では？」

「んまー、それもあるにはあると思いますけどぉ」

「ちょっ、ちょっと待てルキア。本当に彼女は、モンディアルのユーリセシル姫で間違いないんだな!?　ということは、お前……」

「そうですよ？　いやー、あの話を聞いた時は、世界は狭い！　って思いましたね」

「あの話？　なんのことかしら？」

「にっひっひっひ。どーしよっかなー。教えちゃおっかなー」

　ユーリを前にして、妙に嬉うれしそうなルキア。

　こいつ、ユーリと実の姉妹だったのが嬉しくてたまらないんだな。兄だからわかる。




　ルキアがいつまでも勿もつ体たいぶって全然話が進まないので、俺が掻かい摘つまんで説明した。

　さすがにこの話にはユーリも驚いたようで、呆あつ気けにとられた顔をした。

　元モンディアルの面々に至っては「エ────!?」と悲鳴に近い驚きの声を出した後、大爆笑である。彼女たちにしてみれば、国が滅びてもユーリは「自分たちのお姫様」である。そのお姫様にやけに馴なれ馴なれしく絡むルキアに複雑な気持ちを抱いていたのだ。

　だが、それがまさか本当の姉妹だということになれば、もう笑うしかない。

「父の隠し子の噂うわさは、口さがない侍女から聞いたことがありましたわ。でも、まさかルキアさんがそうだなんて……」

　改めて二人を見比べてみると、瓜うり二ふたつではないけれど、間違いなく似ている。

「昨日、カイたちにルキアの出自についての話をしたばかりだったのです。カイもルキアも妙な驚き方をするな……とは思っていたのですが、まさかすでに関係があったとは」

「いや、俺もルキアも叫び出しそうなくらい驚いてたよ。『嘘うそだろ！』って叫びかけたもの。まあ、さすがにそういう雰囲気じゃなかったけど」

「兄さん、真面目な雰囲気苦手だもんね」

　なにその兄評。でも言われてみれば、そうかもしれない。前世でシリアスに死んだのが影響しているのかも。俺は、できれば毎日笑っていたいのだ。

「まあー、ルーツを知れたのは良かったけど、今更あんまり関係ないですしね……。ただ──やはり私のほうが年上でしたね！　ほら、お姉ちゃんと呼んでもいいんですよ？」

　ルキアは挑発するが、ユーリは案外まんざらでもない表情で「お、お姉様……」と応えた。これは後で聞いた話だが、ユーリは一人っ子だったので兄弟に憧れていたようだ。




　わいわいと騒ぎながら食堂へと向かう。

　食堂はかなり広めに作ってあるので、百人くらいなら入る。まあ、さすがに立ち食いになるが、すでに食べ物も用意され、パーティの準備万端だ。サラもかなり張り切ったようで、料理も美お味いしそうだ。

　俺は追加で飲み物やらなんやらを開拓村から出し、ちょっと早めの宴うたげが始まった。

　親父おやじは状況について行けないのか、最初は戸惑いの表情を浮かべていたが、次第にみんなと談笑する余裕が出てきたようで、珍しくお酒も飲んで少し酔った様子だった。

　その日は夜まで宴が続き、親父は城に泊めた。次の日には仕事があるかもしれないが、まあ今日くらいはいいだろう。

　結局次の日は、親父も休みだったので島を案内した。

　自分がやってきたことを見てもらいたかったというのもあったかもしれない。

　最後は、灯台に登って、島全体を見てもらった。

　大きな施設は、灯台と水道橋と港と城くらいだが、石畳の道は着々と延びているし、今ではとりあえず島の北側までメインとなる街道は舗装済みだったりする。

　これから増えるであろう住民のために、二階建てや三階建てのアパートもいくつか建造中だ。まだまだ、島が大きく発展するのはこれからだろうけれど、十分に将来性があるといえるだろう。

「……すごいよ。カイ、君は子どもとは思えないほど賢い子だったけれど……でも、いなくなって一年、二年と経たって……私は君が死んだのだと……私は生きているとは信じることができなくて、諦めてしまっていた。それなのに、君は生きていただけじゃなく、これだけのことを成し遂げていたんだね」

「九割方、能力のおかげだったけどね。あとは、前も言ったけどアビスのおかげ」

　アビスがいなかったら、俺は風邪であっさり死んでいたはずだ。

　あの月夜の晩にアビスが俺を温めてくれたから、俺はこの島で生きることができたのだ。

　俺は親父おやじと二人で、遠くでチョコチョコと動き回って石畳の道を作る戦士君たちを眺めながら、それを切り出した。

「父さん、いっしょに暮らそう。ルキアもこっちで暮らすし、やっと家族が揃そろったんだからさ。この島は祝福者も少ないから父さんがいてくれたら助かることも多いだろうし、それに……父さんには返しても返しきれない恩がある。……親孝行したいんだ」

　親父は突然強く吹いた潮風に目を細め、しかし、少し眉を下げた困り顔で答えた。

「……カイ、ありがとう。本当に嬉うれしい。でも、私はまだあの街を離れるわけにはいかないよ。君たちといっしょに暮らしたい気持ちも当然あるけれど、君とルキアが元気に生きていたくれたというだけで……もうこれ以上ないほどの幸福を貰もらったと思っている」

　親父の返事はノーだった。だが、俺はなんとなく予想していた。

「あの家は妻との思い出が残った場所だからね。私が住むのをやめてしまったら、彼女が悲しむだろう。……それに、あの街で光の神官は私だけだからまだまだ働かないと。君はあまり神殿に顔を出さなかったけれど、こう見えてけっこう頼りにされているんだよ？」

　朗らかに笑いながら、そんな風に言われてしまったら、こちらは折れるしかない。

　ただ、あの家は俺とルキアにとっても実家だ。

　俺は親父を送り届け、自室には「出口の杭くい」を一本刺したままにした。

　親孝行はいっしょに暮らしていなくてもできる。

　週に一回くらいはいっしょに飯を食うようにしよう。





　　　　◇◆◆◆◇






「パンパカパーン！　カイ！　おめでとう、レベル50達成だよ！」

　親父を村に招待した二週間後。

　ついに開拓村のレベルが節目である50に到達した。

「50かぁ。長かったような、早かったような。それで、なにか新しい能力とかあるの？」

「あるともあるとも。なんといっても、レベル50からは『街』だからね！」

「街」

　開拓村なのに街とはこれ如い何かに。

　いや、まあすでに村というには無理がある発展具合だな……とは思っていたけれど。

「じゃあ能力の名前も『てのひら開拓街』になるのか？」

　開拓街って、実に聞き慣れない言葉だ。

「いんや、そのまんまだよ。こまけぇことは気にすんな、だよ。カイ」

「そのほうが、俺も楽ではあるけどさ……」

　発展のレベルでいちいち能力の名前が変わってたら、開拓都市だの、開拓国だの、開拓大陸だの、開拓星だの、どんどんスケールアップしていきそうだものな。

「それで、新しい能力は？」

「じゃじゃーん！　これだ！」

　エネルがどこからともなく取り出したのは、漆黒の水中メガネのオバケみたいな──

「それ、ＶＲゴーグルか？」

「ご明答！　コントローラーもあるよ！」

　なんでだ。俺が前世で生きていたころにはすでにＶＲゲームはそれなりにあったが、俺は持っていなかった。プレイ動画とかは何度か見て、憧れてはいたけれど。

「シエルのゲームの進化版か？　まあ、遊べるゲームが増えるのは嬉うれしいけど」

「チッチッチ！　違うよ！　これは、開拓村の弱点を補うアイテムであり能力なんだよ！」

「どういうことだ？」

「かぶってみればわかるよ」

　エネルからＶＲゴーグルを受け取り装着する。

　すでに電源はオンになっていたようで、目の前にリアルな室内の風景が広がっており、首を振ると、三六〇度見渡すことができる。
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　画面の中での俺は、そこそこ大きい部屋の真ん中あたりにいるようだった。

　一人用とは思えぬ大きさのベッドと、デスク。あとはクローゼットがある程度の殺風景な部屋だ。デスクに置かれたカップには、飲みかけの紅茶が入っていて、まだかすかに湯気を立てている。それはまさについさっき──開拓村に来る前に俺が飲んでいたやつだ。

「これ俺の部屋じゃん！」

　画面の中の部屋は、島の王城の自室だった。

「そうだよ。はい、これコントローラー」

　受け取って、操作すると部屋に自分がいるかのように、前に進んだり戻ったりできる。

　コントローラーは前後左右への移動だけで、どうやら物に触ったりはできないらしい。つまり、閉じたドアを開くことができないから、俺は自室から出ることができない。

「なんか中途半端な感じだな。結局、これなんなの？」

「えー、まだわからないの？　これ『テレビ』だよ」

「テレビ？　あ、なるほど！　開拓村を使った地点から、移動できるようになったのか！」

　てのひら開拓村は、俺が能力を発動した場所から基本的に動くことができなかった。出口の杭くいを使うならともかく、通常時は必ず発動した地点に戻ってくる。

　エネルの屋敷にある「テレビ」で、その地点の様子を見ることができるが、もしその場所に人がたくさん来てしまうと、戻るに戻れないという問題があったのだ。

「カイ、気付いてないみたいだけど、それ物には干渉できないけれど、普通に通り抜けできるよ。バグ技だね」

「マジで？」

　エネルに言われた言葉を信じて、壁を突き進むと、普通に突き抜けて外に出ることができた。一瞬、壁の中が見えるのかと思ったが、光が入らない場所は真っ暗なままだった。

「おおー。リアルだな。ってか、リアルもなにも、ヴァーチャルじゃないんだから当然か」

「あとは、移動した場所で能力を解除すれば、その場所に戻ることができるわけだよ。すばらしい能力だね。ズルだね。チートだね。なんなら女風呂も覗のぞき放題だね」

「なるほど……」

　いや、さすがに風呂は覗かないけどね。

　そもそも今でも、俺が大浴場に入ってても、あんまり気にせず女性たち入ってくるし……。

　俺はコントローラーを操作して、もう一度自分の部屋に戻り、ゴーグルを外した。

「ありがとう。素晴らしい能力だよ。これがあれば、どこにでも忍び込めるな」

　例えば、アーサーが監禁されていた大聖堂の最奥の部屋。

　あの部屋は神殿が外部から開ける手段を見つけていない限りは、閉ざされた部屋となっているはずだ。当然、俺たちにも開ける手段はなかったのだが、この力があれば簡単に中に入ることができる。

　教皇の部屋に忍び込むのだって簡単だ。エネルがこれをチートだというのもわかる。

　透明人間ですらない。別の時空から、自分がリスポーンする場所を選べるなんて、完全犯罪し放題だ。前世なら銀行の金庫の中にいきなり出現してお金を回収してドロンなんてことも余裕でできてしまう。いや、この世界でも近いことができる。

「むむ、カイ！　悪いことを考えているね！」

「いや、悪いことをしようと思えば、いろいろできちゃうなと考えてただけ」

「そうだね。夜よ這ばいとかも誰にも気付かれずにできそうだね」

「しないっての！　エロに結びつけようとするのはやめろ！」

「だって、カイってば奥手のムッツリスケベだし……」

「やかましいわ」

　ムッツリではない、ムッツリでは。奥手なのはまあ……否定できないけれど。

「んで、他にはなにかあるのか？」

「あるある。ありますよー。毎回恒例のこちら！　どうぞ、お納めください」

　エネルが仰々しく渡してきた革の袋の中には、色とりどりの種が入っていた。

「おっ、創造の種か」

　しかも、基本色ではなく合成しないと作れない種である。

　黒、白、保護色、透明が各五個ずつ。

　それぞれ、魔術師、僧侶、忍者、天使が生まれる種だ。

「まー、これもカイはすでに合成でけっこう戦士君増やしてるから、あんまりありがたみないかもだけど」

「いや、嬉うれしいよ。これから、島はいくらでも人手がいるからな。警備員という意味で、忍者君も増員したかったし、僧侶ちゃんはいくらいてもいいし」

　普通の戦士君と違って、魔法が使える僧侶ちゃんや魔術師君は簡単に増えない。合成も使って増やしているけれど、いくらいてもいいものだ。今は、労働力や警備、軍事力としても、戦士君たちは島になくてはならない存在。まとまって種が貰もらえるのは実に助かる。

「次の合成は試さないの？」

　同じ色の種を二つ掛け合わせ「合成」することで、一つ上の段階の種に進化させることができる。最終的にはレンが生まれた「金色の種」になるらしいが、その為ためにはいくつのノーマル種が必要になるのかは、まだわかっていない。

「いいかもな。天使ちゃんは今はまだそれほど使い所ないし」

　天使ちゃんは半透明の戦士君で、羽が生えていてふわふわ浮かんでいる。能力はというと強化魔法である。オサオサビームで、腕力、すばやさ、体力が漲みなぎってくるのだ。

　その能力自体は有用だが、使う場面は限られる。戦士君たちは、普通の状態ですでに強く、わざわざ強化してまで戦う敵が今のところいないのだ。神殿あたりと本格的にドンパチが始まるようなことがあれば活躍の場も多くなるだろうが、それはできれば回避したいところ。いずれにせよ、すぐに天使ちゃんの力が必要になる可能性は低い。

「では、合成！」

　さっそく、透明の種二つを合成してみる。一瞬の輝きの後、手を開くと──

「これは……なんだろ。急に重くなったな。鉄？」

　銀というには鈍い色合いだ。鉄のように見えるが。

「たぶん、鋼だね。鋼の種」

「ま、植えてみればわかるか」

　一度開拓村から出て、戦士君たちの畑に種を植える。戦士君たちの畑は、常に何人かの戦士君が畑の管理をしていて、彼らに任せれば最高の状態で新しい戦士君が誕生する。

　次の日になって、アビスと二人で見に行くと、もう新しい戦士君が生えていた。

「これは……。まあ予想はしていたけれど」

「……ピカピカだね」

　ピカピカである。ピカピカの鋼色をした戦士君。頭巾ではなく、兜かぶとだ。

「……収穫してみよ」

「そうだな」

　この鋼の戦士君は、普通の戦士君の種64個分だ。

　かなりの重量がある戦士君をズボッと引き抜くと、パチッと目覚めてぴょんぴょんとすばやく飛び跳ねた。

「オーサー！」

　意外と身軽だ。いや身軽すぎると言うべきかもしれない。

「……ピカピカだね」

　アビスが何度も言いたくなるのもわかるほど、ピカピカだ。

　鋼の戦士君は、全身鎧よろい姿で、手には身長ほどもある突撃槍──ランスが握られている。

　なにより、むき出しになっている顔の部分までピカピカだ。

「オ──────サ──────！」

　そんな重装姿なのに、ものすごく動きが速い。目にも留とまらぬスピードでビュンビュンと走る鋼の戦士君。鋼の──

「メタル戦士君……」

「オーサッ！」

　ピョンと手を挙げる全身鎧。

　つまり、彼はメタルなのだ。倒すと経験値がたくさん入るタイプの。

「……すごく硬い」

　アビスがメタル戦士君をこねくり回している。

　戦士君といえば、筋肉質なのにプニプニなのが特徴だったが、このメタル君に関しては、顔もお腹なかも全部がカッチカチだ。

　これなら、並の攻撃は通用しないだろう。それ以前に、速すぎて捉えられる気がしない。

「重さもけっこうあるな」

　抱き上げてみると、ギリギリ持ち上げられるくらい。普通の戦士君四人分ほどだろうか。

　こんなもんが、あのスピードで激突してきたら、人間なら普通に死ぬし、モンスターでもほとんどのやつが耐えられないだろう。

「じゃあ、メタル君は一人しかいないから、頑張って仲間を増やしてくれ」

「オサー！」

　シュタッと敬礼をして、どこかへと猛スピードで走り去るメタル君。戦士君たちは、生まれてすぐに、一番最初の戦士君のところに挨拶にいく慣例があるらしいから、そこに向かったのだろう。

　しかし、これで種合成は64個分まで試したことになる。次は１２８、その次は２５６だ。透明の種は、エネルからもらったものがあと三つあるから、１２８は試せなくもない。２５６はちょっと難しいだろうが。

「せっかくの機会だから、倍プッシュしてみるか……」

　エネルから貰もらった保護色の種を合成し、透明の種を一つ作る。それで、手持ちの透明の種が四つ。それを二つずつ合成して、メタル種を二つ作り、その二つを合成。

「さて、戦士君１２８人分だ……。何が出るかな？　合成！」

　手の中が光り、そして収まる。できた種の色は──

「ウロコ？」

　種にびっしりとトカゲのウロコのようなものが付いている種だ。

　心なしか、サイズも少し大きいような気がする。

「ウロコか。魚類系か、それとも爬は虫ちゆう類るい系か。恐竜という方向性もあるか……」

　戦士君の種類については読めないところがある。最終的かどうかはわからないが、未いまだに合成でできたことがない「金色の種」からレンは生まれたのだから、だんだんああいう方向へ進むはず……だとは思うのだが。

　しかし、金色は何回合成したらできるんだろうな。今度、エネルから聞いてみるか。

「……これも、植える？」

「もちろん」

　俺は、さっきメタル君が出てきた畝の隣に、ウロコの種を植えた。

　そして次の日。今度はアビスの他にレンも連れて畑へ訪れた。

「マイロード、昨日はわたくしちゃんを呼んでくれないんだもんなー。新しい戦士君が生まれたの知らなかったから、見かけたとき驚いちゃいましたよ」

「確かに、あれはビビるかもな」

「それで、今回のはどんな子なんです？」

「まだわからない。ウロコがあることだけしか……」

「ウロコですか」

　戦士君的なものではなく、でかいトカゲが出てくる可能性もある。あるいは、人魚とか。

　戦士君は水中活動も得意だが、専門の戦士が出てきてもおかしくない。ただ、それだと種１２８個に見合うのかは不明だ。リヴァイアサン的な海の王が生まれるならともかく。

　畑では、昨日植えたところに可愛かわいい戦士君の頭が生えていた。

「ウロコだな。トカゲが大きく開けた口から戦士君の顔が出てるが……これって？」

　前世で言うなら、子どもが着る恐竜の着き包ぐるみみたいなデザインである。

　ただ、ウロコはつややかで硬そう。つまり、これはこういう意匠の兜かぶとなのだ。

「……収穫してみよ」

「やっぱ、それしかないよな」

　ウロコ戦士君の頭を掴つかみ、一息に引き上げる。昨日のメタル戦士君よりも、さらに重い！

「ぬぉおおおお！　しかも、なんかデカい！」

　ズボッと抜くと、ウロコ戦士君の下に、翼の生えたトカゲ……飛竜がくっついていた。

「オッオサオサー！」

「ギャオー！」

　まさかのドラゴンナイトである。

　ウロコの戦士君はスケイルメイルに身を包み、手には長い槍やりを装備。戦士君の五倍はある飛竜には、ちゃんと鞍くらと手綱まで付いている。

「うわ────！　かっこいいですね、マイロード！」

「そうだな。まさか竜騎士とは……」

　セットで飛竜まで付いてくるとは、さすがに想像していなかった。

「それで、飛べるの？　ちょっとデモンストレーションしてみて」

「オサオサ！」「ギャオッ！」

　ウロコの戦士君……いや、竜騎士君と呼ぶべきか──が、飛竜に跨またがり、空へと舞い上がる。戦士君も飛竜もけっこうずんぐりむっくりな体型にもかかわらず、素早い離陸だ。

「あー、あれ風の魔法を使ってますね。さすが上級戦士君」

　レンが呟つぶやく。俺は魔法は見えないけれど、確かに物理法則から外れた挙動だ。

　空をかなりのスピードで滑空し、その時々で飛竜が炎を吐き、竜騎士君は雷やら氷やらの魔法を発生させて戦闘のデモンストレーションをしてくれた。

「……すごい。空中であれだけ戦えるのは、島ではあの戦士君だけかも」

「翼よく人じんたちは、戦闘は不向きだからなぁ」

　まあ、実際のところ空中から襲ってくる魔物は、下からの迎撃でどうにでもなるわけだが、例えばこれから先、飛行船みたいなものを手に入れたときには、竜騎士君は護衛としてかなり頼りになるだろう。空対空戦闘ができる者がいるというのは大きい。

　飛行船にどういう外敵があるかわからないが、大型で鳥型の魔物だっているし、ドラゴンだって実在するのだから、ないわけでもないはずだ。

　デモンストレーションを終えた竜騎士君が地上に降り立つ。

「素晴らしかったよ。あれだけ空中戦ができるなら、この島の空の護まもりは万全だな」

「オオオ、オサオサ！」「ギャオー」

　感激して泣くような仕草をする竜騎士君。

「もったいなきお言葉。身に余る光栄です。って言ってますね」

「騎士だから、上下関係がしっかりしてんのかな」

　騎士といえば、メタル君も鎧よろい姿だしちょっと騎士っぽかった。上位職は騎士なのかな。

「では、竜騎士君も一人きりだから、頑張って仲間を増やすように」

「オサッ！　オサオサ！」「ギャオッ！」

　敬礼して、どこかへ飛んでいく竜騎士。だんだん、この島の戦力がヤバイレベルになっていくのを感じながら、俺はそれを見送った。

「最後、ご期待に添えられるかわかりませんが、努力致しますって言ってましたよ。あのレベルになると、普通の戦士君のようには増えることができないのかもですね」

「だろうなぁ。種１２８個分だもの。一年に一体増えればラッキーくらいか？」

「わかりませんが、それぐらいでも不思議じゃないような気がします」

　黄金戦士君のレンも、土に埋まっているところは見たことがないし、増える兆候すらない。となると、上位職になるほど増えにくくなるというのは間違いないだろう。

　戦士君もレンも同じように増えるなら、今頃島はわたくしちゃんだらけだ。

「じゃあ、俺はちょっとエネルに報告してくる」

「はーい。エネル姐ねえさんによろしくです」

「……行ってらっしゃい」




　開拓村に移動すると、目の前に血相を変えたエネルがいた。

「カイ！　種に夢中で大事なこと言い忘れてた！」

「なっ、なに。なにか問題発生か？」

「いや、街になったことで『開拓村』の境界がまたグッと広がったんだよ。その関係で『村の出口』の場所が変わってさ、厳密には、私の家のすぐ横から移動できるようになった」

「マジで？　地味に助かるぞ、それは」

　最近は村が広くなりすぎて柵がある境界まで走っても数分かかる有様だったのだ。そのせいで、大聖堂でビーエを追いかけたときに、入れ違いになったこともあった。

　さすがに、街レベルになったら、出口まで全力で走っても五分くらいかかる可能性すらあったから、かなり便利になる。

「あとは、開拓村から取り出せる品目も増えたんだよ。もともと、鉄とか鉄製品、一部の鋼の製品は取り出せてたけど、これからは鋼の状態で取り出せるよ」

　鉄に関しては、けっこう前から取り出せていたが、鋼はなかなか品質が上がらず開拓村の中でも紆う余よ曲きよく折せつあり、結局鉄製品としては、なぜか刀剣が特産品になったりした。

　それで、鋼鉄の刀剣は取り出せるようになったのだが、鋼でできた他の品物は、これといって取り出せるわけではなかったのだ。

「鋼も魔法的なエンチャントを施した状態のものが取り出せるよ。これは、開拓村ならではの品だね。前世でいうところのステンレスみたいなものも出せるようになったし」

「つまり、それがもう『開拓村』の中では普及してるってこと？」

「そうだよ。元々村の鉄は魔法で作ってたから、魔法的な付与をするのが普通になってるわけ。前にカイにあげたファイアーソードだって、かなり強烈な魔法付与がされてるでしょ？　もう、あのレベルのがそろそろ普通に普及するレベルに発展してるってこと」

「完全に現実追い越してんじゃん……」

　例えば、カエデのロボットを作る為ために車輪を出そうと思っても、選べる素材が木材か石材か鉄かの三択だったのだ。今までは、命を与えることで強度もアップするから、加工性のいい石材を選んでいたが、これからは鋼が選べるし、魔法的な能力付与も可能となる。

　魔法武器も出せるようになるとなれば、いよいよ本当に世界でも類を見ない最強の軍隊が出来上がってしまいそうだ。

「あと、馬も出せるようになったよ」

「お、ついにか！」

　馬は陸で移動するときの要だ。牛やロバでは下手したら自分で走ったほうが速い。

　かといって、馬は高価だし、どこにでも売っているわけではない。そのうち何頭か買うしかないと思っていたが、開拓村から出せるならそれに越したことはない。

「あとは調教次第だけど、村から出した馬を売って調教済みの軍馬を買ってもいいかもしれない。村から出した馬でも普通に移動する分にはいいんだろうけど、カイが乗るなら、ちゃんと調教が入ったものにすべきだからね」

「そうだなぁ」

　乗馬は、島に残した馬を使ってそれなりに練習したから、普通に乗る分には問題ない。

　だけど、もし移動中にちょっと動物が飛び出してきたとか、強盗が飛び出してきたとかで暴れたら、落馬の危険がある。

　俺がどれだけ強い仲間に囲まれ、類たぐいまれなる能力を持っていようと、人間部分は生身だ。

　馬から地面に落ちれば死ぬ可能性が高い。

　そのあたりもちゃんと考えておく必要があるだろう。





　　　　◇◆◆◆◇






　島に本格的な冬が到来した。

　今年も、いつもと変わらぬ厳しい寒さだが、シエルの精霊さんの力と、戦士君たちの建築技術の向上、そしてカエデの物に命を与える能力。それらの力を結集した結果、隙間風なく、雨漏りもなく、冬暖かく夏は涼しい家が作れるようになった。

　まだ島には移住者を受け入れていないが、いつでも受け入れができるように、一軒家もアパートも一通り作ってある。

　そして、我らが王城も思い切った増築やら改築やらを重ねた結果、全高二十五メートルを超す「お城」へと変貌を遂げていた。

　城の周りには、お堀があり、跳ね上げ式の橋まで設置し、ここまでやる必要ある？という風情だが、半分は趣味に走ってしまった結果である。

　部屋の数も今までの五倍ほどにまで膨れ上がっているが、これは城がこの国の中枢となるためだ。つまり、役所である。防衛の最後の砦とりでであると同時に、役所としての機能も持たせたというわけだ。まあ、別の場所に役所を作ってもよかったのだが、むしろ別にする必要もないだろうと判断した。

　とはいえ、まだ文官もいないし、国をどう運営していくかについても、いまいち定まっていない。貿易は始まっていて、レイラを中心とした船団でピストン輸送を行ってはいるものの、それだけでは決め手に欠けるとは感じているところだ。




　さて、冬である。

　冬ということは、もうすぐ春が来る。

　春になったら俺は約束を果たさなければならない。俺とディー侯こう爵しやくとの約束。

　ファウゼルの妹であるフィオーナさんとの結婚の期限である。

　この場合の結婚とは、ディー侯爵家と俺──というより、侯爵領と俺の国との繋つながりを作るものであると同時に、フィオーナさんと俺との間に「魔法使い」の世継ぎを作ることが目的となる。

　現代日本の価値観をまだ多く残している俺からすると、そういう利権がらみの婚礼など、物語の中の出来事というイメージが強くあったが、貴族の世界では普通のことなのだ。もう決まったことなのだし、こちらにとっても悪い話ではない。

　それ自体はとっくに受け入れているのだが──

「ちょっと、ユーリ！　どうして私が花嫁側じゃないの！」

「ルーお姉様は妹じゃないですか。妹は兄と結婚できないんですよ？」

「あんた、わかって言ってんでしょ！　お兄ちゃんとは血が繋つながってないから問題ないの！」

　ルキアが暴れてるんだな、これが。

　事の発端としては、春になる前に自分たちだけで「結婚式」をしようという話を俺が持ち出したことにある。

　さすがにユーリたちを差し置いて、フィオーナさんとの結婚を最初にするのは、俺が嫌だった。島のこともある程度軌道に乗ってきたし、彼女たちとの関係をいい加減ちゃんとしたかったのだ。

　そういうわけで、当事者何人かで集まって結婚式の打ち合わせをしているのだが──

「お姉様には新郎妹としてスピーチをお願いしよっかなって」

「なんで花嫁側じゃない上に、スピーチまでしなきゃなんないのよ！」

「では司会をやってくれるんですか？」

「はーなーよーめ！　私はこっち！　どうして脇役にしようとするのよ！　怒るわよ！」

「ふふふ、怒ってるお姉様も可愛かわいい……」

　ユーリはいきなり姉ができたことで変に拗こじらせてしまったらしく、こうしてルキアにやけに絡むようになったのだ。

　最初はルキアのことを姉と呼ぶのに戸惑いを持っていたようだったが、最近では完全に姉妹だ。ルキアのほうも、元々ユーリに対してあまり遠慮がなかったのも相まって、完全に妹として接している。

　……まあ、仲良くなったみたいだし、結果オーライというやつだろう。

「ユーリのあんな姿は初めて見るよ。私も家族同然に育った気でいたが、やはり本当の肉親には敵かなわないってことなのかな」

　ギャーギャーと騒ぐルキアとユーリを横目に、隣の席のサラが耳打ちしてくる。

「いや、あれはルキアのキャラにユーリが引っ張られてるだけじゃないかな。ほら、ルキアって元々ユーリに対しても遠慮なかったし」

　ユーリは元お姫様で元モンディアルの人たちは一線を引いて接していたし、後から島に来た翼よく人じんたちにしても、立ち居振る舞いに品があり堂々とした彼女には、敬意を払っていた。レンやカエデはわりと気安く接していたと思うが、レンは俺とカエデ以外とはあまり絡まないし、カエデは貴族の娘だからか距離感が適切だった。

　その点、ルキアは別格で最初から学校の先せん輩ぱいくらいの距離感で接していた。

　血が繋がっている上に自分のほうが年上だと知ってからは、さらに遠慮がなくなり、すっかり妹扱いだ。

「確かにユーリにああいう風に接する同年代の女の子は今までいなかったね。最初見た時はすごく清せい楚そなイメージだったけど、あっちが本当のルキアちゃんってことか」

「俺と親父おやじが死ぬほど甘やかして育てちゃったから、身内に対してはバケの皮が剥はがれるんだよ、あいつ……」

　典型的、内弁慶の末っ子だ。

　なんてったって、男親と歳としの離れた兄に育てられた最強の妹だからな……。

　ユーリに対しては姉だと言いつつ、やってることは妹ムーブ。ユーリにからかわれてることも、いまいちわかってないのかもしれない。

　まあ、ユーリは妙に楽しげだからいいのかもしれないが。

「……それでカイ君はルキアちゃんとも結婚するのかな？」

「へ？」

「いや、今それで揉もめてるんだし」

「あー」

　ルキアと結婚か……。正直、できれば回避したいところなんだが……。

　だって、俺にとってはほとんど赤ん坊みたいなころからいっしょに育った妹なんだよ。

　なぜかルキアはすっかりその気みたいだけど、本当に恋愛感情で言ってるのか謎である。家族に対する親愛と、恋愛感情との区別ができてないだけなんじゃなかろうか。

「できればルキアは、今回は裏方に回ってもらいたいとこですけどね……」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?」

　ユーリとやりあってたくせに、俺とサラとの会話に耳みみ聡ざとく突っかかってくるルキア。

　すげえ地獄耳だ。

「私としては、合同での結婚式をやるというのも譲歩してるつもりなんですけど！　除のけ者ものにされるのは絶対に許容できませんよ」

　ルキアの中では、俺と結婚するということ自体は規定路線の話のようだ。

「でもなぁ……妹だしなぁ……」

「まだ、言いますか！　父さんが私たちに血の繋つながりはないって言ってたじゃないですか！　全く問題なしですよ。それに……お兄ちゃんも私と結婚したいでしょ？」

　自分の言い分に一つの疑いもない透明な瞳で見つめてくるルキア。

　この自信はなんなんだ。やはり、小さい頃に「ルーちゃんのこと好き？」と聞かれて「好きだよ、大好き」だの「世界で一番可愛かわいいよ」だの「兄ちゃんはルーと結婚するぞ！」だの言ってしまっていたのが悪かったのか。

　だって、前世で妹なんていなかったし、本当に可愛かったんだよ！

　でも、この方向に進むとは想定していなかった！

「妹と本当に結婚する兄はいないよ」

　俺は首を振って努めて冷静に答えた。

「たとえ、血の繋つながりがなかったとしても、俺にとってお前は世界で唯一の妹なんだから」

　ルキアは表情豊かで、兄の俺から見ても美人だ。

　まあ、他の男の元の嫁ぐというのも想像すると辛つらいものがあるが、しかしこれは兄として乗り越えるべき試練というやつ──

「兄さんのそういう世間体を気にした一般論みたいの、私もう聞き飽きたんですよね。っていうか、この件に関して私折れる気ないんで」

「一般論ってお前……」

　え？　違うよね？　俺が言ってるのって常識だよね？　おかしいの妹のほうだよね？

「……私はですね、けっこう小さいときからお兄ちゃんと結婚するって決めていたわけですよ。まあ、時期に関してはもう少し後になるかと思っていましたが、予定より早まる分には問題ありませんし、他にもお嫁さんがいるってのは想定外ですが……まあ、そこも大目に見ましょう。しかし、兄さんがそんな態度では困りますよ。もっと、涙を流して喜んでくれないと、私──」

　そこまで一息で言ってから、おもむろに花瓶の活いけている花に触れながら、小さく『滅魂の鎌かま』と呟つぶやいた。

　瞬く間に、可か憐れんに咲いていた花が萎しおれ、花びらが散っていく。

　ルキアはその様子を俺に見せつけるようにしてから、その指を自らの胸に当てた。

「結婚してくれないなら、自分自身に力を使って死にます」

　ヤンデレだコレ。

　確かに再会してからは特に強烈なブラコンになってしまったと思ってはいた。

　だけど、それは久々の再会だったことや、俺が死んだと聞かされていたからとか、そういった諸もろ々もろがあっての、一時的な感情の高まりだと思っていたのだが……。

　どうやら、最初からルキアは本気だったらしい。

「カイ様、ルーお姉様は本気ですわよ？　いいではありませんか、この強情で我わが儘ままなお姫様は絶対に折れる気ないんですし、もしかすると本当にうっかり死にかねない──」

「ちょっとユーリ！　微妙にバカにしてんでしょ、あんた」

「まさか！　お姉様のその押しの強さを見習いたいと思っているほどですわ」

　バカにしているというより、からかって楽しんでいるといったところか。

　ユーリの真面目な性格を考えると、なんとも仲が良くなったものだ。最初は一触即発の雰囲気すらあったものだけど。

「コホン、まあカイ君も折れてあげればいいんじゃないかな。血の繋がりがないのだったら、問題はないのだし」

　エドワードも、俺と妹との結婚に賛成のようだ。

　やはり、この二人は貴族だからあまり頓着しないほうなだけという気もするが──いずれにせよ、俺にはルキアを説得するのは無理だ。常識派で一番の戦力だったユーリがあの調子では、もはや勝ち目は薄い……。

　俺は部屋に集まった面々の顔を見た。

　フィオーナさんとの婚礼の前に、島で結婚式をする。そこまではいいが、嫁候補がたくさんいるということで、一度にやることになったのだ。

　新郎は俺。新婦は……実はルキアの件の前にすでに紆う余よ曲きよく折せつあった。

　最初、俺が結婚するつもりだったのは、アビスとユーリとサラの三人だけだったのだ。

　だけど、結婚式の話が広まってくると、まずリーベルがやってきて「翼よく人じんの代表として、リーベル嫁ぎます！」と高らかに宣言。

　次にローザが来て「まさか、あの部屋から出られただけでなく結婚までできるなんて！」と感動し。

　最後にマリエラが来て「よろしくね～。あ、末席でもいいから」と気楽に立候補していった。

　その時点で六人だ。さらにルキアを入れたら七人。フィオーナさんも入れれば八人である。江戸の将軍様かよ。

　……しかし、だからこそルキアも結婚を迫ってくるのだろう。七人も娶めとるなら、自分だっていいでしょ、という具合に。これが誰か一人だけというのなら、あいつも折れたのかもしれない。

　ルキアとは血が繋つながってないのは事実だし、俺だって別にルキアのことは掛け値なしに好きだ。そういう対象としては見たことなかったけど。うーむ。

「……わかったよ。ルキアも──俺なんかで良ければ結婚しよう」

「突然お兄ちゃんがデレた！」

「ふざけるようなら撤回で……」

「わー！　うそうそ！　嬉うれしい！　ルーちゃん大感激！」

　泣き真ま似ねまでして喜びを表現する我が妹だが、育てたのは誰だ。俺か。

「それにまあ、私も花嫁側なのは規定路線でしたからね！　それじゃあ、私と！　アビスさんと、ユーリとサラさんと、ローザさんと、リーベルちゃんと、マリエラさんの七人が花嫁ということで話を進めていきましょうか」

　ウキウキと仕切り出すルキア。

　さては、俺が心変わりする前に万事話を進めようとしているな。長い付き合いだから、妹が考えていることはだいたいわかるのだ。

「それで最初にすることは？」

「まず、花嫁衣装の発注ですわね。カイ様、コロモさんに頼んでいただいても？」

「こないだ話したらすごく張り切ってたよ」

　コロモも万能なわけではない。一着作るのにはある程度の時間がかかる。先に話しておけば、デザインやらなんやらを決めておけるだろう。

「それと、あとはお料理と、来賓はどうしましょう」

「料理もエネルに頼んで用意してもらってもいいな。来賓は──」

　そんな風に打ち合わせていると、エドワードの隣に座って話を聞いていたカエデが、おずおずと手を挙げた。

「あのう……さっき、ルキアさんが挙げた中に、私の名前がなかったような気がしたんですけど……。聞き間違いですよね？」

「カエデ？」

　その突然の発言に、最初に反応したのは父親であるエドワードだった。

　というか、俺も驚いている。

「まるで、カエデがカイ君と結婚するみたく聞こえたけど、どういうことだい？」

　努めて優しく実の娘を問い質ただすエドワード。

　彼にとっては、目に入れても痛くない娘だ。いつも冷静沈着な男に、焦りの影が浮かぶ。

「え？　カエデもお兄ちゃんと結婚するつもりだよ？　当たり前でしょ？」

　パパったら、なに言ってんの？　と言わんばかりのキョトン顔で、そんなことを言うカエデ。思わぬ伏兵である。まさかカエデがそんなつもりでいたとは……。

「というか、島ではユーリお姉ちゃんより古参の私が名前挙がってないの、普通に傷つくから。それにお兄ちゃんだって、私と結婚したいでしょう？」

　ルキアとまったく同じ台詞せりふを口にするカエデ。

　まあ、カエデはまだ小ちっちゃいイメージがあるけれど、それはあくまで発育の問題であり、肉体年齢的にはユーリの一つ下。つまり、ほぼ同年代である。

「……カエデと……結婚……？」

　カエデは俺のことをずっと「お兄ちゃん」と呼んでいたし、ルキアとは違うタイプの妹みたく思っていただけに、ちょっとした驚きだ。

　いや……違うか。カエデに関しては事情が特殊だ。

　彼女が初めて島に連れてこられた時、俺はハッキリと彼女を「保護」するつもりでいた。

　その時というより、それからも──彼女の両親がこの島で暮らし始めるまでは、ずっと保護者のつもりでいたと言ってもいい。

　同年代で同じ状況の「カイ」としてというより、前世の人生分もプラスした、ずっと年長で人生経験がある大人としての自分が、彼女を保護した──そういう状況だった。

　決して「同年代の少年が、一つ年下の少女と無人島で暮らす」というような気持ちは持っていなかったと思う。

　ただ、それはこちら側の話。

　俺は想像もしていなかったが、カエデからすれば一個しか年齢の変わらない少年が、自分の命を救ってくれて、無人島でいっしょに暮らしていた──という状況だったわけだ。

　とにかく俺は、カエデのその急な提案に、すぐに答えを返すことができなかった。

「ゆ、許しません！　結婚なんて！　カエデにはまだ早すぎるよ！　まだ、こんなに小ちっちゃいのに！」

　返事を考えている間に、カエデの父親であるエドワードが立ち上がって叫んだ。

　エドワードは娘を溺愛しているからか、ちょっとしたパニック状態だ。

「小っちゃいとは失礼ね、パパ。こう見えても、けっこう成長してきているんだよ？」

　カエデがこの島に来てからもう三年だ。出会った頃は子どもという感じだったけれど、今は少しずつ女性らしくなってきている。

「そりゃカエデはもう立派なレディだけれど！　で、でも結婚なんて……！　しかもカイ君となんて……」

「えー？　お兄ちゃんとじゃ不満なの？　いつも褒めてるのに」

　おそらく俺がってことじゃなく、誰が相手でも反対なのだろう。この場合。

　それにエドワードは一度娘を失っているわけだから、もう手放したくないというのが父親の心情というものなのだろう。
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「パーパ。お兄ちゃんとの結婚を認めてくんないなら、私、ファウゼルおじさんと結婚するから」

「なっ……！」

　カエデの爆弾発言に絶句するエドワード。

　ファウゼルが実家に帰省しているタイミングでよかった。あいつもカエデのことは、実の娘のように思っているみたいだったし、卒倒しかねない。

　それにしても、ルキアといいカエデといい、なぜちょっと過激な条件を持ち出してくるんだ。まあ、ファウゼルは年齢こそ離れているが、けっこういい男だし貴族なのだから、別におかしいことではないのかもしれないけれど……。

「だっ、ダメ！　ファウゼルだけは絶対にダメです！」

　エドワード的にはファウゼルは俺よりも相手としてはダメらしい。

「じゃあ、お兄ちゃんとの結婚、認めてくれる？」

　小首を傾かしげて可愛かわいらしくお願いするカエデ。

　エドワードは冷や汗を額に浮かべた困り顔で、俺とカエデの顔を交互に見た。

「うう……」

　そして項垂うなだれ、力なくソッと指でＯＫマークを出したのだった。

　かわいそうな感じもするが、ルキアと比べればカエデと結婚というのは、抵抗感が薄い。

　……俺もだいぶ感覚がおかしくなってきているな。




　そんなこんなで結婚式の準備はあっという間に進んだ。

　そもそも、それほど呼ぶ人もいないし、時間がかかる準備はそれこそ花嫁衣装ぐらいのものだったのだ。

　来賓は俺とルキアの父親であるオットー・ハスクバーナと、ディー侯こう爵しやくとフィオーナさんだけ。あとは島の人間だけのささやかな宴うたげである。




　そして、よく晴れた冬の日、俺と花嫁たちの結婚式は執り行われた。

　コロモが特注した純白の衣装をまとった花嫁たちは息を呑のむほど美しく、前世では結婚どころか女性と話す経験すら少なかった俺が……と、感無量だ。

　披露宴では、俺の横にはアビスが座り、反対側にルキアが座った。

　最初はルキアではなくユーリが隣という話だったのだが、ルキアがそれに物申して来たため、出会った順で座るということにしたのだ。その結果、ユーリはサラよりも後となったのだが、サラはサラで気を遣ってユーリに席を譲っていたりする。

　まあ、正直、席順なんてどうでもいいのだ。どうせ、宴が始まれば飲めや歌えやの騒ぎになるに決まっているのだから。

　今回は、お酒も大量に用意したし、料理も食べきれないほどある。

　せっかくの宴うたげだ。楽しんでもらえたらいい。

　式そのものに関しては、宴で人を呼ぶ前に現役神官である親父おやじに頼んで済ませてある。

　ファーレー教の結婚式だと、結婚を報告する神が主神ファーレーだったりするので、そこはボンヤリとただ「神」と変更してもらった。

　あえて言うのならば、俺が結婚を報告したい神はアラミラ神だろうか。俺は、アラミラの祝福のおかげで、生き延びることができて、今こうしてみんなと結ばれることができたのだから。

　いやまあ、そもそもアラミラの祝福を授かっていたせいで、無人島送りにされたという説もあるけれど……それはそれだ。

　今となっては、これも良い経験だったような気すらしてくるから、我ながら気楽な性格をしていると思う。やはり、人生が二度目だから達観した部分があるのかもしれない。一度死んだことがある人間特有のものかも。

　披露宴では、予想通り飲めや歌えやの大騒ぎとなった。

　この島で、このようなちゃんとしためでたい席というのが初めてだからかもしれない。祭もないし、みんな口に出せない閉へい塞そく感かんを抱いていたのかも。

　ディー侯こう爵しやくとフィオーナさんを呼ぶかどうかは迷った。これからフィオーナさんとの結婚が控えているのに、その前に別の女性との結婚式をやり、あまつさえ、それに招待するというのはどうなのかと。だが、気にする必要はないから呼んで欲しいというディー侯爵の希望もあり、結局招いたのだった。

　宴は夜通し続き、朝の光と共にお開きとなった。

　俺は能力を使って、親父を家に帰した。ディー侯爵とフィオーナさんは、うちの船で国へと送り届けた。他のみなも、日常の中へ帰っていく。

　さて、結婚式が終わったら、俺にはより大きなイベントが──

「さてさて兄さん、わかってますよね？　順番は『出会った順』でいいんでしょ？」

「ルーお姉様、自重なさってくださいね。いきなり兄妹きようだいでなんて、背徳的にもほどがありますわよ」

「だから血の繋つながりはないって言ってるでしょうが！　むしろ、最初は気心が知れた者同士のほうがいいのよ？」

　ルキアとユーリがなにを言い合っているかといえば……まあ、そういうことだ。

　つまり、初夜である。

　妙にノリノリなルキアが我が妹ながら恐ろしいが、俺は前世と今世通して女性経験はない。それがいきなり何人もの嫁さんとの初夜である。実は、披露宴の段階ですでに緊張し始めていたのだ。

　俺とみんなとの距離感は、まだ嫁というより仲の良い女の子といったレベルのもので、ルキアやカエデに関してはほぼ完全に妹のように接していたのだから。

　それが、いきなり男と女の距離へと縮まるイベント……。

　根が小心者の俺には、なかなかハードルが高い。

　だが、今更臆するつもりもない。それに……そういうことに興味がないわけじゃないし。

「順番はアビスが最初だよ。最初にそう言ってあっただろ」

　アビスとそういうことをするのが可能なのかどうかは、いまいちわからない。彼女は人造人間レプリカントだ。服を脱いだ姿はお風呂の時などに、何度も見ているが外観は角以外人間と変わらない。だが、いわゆる生殖能力があるかどうかは不明だ。

　だけど、今更それは関係ないのだ。気持ちさえ通じ合えれば。

「……んまー、アビスさんが最初なのは私も異論ありませんけど。でも、二番目は譲れませんからね！」

「お姉様は我わが儘ままなんだか思慮深いんだかよくわかりませんね」

「あ、悪いけど二番目はユーリね」

「は？　兄さんなんて言いました？」

「カイ様っ！」

　ユーリは披露宴の席順の件でも、ルキアに折れているのだ。

　そもそも、これから国としてやっていくのに、元王女であるユーリの肩に掛かってくる比重は大きい。対外的には、ユーリが正妻であるとすべきぐらいだ。

　まあ、誰が正妻で誰が側室で──とかは特に考えていないけれど、国としてやっていくなら全員同じようにという風にはいくまい。

　……と、俺なりの理屈があるのだが、そんなものを斟しん酌しやくするようなルキアではなかった。

「ちょちょちょちょ、ちょっと。カエデちゃんや、サラさんならまだしも、ユーリが私より先ってのは看過できませんよ？　そしたら私、一生そのことを悔やみ苦しみ生きることになるんですよ？　わかってます？　兄さん？」

　こえーよ。ユーリにどんな対抗意識持ってんだ。

「ふーむ、これは困りましたね。……あっ、私良い解決方法を思いつきました。私とルーお姉様はいっしょにすればいいんですよ」

　手をぽんと叩たたいて、妖よう艶えんに笑うユーリ。

　こえーよ。それ、解決方法？　ほんとに？

「い、いっしょに……？　う、うぐぐ……先を取られるよりは、そのほうがマシか……」

「私もお姉様がいっしょなら心強いですわ」

「……いや、俺の意見も聞こうな？　いっしょって、つまり二人同時ってことだろ。俺だって初心者だぞ、さすがに無理じゃない？」

「私も初めてですし……やっぱり少し怖いですから……。ルーお姉様もいっしょなら心強いですわ。……最初はすごく痛いって……お母様も言っておりましたし」

「確かにマリエラさんが昨日そう脅かしてきたけど……それって本当のことだったの？　うち、母親がいなかったし、寄宿舎じゃ経験ある子なんかいなかったから、知識ないのよ」

「本当のこと……みたいですわよ。痛くて泣いちゃう子もいるとか……」

「ひぇ……」

「…………俺の目の前でそういう話するのやめてくんない？」

　まったく、ユーリもルキアが来てから妙に自然体になったというか、肩の力が抜けたというか……。まあ、良いことなのだろうけど。

「じゃあ、二人いっしょでもいいから、残りの子たちにも声掛けといて。あと、別に無理して部屋に来る必要もないから、それも伝えておいて欲しい。やはり、こういうのはじっくり時間を掛けたほうが──」

「カイ様！　それはダメですわよ。閨ねや事ごとは王としての責務だとお思いなさいませ」

　ついヘタレな意見を言ってしまったのだが、ユーリに諭されてしまった。

　こうなったら、もう前向きに考えることにしよう。




　そして、その日の夜。アビスが大人の姿で部屋にやってきた。

　俺はめちゃくちゃに緊張していたのだが、アビスはいたっていつも通りだ。

「……マスタ、今日はよろしくお願いします」

　ベッドの前に立って、頭を下げるアビス。

「あ、あのさ。いちおう聞いておくけど、アビスってそういう知識はあるの？」

　元々が戦闘用のアンドロイドだからか、彼女は知識に偏りがある。意外なことを知っていることもあれば、誰でも知っているようなことを知らなかったりする。

「経験はないけど、知識はあるよ。マスタ、手を出してこないから、そういうこと興味ないのかと思ってた」

　キョトンとした顔で、そんなことを言うアビス。

　いや、実際のところ手を出したかったことなんて、何度でもあったんですけど……。

「それに、さっき妹ちゃんとも話したけど、そういう機能もあるから、マスタ、安心して」

「機能あるんだ……」

「うん。私は人間である『アビス』のレプリカントだから、基本的な作りは人と変わらないんだよ。体を構成している物質の違いと、この髪と角だけがレプリカントの証あかしだから」

　アビスは体温もあるし、肌も柔らかい。表情だってちゃんとあるし、食べたり飲んだりもできる。つまり、人間と変わらないのだ。

「……でも、子どもはできないと思う。ごめんね、マスタ」

「あやまる必要なんてないよ、アビス」

　正直、まだ自分の子どもというのは、全然想像ができないというのもある。

　それでも、前世の分も入れれば三〇歳超えてるわけだから、そういう行為をすれば子どもができて、育てていくんだなという未来図は見えているわけだが、これが正真正銘の十五歳だったら、絶対に「子どもが子どもを作る」みたいな状態になってると思う。

　精神的に大人なユーリなんかはともかく、ルキアなんか、絶対にわかってないぞ。

「……それで、マスタ。──どっちの姿がいい？」

　わざわざ初めて会った時と同じ少女の姿に戻るアビス。

　俺がどちらの姿の彼女を抱いたのかは、秘密だ。




　次の日は、ユーリとルキアが二人でやってきた。

　案の定、これはどっちが先だの後だのとうるさかったが、最終的には二人とも大人しくなった。これでルキアも、どっちが先だの後だの言い出すこともないだろう。

　その次の日はサラが相手だったのだが、サラは途中で感極まって泣き出し強く抱きしめてきたりして、俺まで変な気持ちになってしまった。感情が高ぶっていたからか、それとも前の二日で経験を積んで慣れてきたからか、その……とても良かったです。

　カエデは一人だと怖いからと、レンと二人でやってきた。おそらく、ユーリとルキアが「いっしょに」だったのを聞いたのだろう。俺としては、レンが来たのは想定外だったが、横で手でも握って励ます係かなにかだろう……そんな風に考えていたのだが……レンも最初は本当に付き添いのつもりだったらしいのだが、見ているうちに、すっかりその気になってしまったとかで……。まあ、レンは娘であり戦士君なので、ノーカンとしよう。

　次の日にやってきたのはリーベルだった。リーベルは種族が違うのだが、そこは問題がないと、翼よく人じんの女性たちが教えてくれた。神殿に拉致されていた翼人女性たちは、俺たちが助けなければ性奴隷として売られるところだったのだから、本当のことなのだろう。そして、実際なんとかなった。

　その後はローザ、マリエラと続き、それからまたアビスに戻り、それが毎夜続いた。

　そして──結局、冬の間中そのローテーションは続けられたのだった。




　春が来て、俺のディー侯こう爵しや家くけへの婿むこ入りの時が来た。

　ほとんどが形式上のものだが、侯爵家との関係ができるのは、新興国家である俺たちにとっては、非常に大きなことだった。

　まあ、すでに交易では多大な便宜を図ってもらっているが、これからはさらに助けてもらう場面は増えることだろう。

　婿むこ入りには、想像していたよりも大きな披露宴が開かれた。

　俺のようなどこの馬の骨か知れない者が新郎では披露宴をやらない可能性も考えたが、そんなことには元々こだわらないのが貴族社会らしい。

　大事なのは「跡取り娘が結婚する」こと。そして「跡取りの娘ができる」ことの二点。

　旦那が誰かなど、実際誰も気にしておらず、俺も披露宴の最中はほとんど食べて飲んで、時々話しかけられれば適当に応答して──と、気楽に過ごすことができた。

　披露宴に来ていたのは当然貴族が多かったから（遠方の貴族はほとんどいなかったらしいが）、少しは島の宣伝をすることもできた。

　そして、初夜。

　ほとんど話したことがないフィオーナさんが相手で少し緊張したが、冬の間に経験を積みまくった俺に不手際はなかった。

　フィオーナさんも緊張していたようだったが、最後にはかなり打ち解けることができたと思う。十五歳かそこらの小僧がスムーズに事に及ぶのが意外だったのか、「慣れていらっしゃいますのね」と言われてしまった。……悪い意味ではないと受け取っておこう。

　フィオーナさんの部屋に「出口の杭くい」を一つ打ち込み、彼女が妊娠するまで最低でも週に一度は通うことになった。通い夫である。

　とにかく、こうして俺は九人の妻を持つ夫になったのだった。

　前世の俺に言っても絶対に信じないだろうな、こんなの……。





　　　　◇◆◆◆◇






　結婚式後のあれこれも片付き、俺はみなを招集した。

　ディー侯こう爵しや家くけと婚姻による繋つながりができ、島の運営をいよいよ本格化する時期が来た。

　今のところは、ディー侯爵の伝つ手てでミカンやその他の産物を取引している段階。つまり、俺の能力を使ってディー侯爵と個人的なやりとりをしているのに近い。

　国という単位での仕事という規模ではないというか……。まあ、今はまだ人口が少ないからそれでも問題ないのだが、これではすぐ行き詰まるのが見えている。俺抜きでも産業が動く状態に持っていかなければ、国の運営とは言えないだろう。

　だが、それをどのように興していくか、そこが難しいところだった。商人を招致することも考えたが、現段階では島にはこれといって産業がないのだ。

　商人よりも先に、むしろ開拓民を入れることが先決で、そうなると単純に農業──第一次産業が主体の島ということになる。特産品であるミカンは確かに高額で売れるが、本当に「ミカン島」にするのが正解なのか、判断が難しいところなのだ。

　そんな中、先日のフィオーナさんとの結婚式でのこと。貴族たちとの歓談から思わぬヒントを貰もらった。前にカエデの多脚ロボットである「マンティス号」を見た時も思ってはいたことだが、貴族たちに島のことを話すと、みな口を揃そろえて「それは一度行ってみたいですなぁ」などと言っていたのだ（社交辞令かもしれないが）。

「この島の基幹産業は『観光』とする。つまり、島のリゾート化だな」

　俺はみんなの前でそう宣言した。

　まだ、この世界にはリゾートの概念はほとんどないだろう。

　島は冬は寒いが、夏は温暖で海で遊ぶのも楽しいし、デカい港もあるし、ランドマークタワーである灯台もある。あとは、ホテルと大浴場を追加で作れば十分イケるだろう。

「あの……リゾート化ってなんですの、カイ様」

　ユーリが何を言っているのかわからないという顔で手を挙げる。

　他のみんなも、頭にハテナマークを浮かべている。

「行楽地ってことだよ。安全で楽しく健康的な国。世界中の金持ちが行楽のために訪れる国……。マスコットキャラの戦士君もいるし……これは案外悪くないんじゃないか？」

　この島が他国と張り合えるほどの収益を得る手段はそう多くない。

　だが、リゾート地という案は悪くないような気がする。ただの思いつきに近いが、俺が持っている前世の知識も生かせるだろう。

「行楽……？　というと、えっと……ピクニックみたいな……？」

　ずいぶん可愛かわいらしい例えだ。ピクニックって単語、すごく久しぶりに聞いたな。

「それをもっと大おお袈げ裟さにしたものだね」

「大袈裟なピクニック……？」

　首を傾かしげるユーリ。そんなにわかりにくいだろうか。

　みんなにも訊きいてみたが、どうやら行楽という概念自体がほとんどないらしい。

　つまり、俺が当たり前なことと思っている「休暇にどっか行って遊ぶ」という概念自体がほとんどないのだ。まあ、王族だったユーリは普通に忙しかったんだろうし、元貴族のエドワードやファウゼルも、どちらかというと戦いや訓練、あとは家庭のことなんかで、精一杯だったのかもしれない。

　近衛このえ隊員も、いいとこの出ではあるが、基本的に遊びは子どものころの駆けっこくらいが精々だったようだ。翼よく人じんたちも似たようなものだ。

「ようするに、遊びだよ。この島まで、金持ち……いや、金持ちじゃなくたっていい。ある程度、お金を出せば遊びに来れる。そういう場所にしたいんだよ」

「遊び……ですか」

　まあ、厳密には遊びに限らないが……。とにかく行楽地だ。

　周りになんにもない孤島をバカンス地にしようというのである。

「なによユーリ。兄さんの考えになにか意見があるの？」

　奥歯に物が挟まったような反応を示すユーリに、ルキアが突っ掛かる。

「いえ……ちょっと想像ができなくて。ルーお姉様はカイ様の言っていること、わかるんですの？」

「当然！　二人で過ごしてきた時間の差というやつね」

　フフンと胸を反らすルキア。

　そりゃ、妹なんだから当然だ。十二年間いっしょだったんだし。それに、俺の提案で家族で「行楽」に行くこともけっこう多かったから、感覚的にわかるのかもしれない。

　まあ、子どものころだったから、それこそ本当にピクニックとか、花見とかだったけど。

「ただ、ユーリやエドワードさんに理解できないとなると……ちょっと難航するかもしれないな。船に乗らなきゃ来られない時点で、金持ち向けというのは確定してるんだし」

　いい案だと思うんだがなぁ。

　この島で開拓を頑張っても限度がある。それなら、耕作は自分たちと観光客が食べる分だけに限定してしまって、観光を売りにしたほうが島としては安定するだろう。

　常夏の島ではないから、夏はビーチリゾート。冬は温泉（厳密には温泉ではないが）をメインにしてもいい。

　そうすれば、仕事があるってんで人も呼べる。人口が増えれば、それもまた一つの神殿に対する抑止力になる。

　世界中の金持ちが利用する場所になれば、神殿も攻撃できなくなる。

　海も山もあるからアクティビティもＯＫ。翼よく人じんたちによる、空中散歩もできる。

　カジノを作ってもいいし、景色の良い場所に散策路を作ってもいい、なにかお土産になるようなものを作って販売するのもいい……なんてことを説明した。

「要するに、金持ちが羽を伸ばして寛くつろぐための場所を提供するということかい？」

　理解を示したのはエドワードだった。

「あ、そう！　そういう認識です」

「なるほど、確かに貴族や王族などには暇を持て余している者も多い。さすがに、ファウゼルのように家を飛び出す者は少数だが、話を聞くほどに悪くないような気がしてきたよ」

「ああ、女の貴族なんかは、家に閉じ込められて鬱屈してんのが多いからな。ゆっくり羽を伸ばしたり、安全に遊べるなら来る奴やつは多いかもしれねぇ」

　エドワードとファウゼルには、なんとなく理解できたらしい。

「まあ、実際にいろいろ試しながらでもいいと思います。ただ、メインの産業は考えておかないと、本当に強い国はできないでしょう。僕のほうでも、もう少し考えてみます」

　強い国とは、武力もそうだが、経済も同じくらい大事だ。

　この島がこの世界で、ある一定の立ち位置を確立するには、ライバルが大量にいる一次産業にこだわったら負けなのである。

　……まあ、観光地は廃れた時に一瞬で終わる側面もあるから、一概には言えないけれど。




　さっそく翌日から、島の観光地化へと動き出した。

　島全体の整備をすることは当然だが、どこに何を配置するのかを決定しなければ始まらない。島は広くはないが、かといって狭いわけでもない。

　アスファルトの道路と自動車があるなら、島のどこに観光スポットやら宿やらを配置しても問題ないが、この島での主な移動手段は馬車だ。

　移動距離が長くなりすぎないように考えて観光地化を進めなければならない。

　あるいは、高速な移動手段を考えるか──だが、自動車はいろんな意味でハードルが高い。自動車並のスピードを出すなら、道路とタイヤとサスペンションの三拍子が揃そろってないと、乗り心地が悪いだろう。そもそも、エンジンが作れないから無意味な仮定だが。

　ただ、馬車だって道路とサスペンションが良ければ乗り心地は良くなる。

　いずれにせよ、馬車では限界はある。観光地化するなら、距離感覚のことは頭に入れていたほうが良いだろう。

　みんなに相談しながら、ホテルの場所を選定する。

　本当は砂浜の近くがいいのだろうが、海水浴に適したビーチは島の北側にしかない。北側はまだ開拓がほとんど進んでいないので、あっちにホテルを作るといろいろ難しい。

　いずれはあっちも開拓するにせよ、とりあえずは南側で作る。

　海が見える高台を削ってロケーションの良いヴィラタイプの部屋を貴族向けに何部屋か用意すればいいだろう。いきなり部屋数だけ増やしても、スタッフの教育もこれからで、人が足りないのは目に見えているからだ。

　問題は料理人だが、これに関してはどこからかスカウトしてくるしかない。

　まさかサラにやらせるわけにはいかないし、近衛このえ隊も近衛隊としての仕事がある。

　まだ新規で島民を募っているわけではないので、空いている人材がいないのだ。ディー侯こう爵しやくの伝つ手てで、これからどんどん増やしていくつもりではあるけれど。




　とりあえずノームさんたちと戦士君たちで、ヴィラの建築をスタートしてもらう。

「じゃあ、頼んだよ」

「おう」「おう」「おう」「おう」

「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」

　俺がイメージ図を描き、まずは地盤作りから。

　本当はちゃんとした現場監督が必要なのかもしれないが、多少失敗してもトライ＆エラーで問題ない。差し迫った期限があるというわけでもないのだ。

　実際のところ、ホテルのことなんてほとんどわからないのだから、最初は失敗しながら経験を積んでいく他ない。建物もそうだし、立地もそう。接客などその最たるものだろう。

　海が見えるように崖を削って作るから、少し時間が掛かるだろうということで、俺はその間に別のことをすることにした。

　中断していた「遺跡」の探索である。

　遺跡は島の北側、森林で覆われた山の麓にポッカリと口を開けた洞窟で、内部は完全に人工物。アビスがこの島で目覚めたのも、その遺跡の中であったのだそうだ。千年以上前の文明のものであるのは間違いない。

　前回探索した時は、アビスの替えの服と、アビスとは別の種類のレプリカントであるセレスティアルの精巧な人形を見つけるにとどまった。

　まだ奥に通路があったが、土砂で埋まっていて手出しできなかったのだ。

「じゃあメンバーは……ほとんどフルメンバーだな」

　遺跡にはみな興味があるようで積極的に参加したがった。特に男たちはその傾向が顕著だ。エドワードとファウゼルなど、絶対に参加すると張り切っている。

　古い遺跡だし不慮の事態もあるかもだから、何人かは残し、メンバーを選定。

　俺、レン、エドワード、ファウゼル、カエデ、マリエラ。当時を知っている人間ということで、アーサーとステイシーとセレスにも同行して貰もらうことにした。

　セレスことレプリカント・セレスティアルはアビスと同じ人造人間レプリカントで、アビスと違い記憶がかなりハッキリしているから、遺跡を見てわかることが多いだろう。

　セレスはビーエといっしょに暮らしているので、借りに行ったのだが、ビーエは遺跡には興味がないようで、参加を辞退。まあ、遺跡にロマンを感じるかは人それぞれだ。

　ルキアは案の定参加したがったが、どうしても能力的に必要なカエデや、好奇心が強く放っておけば勝手に探索を始めてしまいそうなマリエラとは違うので、置いていく。

　出発しようかと思ってたところで、アビスに声をかけられた。

「……マスタ。私もいっしょに行く」

「でもアビス」

　あの場所に行くとアビスは具合が悪くなるのだ。最初に行った時は倒れてしまったぐらいだ。だから、今回もメンバーからは外していたのだが──

「マスタ、私……自分のことが知りたい。千年前のこと……どうして自分があの場所にいたのか。どうして他の仲間は一人もいないのか……知りたいの。だから、お願い」

　アビスの瞳に強い決意が滲にじむ。

　俺は前にセレスティアルに「レプリカント」のことを聞いたことがある。

　彼女が言うには、「レプリカント・アビス」はアンドロイドの中では最初に作られたもので、最盛期にはそれこそ千体はいたのだという。だが、うちのアビスのように「少女」の姿でいるのは見たことがなく、記憶がないというのも解せない──レプリカントは記憶を失わない──のだという。

　アビスはかつて自分のことを「最後のアビス」だと言った。

　だが、自分がなぜ「最後」のアビスなのかは記憶がなく、ただ漠然とそういう認識だけがあるのだと教えてくれた。

　彼女にはなぜ記憶がないのか。ただ単に「最初から記憶が存在しない」のか、それとも「記憶喪失」なのか。あの場所に行けば何らかのヒントがある。そういうことなのだろう。

　だが俺は、また体調を崩したらと思うと俺は素直にうなずくことができなかった。

「私、この島にマスタが来るまで……死んだみたいに生きてた。自分がなんでこの場所にいるのかもわからないのに、外に出ることもできずに……。でも、今は違う。マスタがいて、みんながいて、やりたいこともできて」

「アビス……」

「私、マスタのことが好き。私のこと、怖がらないでいてくれるみんなのことも好き。ずっと、いっしょにいたい。……だから……そのためには、私はもっとちゃんと自分自身のことに向き合わなきゃダメなんだと思う。マスタはそのままの私を愛してくれるけど……、私それに甘えてた。だから──」

　アビスがこんなに自分の気持ちを話すのは初めてかもしれない。

　出会ったころのアビスは表情も乏しく、アンドロイド然としたものだったが、今ここにいるのは、自分のルーツに向き合おうとする人間そのものだ。

「……わかったよ。アビスもいっしょに行こう。でも具合が悪くなったら言うんだぞ」

「うん。ありがと、マスタ」

　ホッと表情を和らげるアビス。

　あの辺りは「魔力の感じが気持ち悪い」らしいから、その謎も含めて解明できればいいのだが……無理のない範囲で見てみよう。




　遺跡の入り口に到着。アビスはああ言ったが、俺は心配だった。前来た時にアビスは入り口付近で倒れてしまったのだ。今のところ倒れてはいないが──

「アビス、大丈夫か？」

「……うん。平気。行こう」

　少し無理をしている感があるが、今はその言葉を信じよう。

「セレスはなんともないのか？」

「え？　私はなんともないけど……。どうして、気分が悪くなるのかしら。確かに魔力の色が安定してなくて気持ち悪いけど、体調崩すほどでもないし」

　同じレプリカントであるセレスは問題ないらしい。となると、アビス個人の問題ということなのだろうか。いずれにせよ、様子を見ながら先に進むことにする。

　一度開拓村に入り、シエルから光の精霊ウィル・Ｏ・ウィスプを借りて遺跡内部へ。

　前回は魔法使いの炎を照明にしていたから、細部が見えにくかったが、やはり純粋な光があると、細部までよく見える。

　セレスティアル・モックを見つけた部屋まで到着。

　何人かは前に訪れた場所だから特になにもないが、マリエラは大興奮であっちこっちを見ているし、アーサーとステイシーも、懐かしい質感だと感じ入っていた。

　とりあえず、千年前の遺跡なのは間違いないだろう。

「アビス、どうだ？」

「……少し胸が苦しいけど……平気」

　胸のあたりを押さえ、少し苦しそうなアビス。

　六〇年くらい前、この部屋で彼女は目覚めたのだという。ただ、なぜ自分がここで寝ていたのか、起きる前に何をしていたのかは思い出せないらしい。

「カイ君、それであの土砂を退どけるのか？　下手に取り除くと全体が崩れるかも」

「ええ、大丈夫。考えがあります」

　土砂は通路を埋める形で崩れてきている。要するにこれを退けて人間が通れるようにすればいいのだが、下手に取り除くと次から次へと雪な崩だれ込んでくる可能性があり、危険だ。

「カエデ、この土砂をできる範囲まででいいから命を与えて」

「はーい」

　彼女には事前に話してあったからスムーズだ。

　奥からガーディアン的な何かが出てきてもいいよう、レンには臨戦態勢を取らせておく。

「じゃあ、いくよ『仮かり初そめの命』！」

　カエデの左胸の聖印が輝き、土砂、そして山そのものに命が注がれる。

「ヴォヴォヴォヴォヴォ……」

　どこからともなく重低音の声が聞こえる……。室内に反響してちょっと怖い。

「どうだ？　どのくらいの範囲で術が掛かった？」

「えっとー、この土砂から山のてっぺんまで？　山全部は無理だったけど、これなら上から崩れてこないと思う」

「マジでか……。すごいよカエデ」

「えっへっへ。私はなにげに起きてる間、ほとんどずっと術を使いまくってるからね。自分のことながら、かなり成長しました！」

　いや、山に命を与えられるとかチートもいいとこだからね。山を動かすことも可能ってことだよ。ダイダラボッチ並だわ。

　カエデの能力は、俺の力のような汎用力がない代わりに、一点に飛び抜けているな……。

「じゃあとりあえず、この土砂を押し上げて、通路に戻した状態で固定できる？」

「やってみるね～」

　軽く引き受けたカエデが、土砂に話しかけると、魔法のように土砂が動き小石一つない通路が顔を出した。

　通路の奥に光を送り込み照らすが、とりあえずガーディアンが出てくる気配はない。

「じゃあ、ちょっと土木工事するぞ」

　俺は開拓村から木材を出し、戦士君たちに筏いかだを組ませ通路を補強する。万が一、この先でカエデが気絶などして術が解けた時の為ための対策だ。

　どうやら、通路の一部が崩落していただけのようで、先のほうは無事だったので、俺たちは奥に進んだ。

　通路を歩いていくと右手に大きく重そうな扉が現れた。通路はまだ先に続いている。

　扉にはよくわからないマークが描かれている。

「どうする？　先に扉のほう調べてみるか？」

「……待ちたまえ、おそらくそこは『魔力安定化装置室』だ」

　アーサーが言う。

「そうね、その印があるってことは安定化装置が中に……たぶん壊れてるけど。もしかすると、ここの魔力が変なのって、この部屋のせいかもしれない」

　セレスティアルが引き継ぐ。どうやら、扉に描かれたマークは、魔力安定化装置が置かれていることを示すものらしい。

「魔力安定化装置って、誰でも魔法を使えるようになる為の装置でしたっけ？」

　かつて──ファーレー教の前身となったテロ組織アラドーロが世界中の安定化装置を破壊し尽くして、この世界は元々魔法の才能のある者──現在の貴族──だけが魔法を操ることができるようになったのだ。

　エドワードに前に教えてもらったが、魔力の元となる魔素とはどこにでもある物質だが、場所によって色が違う為、先天的にその色に合わせられる人間だけしか魔法が使えないらしい。安定化装置は、その魔素の色を誰にでも扱えるものに変換する機械なのだとか。

　それゆえ前文明は魔法に頼り切りだった為、テロによって事実上滅んだのだ。

「開けると危ないのかな」

「いや……魔素はこんな扉なんか簡単にすり抜けるはずだ。いまさら、危険なんてねぇと思うが……。今はカエデちゃんも、マリエラ嬢もいるからな」

　ファウゼルが意外と紳士なところを見せるが、

「よし。俺が見てくるよ」

「ちょ、ちょっとダメですよ。こういうのはわたくしちゃんに任せてください」

　扉に手を掛けた俺をレンが止める。

「わたくしちゃんは無敵ですから。たとえ深刻なダメージを負っても戦士君と同じように種に戻るだけなんで。危ない場面では、積極的に使ってください」

「あ、私も不老不死みたいなものだし、私が行ってもいいわよ？」

　ステイシーまで手を挙げるが、とにかく扉を開けて内部を確認しないことには始まらない。レンとステイシー以外を一度避難させた。

「じゃあ、レンが扉を開いてくれ。慎重に……少しずつな。ステイシーさんは、魔力に異常かなにかが起きた時はすぐに言ってください」

　正直、どういう危険があるのか想像もできない。放射線のように見えない物質が飛んでいて知らずに被ひ曝ばくしている可能性だってある。

　元々、この島は禁忌の島であり、漁民たちは近づくことさえ躊躇ためらったという。だとすると、なんらかの危険があったとしても不思議ではない。

　だが、この島を観光地とするのならば、避けては通れないだろう。

　レンがガチャンと重厚な作りのレバーを下ろし、分厚い扉を開く。

　幸い扉に鍵は掛かっていなかったようで、ギギギと軋きしむような音と共に扉が開いていく。

「……特に異常ありませんね」

「魔力のほうは……うん、やっぱりここが原因でおかしくなっているみたいね」

　扉の奥は広い空間だった。その先はデッキになっているようで、デッキの向こう側になにか巨大な機械があるのが見えた。

「……ちょっと、青白く光ってませんか？」

　機械は機能停止しているだろうに、しかし暗闇の中で何かが発光しているのだ。

　とりあえず、光の精霊を内部に入れて照らしていく。

「こりゃスゴイ」

「あー……。こんな大きいのは初めて見るわね。ていうか、これ壊れてないんじゃない？」

　中にあったのは、全長二〇メートルほどもある巨大な円柱状の装置だった。

　ステイシーが言うには、これが魔力安定化装置で、しかしこれだけ巨大なものはアラドーロが真っ先に破壊し、現存するものなどないはずなのだとか。

　とりあえず目に見える危険はないので、ひとまず当時を知っているアーサーとセレスティアルを呼ぶ。

「……マスタ、私も行く」

　胸を押さえ、今も苦しそうなアビスが、それでも壁にもたれるようにして歩いてくる。

「お、おい。無理しなくても──」

「ううん。この先に何かがある。私の記憶から消えている何かが……そんな気がするの」

「アビス……」

　俺はアビスに肩を貸して、安定化装置がある部屋に移動した。

「……ここ。なんだろう……見たことがある気がする……知らないはずなのに……」

　フラフラと力なく辺りを見回すアビス。

「そりゃ見たことあるはずよ。ここ、多分だけどレプリカントの研究施設よ。あなた、ここで生まれたんじゃない？」

「セレス、わかるのか？」

「元々ここって孤島なんでしょう？　それなのにこれほど立派な安定化装置があるのなんて『人造魔法使い』の研究所しか考えられないわ。正しく魔法が使えるかどうか『安定化』を切ったり、特殊な魔素環境でも対応できるか調整する必要があるから」

　なるほど。アビスたちの時代には、世界中に大型の「魔力安定化装置」があり、誰でも魔法が使えたわけだ。その環境で人造人間レプリカントが魔法を使えたとしても「人造魔法使い」にはならないというわけだ。

「私たちの角には、これの極々小さい装置が入ってるのよ。魔力を最大限に扱えるように調整されたやつがね。元々は、単純に魔力増強の意味が強かったみたいだけど」

　セレスが言うには、彼女たちが作られたのはアラドーロによるテロが始まる前のことだったらしい。だから、角に安定化装置が入っているのはあくまで、さらなる魔素効率向上の為ためだったのだとか。

「それが、テロ組織と戦争になったら私たちが唯一魔法で対抗できる戦力だったわけじゃない？　まあ、おかげで悪魔にされちゃったわけだけど」

　やれやれと肩をすくめるセレス。

「悪魔……？　ファーレー教の悪魔ってやっぱりレプリカントのことだったのか？」

「今更でしょ？　白い髪に角を生やした悪魔の軍勢。アラドーラに対抗できたのって、私たちだけだったからね。その様子を面白可お笑かしく神話にしたのがアレだから」

　アレと言われ、前にファーレー教の大聖堂で見たステンドグラスの宗教画を思い出す。

「それにしても、セレスはそのファーレー教のビーエに付き従っているけど、別にファーレー教に傾倒してるってわけでもないんだな」

「そりゃそうでしょ。私はただのレプリカントだもの。マスターの命を受けて働くだけよ。まあ今はこの首輪のせいで、何の力もないけどね」

　セレスの強大な力を抑えるため、彼女には「奴隷の首輪」を付けてある。首輪は、隷属の呪文を唱えなければただの魔封じの首輪なので彼女の行動を制約するのに丁度良かったのだ。いずれは外してやりたいが、今はまだダメだ。

「おーい、カイ君来てくれ。これ生きてるぞ！」

　周囲を調べていたアーサーから呼びかけられる。

　彼が見ていたデッキの中程にコンソールボックスがあり、そのディスプレイには電気が来ていた。いや、電気ではなく魔力で動いているのかもしれないが。

　他のみんなはディスプレイなど見たことがないようで首を傾かしげているが、俺は前世で何度も見ていたから、理解できる。

　アーサーの時代にも普通にあったらしく、慣れた手つきでスイッチを入れる。

「これなんだが……魔力が来ているし、壊れてもいないみたいだ」

「千年以上前のものですよね？　それで動くってスゴイですね……」

「一番大切な設備だからね、当時の政府はこれには相当金をかけていたはずだよ。あと、完全に密閉されていたのも良かったのかもしれないね」

　そんなことを話しながら起動を待つと、しばらくしてディスプレイの中に少女の顔が浮かび上がった。パソコンのように文字の羅列が出るか、あるいはアイコンが並ぶのを想像していたからか、驚き変な声が出てしまった。

『おはようございます。一〇六二年ぶりの起動となります。マギ・スタビライザー・ナビゲーション・レプリカント「ホリー」です。あなたたちは、初めましてですね』

　スピーカーから明瞭な発音の音声が聞こえてくる。画面の中の少女がニッコリと微笑ほほえむ。

「ナビゲーション・レプリカントか。実用化したと、かつて──千年以上前だが新聞で読んだな。私も実物を見るのは初めてだ」

　アーサーが感心したような声を出す。

「君、このスタビライザーはまだ生きているのか？」

『もちろんです。現在は、所長の命令により三〇〇年の魔素暴走モードの後、魔素攪かく乱らんモードにてスタビライザーは運転中となります。現在、魔素攪かく乱らんモードに移行後七六二年と七ヶ月経過しております』
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　かつて、この島は人の住めない島だったと聞いた。

　この機械が暴走状態で動いていたから……そういうことなのだろうか。

「では、通常の安定化状態にもできる？」

『もちろん。魔素安定モードに変更いたしますか？』

「いや……ちょっと待って」

　俺は口を出した。安定状態にするということは、誰でも魔法が使える可能性がある状態にするということだ。それにしたところで、現状メリットがない。

「とりあえず、元々のモードのままで頼む」

『かしこまりました』

　マギ・スタビライザー──魔素安定化装置は、低い音を発しながら、淡い青色の光を発し続けている。安定化状態になると、どうなるのかは不明だが、あるいはこれを安定化状態にして観光の目玉に……なんてことも……いや、争いの元になるだけだろうな。

　すべての世界にこれがあった時代とは違うのだ。

「アーサーさん、とりあえずこいつはこのままにしておきましょう。素晴らしい過去からの遺産……ではありますが、僕らの手には余ります」

「う……むぅ、そうだね。確かに……今更、安定化装置が一つあったところで、どうにもならないものな……」

　俺たちは、レプリカント「ホリー」をもう一度休止状態にして、コンソールを離れた。

「ちょちょちょ、ちょっと！　今の何なの？　何なの？　そもそも、これって何なの？」

　いきなり現れた謎機械に大興奮のマリエラが、抱きつくように絡んでくる。

「また今度教えてやるから、勝手に変なとこ触るなよ。大暴走したら、全員死ぬぞ」

　マリエラを諫いさめて、部屋の中を探索する。機械の予備品などを入れていると思われる倉庫があり、さらに横に付属設備と思われる機械がいくつかおかれていた。

　俺たちが入ってきた扉から見て左側の壁に、おそらく制御室なのだろうがガラス張りの部屋が見える。

　全員で魔素安定化装置室から出て、カエデたちと合流後、通路の奥へと向かう。

　少し歩くとまた右側に扉があり、そこを開くと、やはりガラス張りの部屋だった。どうやら、制御室のようで、いくつもコンソールが並び、見たことがない機器も見えるが、それ以外には特に何もないようだ。

　もちろん、すべて千年以上前の遺物だ。かなり価値のあるものも含まれるだろうが、なんとなく触る気がせず、俺たちは部屋を出た。

「セレスの言うことが確かなら、研究室がどこかにあるはずだが……」

「制御室調べれば地図ぐらいあったかもだけど、しらみつぶしにすればわかるでしょ」

　まあ、確かにこんな山の中の施設だ。そう何部屋もあるとも思えない。

　そして、その予想が当たったのか、通路は行き止まり、先には扉が一つ。

「ここが最後の部屋ということか」

　ここも安定化装置室と同じような重厚な扉だった。

　開くと無菌スーツに着替える為ための部屋だったようで、壁にはロッカーが並び、天井にはシャワーのようなものが付けられ、先には次の間へと続く扉があった。

「……マスタ。ここ……覚えている気がする……。私、ずっと……ずっと前にここにいた」

　苦しげな様子は変わらないが、強い決意を秘めた瞳で、その先の部屋を見据えるアビス。

「行ってみよう」

　答えがあるのなら、この先にそれがあるのだろう。

　俺たちは、警戒を怠らず、その最後の扉を開いた。




　そこは広い部屋だった。

　部屋の左奥には、青白く輝く金属製のカプセルが二つ並び、その横には仰々しい機械が置かれている。右側はパーティションで区切られ、デスクといくつかのコンソールが並ぶ。

　そして、その最奥。

　重厚な机にうつ伏せになり息絶えた白骨死体が一つあった。

　この遺跡に来て、初めての人間がいた痕跡である。全員が避難したのかとも思っていたが、そういうわけでもなかったのか。

「う……。パ……パ」

　俺の横で呆ぼう然ぜんと白骨死体を見つめていたアビスが、思わずといった風に呟つぶやく。

「パパ？　パパって言ったのか？　アビス」

「……うう……マスタ、ごめん頭が変なの……ぐちゃぐちゃで……。なんでだろ……」

　額を押さえ、苦しそうに呻うめくアビス。

「ヤバそうなら、一度戻って──」

「……ううん。何か思い出せそうなの……、私、この場所……知ってる。この人のことも……。なぜかわからないけど……苦しくて、悲しくて……。お願い、マスタ」

　そんな風にお願いされたら無理に帰らせることなんてできない。

　今、アビスは自分自身のルーツを知る瀬戸際にいるのだ。

「この場所、やっぱり研究所ね。レプリカントを作る設備もあるし。私はアレから生まれた記憶ちゃんとあるからね。まさか、生き残った施設があったなんて……」

　セレスが左奥にあるカプセル状の設備を指さして言う。

　とすると、アビスもこの場所で生まれたと考えるのが妥当だろう。

「マイロード、これ。この方が死ぬ直前まで書いていたみたいですよ」

　レンが倒れ伏す白骨死体の下から、一冊のノートを引っ張り出す。

　この場所がどうして放棄されたのか。さっきのレプリカント「ホリー」が言っていた、「所長の命令で三〇〇年の間、魔素暴走モードで運転」の意味。

　すべてが繋つながるのだろうか。俺はページをめくった──




　○月×日

　レプリカント！　なんと素晴らしい技術だろう。

　私は娘を、アビスを生き返らせることに成功したのだ！




　○月×日

　精神の安定のための自我教育が強すぎたのか、アビスは私の娘というより、レプリカントとしての自我が強く出すぎているようだ。

　同じ細胞を使い組み上げようと、同一人物にはなり得ない。本質的には、別人なのだろう。

　だが、私にとってはそんなことはどうでもよかった。

　パパ、パパとアビスが呼びかけてくれるだけで。




　○月×日

　政府立ち会いの下、アビスの稼働テストは成功した。いや、大成功と言っていいだろう。

　さっそく潤沢な予算が下り、アビスは量産されることになった。

　私は改良という名の下に、量産型は「私の娘」としての部分を削除した。

　常に大人の姿で人間らしい機微は薄くなるよう調整した。

　これだけ美しいレプリカントだ。良からぬことに使いたがる者も出るだろう。

　娘の成長した姿のものを、そういう輩やからの下へ送り出すのは業腹だが、仕方がない。

　私の下にいるアビスだけが、最初で最後の本物のアビスなのだ。




　○月×日

　探させていた天才魔法才能者をついに発見し契約。レプリカント・セレスティアルの製作が始まった。

　私の娘も天才と呼ばれた魔法才能者だったが、セレスティアルはさらにその上を行く。

　これを量産化できれば、レプリカント・アビスはおのずと減産されていくだろう。




　○月×日

　セレスティアルの量産型に少し細工をした。

　アビスに対しての対抗心とプライドを付与。また、容姿も美しく、忠誠心は高く。量産型アビスにはない「人間味」も与えた。

　元になった人間のセレスティアルには、個人情報保護の為ために容姿を変えたと説明したが、自分よりも遥はるかに美しいレプリカントを見て、複雑そうな表情を浮かべていた。




　○月×日

　計算通り！

　レプリカント・アビスの生産中止が決まった。

　すべてのラインを新型へ切り替えるらしい。

　これでいずれ偽物のアビスはいなくなるだろう。アビスは娘ただ一人でいいのだ。

　もうすぐナビゲーション・レプリカントの研究も終わる。

　そしたら娘と長いバカンスを取ろう。




　俺はここまでを音読した。

　アビスは俯うつむき震えている、その表情はうかがえない。

　日記の書き手はレプリカントの研究者だったようだ。

　そして、彼が言う「娘」のレプリカが、アビスなのだろう。

　日記では、バカンスへ行くと書かれていたが、すぐに事態は急変していた。




　○月×日

　アラドーロとかいうテロ組織が、世界各地の大型スタビライザーを襲撃しているという報が入った。あれは、人類の宝だ。技術の粋と言ってもいい。

　エネルギー問題を完全に解決した夢の装置であるあれを、壊す？

　連中の目的はなんなのだろうか。理解ができない。




　○月×日

　ショッキングなニュースだ。ほぼすべてのスタビライザーが破壊されたらしい。

　スタビライザーなしでは動かない魔導機器がほとんどだ。世界は大混乱に陥っているらしい。

　連中にはまだこの場所は知られていないはずだが、どこに内通者がいるか疑わしい。連中にとっての目下最大の敵はレプリカントなのだと聞く。

　レプリカントを大量生産し、この場所を死守するという手もあるが、そうなったときにはすべてが遅いだろう。私は所長として、決断しなければならない。




　○月×日

　政府が落ちた。

　連中のやり方は狡こう猾かつで、そして周到だった。

　これは我々自身にも責任があったかもしれない。魔法文明の栄華を極めたという驕おごりが、警戒心を失わせていたのだろう。

　世界の要である、スタビライザーの警備、そしてなによりアラミラの使徒の警備が薄すぎた。たった数名の魔法才能者の手で突破されるなど！

　スタビライザー技師も大多数が殺されたと連絡が入っている。このままでは、この場所も時間の問題かもしれない。

　さしあたり、できる限りのセレスティアルを作る他ない。あの新型ならば、ここを防衛するのも難しくないだろう。




　○月×日

　ついに、どこからも連絡が入らなくなった。

　世界がどうなっているのかわからない。

　スタビライザーを自然状態に最も近いモードで運転し、せめて島の外からはわからないように偽装しておく。あまり意味がないだろうが。




　○月×日

　職員たちはすべて国へ帰した。

　テロ組織がどういう組織かはわからないが、見境無く皆殺しにするわけではないだろう。

　職員たちが無事に家へたどり着くことを願う。




　○月×日

　監視カメラの映像を眺めていると、外から武装した船が船団を組んで来た。

　ついにこの場所がバレたのか。それとも、逃がした職員が口を滑らせたか。

　いずれにせよ、選択肢は多くない。

　アビス……、せめて、この可愛かわいい我が娘だけでも逃がしてあげたい。

　私が死んだ後、テロ組織の手に渡ることなど我慢がならない。

　それならば、せめて私の手で無に帰すしか。




　○月×日

　私は弱い人間だ。ただの研究者であり、争いごとなど一度もしたことがないのだ。

　セレスティアルたちに戦わせたところで、永遠に戦い続けることなどできるはずがない。

　こんな決断になってしまったこと。アビスは怒るだろうか。弱い父親を許して欲しい。




　私はアビスの記憶を消し眠らせた。

　長い長い眠りだ。これで娘は千年は目覚めることがないだろう。あるいは、それまでに発見され、破壊されてしまうだろうか。無事に済んだとしても次に目覚めるのは遠い未来だ。

　私はアビスのことを未来へ棚上げした。無責任な父親だろう。彼女は私を糾弾するだろうか？　だが、どうしても私の手で分解することはできなかったのだ。

　セレスティアルに命じて、研究室の入り口を封じる。

　その後、彼女たちを分解した。これで研究室には私一人だ。

　最後の一服の後、私はホリーに魔素暴走モードを最大出力で作動するよう命じた。

　テロリストどもは、そろそろ上陸したころだろう。

　魔素暴走の恐ろしさを知るものは少ない。彼らは、その数少ない検体となるのだ。




　○月×日

　魔法能力がなくとも、暴走モードでは体に不調が出る。私ももう遠からず死ぬだろう。

　テロリストどもの多くは魔法才能者だったらしく、むごたらしく死んでいく様がカメラを通して確認できた。これで、奴やつらがこの島に近づくことはしばらくないはずだ。

　あとは、娘……。アビスのことだけが心配だ。

　願わくば、彼女に幸せな未来があらんことを。




　──日記はここで終わっている。

　それほど筆マメなほうではなかったようで、日記の日時は飛び飛びだったが、それでもここで起きたことが端的に理解できた。

　そして、アビスのことも。

「アビス……大丈夫か……？」

　彼女は、いつのまにかしゃがみ込んでいた。膝に顔を埋うずめ、小刻みに震えている。

　アビスは最後のアビスであると同時に、最初のアビスだったのだ。なぜずっとこの遺跡の中で眠り続けていたのかも、なぜこの島が「禁忌の島」だったのかも知ることができた。

「……マスタ。私……、私……思い出したよ……」

　顔を上げたアビスの大きな瞳には涙が浮かんでいた。

「私……この研究所で、パパの助手をしてた……。書類の整理とか、おやつを用意したりとか……簡単な仕事だったけど」

　涙が頬ほおを伝う。

「……ほとんどの記憶を消されたけど、最後にパパ言ってた。私が最後のアビスになるって。良いマスターを得て、幸せになれって……。パパ、最後は笑ってたけど、死ぬつもりなんだって、これで最後だって……わかってたのに……護まもれなくて──」

　それ以上は言葉にならず嗚咽おえつを漏らすアビス。

　これが、本当に思い出すべきルーツだったのか。俺にはわからない。

　だが、悲しい過去であろうと、それでも記憶は記憶だ。

　今を生きていくために、自分のスタート地点を知るというのは大事なことだ。

「アビスの父親なら、夫である俺にとっても父親だよ。このままじゃかわいそうだ。埋葬してあげよう」

「……うん。マスタ…………ありがと」

　遺跡の中にある遺体は、この所長のものだけだった。

　日記にあるように、アラドーロからの攻撃の前に、自分以外の人間を逃がしたのだろう。

　研究室の設備はおそらくすべてまだ生きている。マニュアルを参照すれば、新しいレプリカントを製作することすら可能だろう。

　だが、これもまた、俺たちの手にはあまるものだ。

　俺たちは遺跡から出て、土砂があった場所をまた土砂で塞ぎ、鉄板で封印した。

　アビスの父親の遺体は、灯台の横、見晴らしの良い高台に埋葬し、墓を作った。

「……本当は、パパは別に死ぬ必要なんかなかったんだと思う。あの場所を放棄して他の職員さんたちといっしょに逃げれば。でも……私がいたから。私は絶対に見つかったら壊されちゃうから……だからどうしても逃げることができなかったんだと思う」

　現状のファーレー教の教義でも、レプリカントは悪魔とされていることから間違いないだろう。あるいは、何体ものセレスティアルといっしょならば、逃避行も可能だったのかもしれないが、彼にはその選択をする体力も気力もなかったのだろう。

「パパが望んだのは……最後に望んだのは『私の幸せ』だった。バカだよね……レプリカントの……何回だって作り直せる私なんかのために最後まで残ったんだよ」

「アビス、作り直したアビスはもう同じアビスじゃあないよ。あの人にとって、自分の娘であるアビスは、お前ただ一人だったんだ。自分の命を捨ててでも、守りたかったんだよ」

「うん……」

　アビスだってわかっているのだろう。

　だけど、今の自分の命が父親の犠牲の下にあるという事実を知り、まだ気持ちの整理が付いていない状態なのだ。

　でも、生きている俺たちがすること、するべきことは最初から決まっている。

　親が子に望むことは、一つだけ──

「アビス。今……幸せか？」

　俺の質問に、アビスは遠く水平線へ目をやりながら答える。

「……過去のこと……思い出しちゃったから、少しだけ複雑だけど……。でも、パパが私を守ってくれたおかげで……私、マスタに会えた」

　アビスはこちらに向き直って、花が咲くような笑顔を見せて──

「私、幸せ」

　コツンと俺の胸に額を押し当ててくる。

「俺もアビスと出会えて幸せだよ」

「嬉うれしい……！　マスタ、好き。大好き！」

　強く抱きしめてくるアビス。俺も抱きしめ返した。




「……ちょっと、あの～。私たちもいるって、わかってます？　めちゃくちゃ見せつけられてるんですけど？」

　すぐ近くにいたルキアから声がかかる。

　遺跡の探索からそのまま埋葬に来たのだから、そりゃみんないる。

　しかし、王様はそんなことは気にしないのだ……。俺も大人になったなぁ……。





　　　　◇◆◆◆◇






　遺跡はほぼ封印し、この島のあらましがわかったところで俺たちのやることは変わらない。あの遺跡の中でのことは、考古学的には貴重だろう。現代では失われてしまった技術の宝庫に違いない。だが、それをどうこうするつもりは、今のところ俺にはなかった。

　魔法文明の復刻にも興味がないし、レプリカントを増やすつもりもない。

　現在の魔法使いだけが貴族である世の中は、あるいは間違っているのだろう。

　だが、魔法に頼り切りで一度失敗した文明の焼き直しを狙うのは、おそらく更なる間違いの元だ。

　答えがある問題ではないのだろう。

　これは、現代を生きる俺たちすべてが考えて良くしていく。そういう類たぐいの問題のはずだ。




「島の北側のアクティビティは、翼よく人じんによる遊覧飛行。これで決まりね」

　観光地としてやることは佳境に向かい、招いた人たちを楽しませる為ためのアクティビティについての会議が開かれていた。

　ハイキング、グラススキー、海水浴、シュノーケリング、釣り、みかん狩り、磯いそ遊び。

　この辺りの健全なやつは俺が出したアイデアだ。

　ファウゼルは「人を呼ぶなら賭け事じゃねーか？」と本質を突くようなことを言い、しかしカジノは難しいところがあるから、ひとまず保留とした。

　スロットマシンみたいな機械を作れる技術があればともかく、トランプやルーレットをやるならディーラーが必要になってくるから、それも育てなければならない。

　日本式にサイコロで丁半という手もあるが……ちょっとそれは渋すぎかな。

　そんな中、マリエラが出したアイデアが翼よく人じん遊覧飛行なのだった。

「当然、翼人たちには了承を得ているわよ？　ね、リーベル」

「はい！　私たち、今のところ空からの警備しかしてないし、こんなことで役に立てるなら喜んで！」

「でも、あれ……普通に怖いだろ。ちょっとリスキーじゃないか……？」

　翼人ブランコは、足も完全にブーラブラだし、高度も千メートルくらいまで上がることができるのだ。風が強い日なんかだと、振り落とされそうになる。

「スリルがあっていいじゃない。値段すごーく高くしてさ、あ、あと飛竜とも契約済みだから、近くで飛竜を観察できるってのもポイント」

「飛竜!?　どういうことだ？」

　北の山には、飛竜のつがいが一対だけ暮らしているのだ。

　気性が穏やかで、翼人たちの友達だと聞いてはいたが、契約とは……？

「時々、牛を一頭くれれば、近くで見物してもいいってさ。これは世界初よ！　滾たぎるぜ！」

　自分で言ってて興奮してくるマリエラ。

　なんでも彼女は、飛竜がいると聞いて、翼人たちに頼み何度も見に行って独自に研究したらしい。飛竜は知能が高く、人語こそ喋しやべらないが、翼人たちはなぜか意思疎通が可能なのだとか。マリエラも意思疎通の方法を調べたが、それはわからないのだという。

「まあ、午前と午後で一回ずつとかに絞れば悪くないかもな。この島ならではのものになるだろうし」

「でしょ、でしょ？　ブランコも今までは布製だったけど、もうちょっと乗り心地重視して製作するつもりだし」

「意外と凝り性だな、おまえ」

　確かにそれほど重くない素材を使って、ベンチのようなものを作るのはいいかもしれないな。最大定員は二人にして六人編成くらいで飛ぶなら余裕だろう。

　俺一人の時はいつもたった二人編成で飛んでいるくらいだし。

　とりあえず、決まったのは（カジノ以外）、自然を生かしたアクティビティだ。

　釣つり竿ざおなんかはこっちで用意する必要があるが、他には特に必要ない。自然が相手だと事故が怖いが、うちには頼りになる戦士君たちがたくさんいる。海の事故もほとんどが回避できるだろう。

　あとはコロモに頼んで、水着を大量生産しておく必要があるかもしれないな。




　しばらくして海辺のヴィラが完成した。

　ノームや戦士君たちには、そのまま大型ホテルの建築に入ってもらう。よく考えたら貴族なんかは、お供を連れてきたりするのだ。そういう時に泊まるところがないというのは困るだろう。まあ、普通の長屋みたいのはたくさんあるが、それでは微妙すぎる。

　どうせ必要になるなら作っておけばいい。

　ということで、五階建てで八〇部屋くらいのものを作る。

　さすがに前世のホテルじゃあるまいし、個々の部屋に風呂を作る必要はないから、それほど手こずらないだろう。

　もう今なら、開拓村からガラスも出せるし、木材も石材も思うがままだ。

　箱物はノンストップでどんどん作っていこう。




　ある程度の準備が整ってから、ついにディー侯こう爵しやく領から人を雇い入れることになった。

　俺の国は事情が特殊だ。普通の国と同じようにはいかない。秘密もあるし、戦士君という謎の存在もたくさんいる。

　そういうわけで、入ってくる人間には簡単なテストを受けてもらう。

　その上で、説明会を開き仕事を割り振っていく。

　第一陣は数十名だったから問題なかったが、これから人が増えるのなら戸籍台帳を作るだけでも一苦労となるだろう。それらを管理する役人も必要だ。

　今は近衛このえ隊のみなが頑張ってくれているが、近衛隊は八名しかいないのだ。

　さらに、金の問題もある。給料の支払い、税の管理、法律などなど、知識がないとわからない部分も多い。

　結局、そのあたりもディー侯爵に泣きつき、有能な文官を数名借りた。

　文官たちはさすがに有能で、一月ほどで、国として運用できる程度には形になった。ただ、ちゃんと理解しているのが、俺と嫁たち、あとは近衛隊だけなので、人を入れて教育するのは必須事項だ。

　法律も最低限のものしかないから、キッチリ決めなければならないし……まあ、最初からすべて決まってスタートできるものでもないだろう。

　ただ、問題が起きてからでは遅いので、警察係である戦士君たちには問題が起きないよう、監視を怠らないよう頼んでおく。




　新しく入ってきた人たちには、適性や本人の希望を聞いて、職を与えた。

　それにより、街に店が誕生した。

　雑貨屋、パン屋、食堂、居酒屋、理容店、鍛冶屋、靴屋、肉屋、魚屋。

　これらの店がやっていくためには、仕入れが問題ない必要があるのだが、さしあたりは貿易で仕入れたものや、開拓村から出したもので運営していくしかないだろう。

　今はまだ需要がほとんどない店も含まれているが、最初は赤字でも運営していくつもりだ。開拓村でカバーできるものはカバーし、次第に開拓村抜きでやっていくようにする。

　なにせ、すべてがトライ＆エラーだ。失敗から経験を積んでいくしかないし、その経験がいずれ得がたい価値となり、この国を作っていくのだ。

　元々、この国はいびつなスタートを切ったのだから、辻つじ褄つま合わせは力業で行くしかない。




　そんな風に、忙しく日々を過ごし三ヶ月が経過した。

　貴族たちを招く予定だったヴィラは、ディー侯こう爵しやく、フィオーナなどを招いてテストを行った。アクティビティについても感想を聞き、宿泊プランをブラッシュアップしていった。

　そうこうしているうちに、島の噂うわさは少しずつ広まっていったらしく、耳みみ聡ざとい商人などは、島まで来て何泊かしていった。

　お土産でミカンを購入して帰っていってくれる上に、外に情報をもたらしてくれる存在はありがたかった。商人が来るようになれば、経済が循環する。それは国際国家として血液を通すことに等しい。

　当然、そうなれば島のことを神殿が知ることになるというのは、百も承知の上だ。

　だが、この段階まで来たら、神殿がこの国を潰つぶすのはほぼ不可能だと俺は判断した。戦力的にもそうだが、ディー侯爵家と繋つながりがあり、世間的に認められつつある国を滅ぼすのは容易なことではない。

　もちろん、遠回しに潰す手段はいくらでもあるだろうが、そうまでして潰したいというのならば、こちらも容赦しないという気持ちもあった。

　アーサーとステイシーのこと。ローザとルキアのこと。アビスと遺跡でのこと。

　そのすべてにファーレー教は関わっているのだ。

　俺が穏健派だから、ことを構えるつもりがないだけで、決してあの組織を許しているわけではないのだから。向こうがその気なら、徹底的にやってやろうという気持ちがあるのを、否定できないのだ。

　──だが、結局神殿からの介入はなく、ヴィラも開業し、ディー侯爵の知り合いである貴族を客として招き、好評を得ることができた。

　貴族たちは贅ぜい沢たくを好み、俺が想像するよりもアクティブな者が多く（おそらく、戦で身を立てたものが多いからだろう）、離島で羽を伸ばす休日を楽しんでいるようだった。

　とりあえず初年度は夏の間だけの営業となるだろうが、いくつかの小さい失敗をしながら、観光地として悪くないスタートを切ることができた。




　一段落して、少し余裕ができた俺はアーサーとステイシーに魔法文明時代の観光や文化について話を聞きに来ていた。

　彼ら親子はいっしょにのんびりと暮らしている。

　アーサーがここに来たあらましをステイシーに話してあるからか、父親の警護の為ためにほとんど離れずにいる。この島はもう開かれたし、神殿の人間がいつ島内に入り込むかわからないからだ。まあ、アーサーの顔を知るものはほとんどいないわけで、危険はないと思うが、それでも警戒するに越したことはないのだろう。

　ステイシーが淹いれてくれたお茶を飲みながら、話を聞く。

「当時も観光地といえば、やはり自然の景観が美しいところがメインだったよ。あとは、首都だね。最大で確か二千万人くらいが住む大都市だったんだから」

「そんなですか。じゃあ、やっぱり世界の人口って極端に減ったんですねぇ……」

　今の人口がどうなのかは知らないが、ファーレー教の大聖堂の辺りでも百万人住んでるか住んでないかの規模だったと思う。

　人類はこの一千年で魔法文明を失い、一気に数を減らしたのだな。

　おそらく、ファーレー教は自分たちを信じる者だけに、祝福による癒いやしや、薬を施したのだろう。

「魔法文明ならではのものってあったんですか？」

「今ではもうないらしいけれど、観光するのも移動するのもホテル付き飛空艇を使うのが一般的だったよ。アラドーロも自然は破壊しなかっただろうから、ディグディルの滝とか、サルラマシコー渓谷とか、まだ見られるんじゃないかな」

「あー。なるほど、その滝と渓谷は聞いたことありませんけど、なくなってるわけないですもんね」

　いずれにせよ、優雅な空の旅だ。前世でいうなら豪華客船の旅みたいな……いや、それの空バージョンなんだから、もっと優雅だ。

「あとは、もう普通に欲望に忠実なものだったよ。カイ君がやろうとしているアクティビティはどちらかといえば庶民のもので、お金がある人たちは観劇やパーティ、あとはカジノなんかで遊ぶことが多かったかもしれない。ああ、もちろんのんびり温泉に浸つかるのも人気があったね」

「なるほど……」

　となると、我々ができそうなのは、カジノと温泉だろうか。

　観劇というのも、劇場を作れば可能かもしれない。演者を島に呼ぶ必要があるだろうが、ディー侯こう爵しやくの伝つ手てでなんとかならないだろうか。

　同じようなカテゴリで、サーカスなんかもやってみてもいいかもしれない。あとは、音楽関係とか……。考えてみると、いろいろあるものだ。

　最終的には、人との縁がものをいうという結果になりそうだ。俺も王として、いろいろ仕事していかなければならないだろう。

　俺はアーサーとステイシーとお茶をしながら、しばらく雑談を楽しんだ。

「そういえばカイ君の妹さんは、祝福を三つも授かっているらしいじゃないか」

「あー、そうですね。しかも、そのうちの二つはメチャクチャ珍しいやつらしいですよ」

「死と時と真実の三つだったよね。僕もその話を聞いた時は、腰が抜けるほど驚いたんだよ。真実の神の祝福だって、盾や癒いやしほどポンポン出るわけじゃあないんだよ、確率上。まして、死と時はねぇ」

「どれぐらいの確率なんですか？　実際」

　ビーエに聞き出したところによると、時の神の祝福はローザ以降、数百年出ていなかったらしく、死の神のほうも現役はルキアだけというような状況らしい。

「確率は僕が当時適当に決めたものが、そのままになっているからね。真実が三〇分の一、死が五千分の一。そして、時が五万分の一だ」

「すごい確率ですね……。じゃあ、それが全部いっぺんに出たうちの妹って……」

「そもそも祝福を授かる確率もある。それが三百分の一だから……とにかく、天文学的な数値だよ。僕が言うのは変だけど、彼女は神に愛されていると言っていいだろうね」
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　アーサーがこれを設定した時代は、魔法文明を極め、世界人口もかなり多かったころなのだ。だから、確率は厳しくしたらしい。というより、時の神の祝福者は出ても出なくてもいい……そういうつもりだったのだとか。

　俺からすると、死も時も強すぎる能力のように感じるのだが、当時はアラミラの使徒がそれなりの数いた頃。死や時の能力など軽くあしらうほどのヤバい能力者がゴロゴロしていた時代なのだ。

　しかも、そういった能力者をキッチリ管理して、問題が起きていなかったのだから、アーサーが死や時を入れていたとしても不思議ではないのかもしれない。実際、問題を起こしたのは祝福者やアラミラの使徒ではなく、魔法使いたちだったのだから。

「そういえば、祝福の能力って内容を弄いじったりできるんですか？　強くしたり、能力を増やしたり減らしたり」

「もちろん。『彩いろどりの神々』」

　アーサーは能力を発動させた。彼の能力は、一冊の分厚い本であり、そこに神々のことを書き込むことで、祝福を発現させるというものだ。

　つまり、本に書き込むことで、あるいは消すことで「祝福の能力」を変更できるわけだ。

「なにか変更したいことでもあるのかな？　カイ君の頼みなら聞くが」

　朗らかに微笑ほほえみながら、そんなことを言うアーサー。祝福の能力を書き換える権利など、まさにこの世界ではチート中のチートだが、さすがに気楽にやっていいことじゃない。

「──今は特に……あ。じゃあ一つだけいいですか？」

「いいとも。なんだい？」

「運命の神の祝福の能力。おそらく、見える未来を漠然としたものにしていると思うんですけど、一時的に内容と時期がわかるようにできますか？」

　運命の神の祝福者はビーエのみ。

　そして、彼は「世界の滅びの未来」を見たのだという。だが、時期も内容も不明だったのだ。だから、俺はとりあえず彼の預言は無視して活動していたが、内容がわかるのならば、違ってくる。やれることがあるのかもしれない。

　アーサーは、本に付属したペンで、運命の神のページを開き、何かをサラサラと書き加えた。まったく躊ちゆう躇ちよがない様子に、なぜか俺が不安になる。こんな簡単に……大丈夫か？

「運命の神はね、これもかなり珍しい祝福だが……しかし、運命が見えてしまったら、つまらないだろう？　あえて、弱くしてあったのだが、しかし、どうしてこれの強化を？」

　内容を変更してから、そんなことを訊きいてくるアーサー。

「あー、実は『世界が滅ぶ』らしくって。詳しい内容がわかれば対策打てるかなと」

　俺が軽くそう答えると、アーサーは目を白黒させた。




　血相を変えたビーエが俺の部屋に飛び込んできたのは、次の日の朝のことだった。






第二章






「カイ君！　起きてください！　ついに神託が下った！　世界が滅ぶ！　滅びますぞ！」

　誰だよお前という口調で、息せき切ってビーエがやってきて、扉の前で忍者君に止められている。まだ、朝五時前くらいだろう。外は薄暗い。

「どうしたんだ、こんな朝早くから……」

「神託です！　未来が見えたんですよ！」

　そういえば、アーサーに『運命の神』の能力強化を頼んだことを、ビーエに伝えるのを忘れていた。運命の神の能力って、どういう風に使うのか知らないけど、この時間に来たということは、案外、夢かなんかで見る形式なのかもしれない。

「ちょっと待て」

　扉の前で騒ぐビーエを一度待たせ、俺は身支度を整えた。昨夜は遅くまで起きていたから、まだかなり眠いが、ビーエの慌てようからすると見えた未来は明るくない……ということなのだろう。

　俺は一度深呼吸して、扉の外に出た。

「まだみんな寝てる。あっちの部屋へ行こう」

　そろそろみんな起き始めるだろうが、あまり人に聞かれたくない内容なのは間違いない。

　ビーエが滅ぶと断言するからには、よほどの内容なのだろう。

　これまでは、滅びの預言のことを気にしないように暮らしてきたが、俺も人の子だ。

　全く気にしないでいられたわけではない。国が安定するごとに、嫁たちの愛に触れるたびに、脳裏をチラリと過よぎるのだ。

　避けられぬ滅びであるなら、いずれにせよ甘受するしかない──理性ではそう思っていても、そう簡単には割り切れなかった。

　だから俺は、アーサーに能力の強化を頼んだのだ。

　ビーエによると預言は一〇〇％的中するという。つまり「滅び」の未来は確定しているということだ。ならば、俺にできることなんてないのかもしれないが……。

「……それで、どういう未来だった？」

　俺は応接室のソファにビーエを座らせ、促した。

「……完膚なきまでの破滅です。空から火の玉が降ってきて、人も動物も植物さえ……誰も、何も生き残ることはできないという未来でした……」

　ビーエは端的にそう言った。

　顔を真っ青にして、息も少し荒い。ビーエに同行してきたセレスティアルが心配そうに、ビーエの背中をさする。

「火の玉──隕いん石せきか？」

「インセキってのが何かはわかりませんが……、まるで何百、何千もの星が落っこちてきたみたいでした……」

　どうやら彼の能力はその未来を本当に「見る」もののようだ。

　隕石のことを知らないのは、単純に知識の問題だろう。俺も前世の知識がなかったら、この世界でそれを知ることはなかったかもしれない。

　──それにしても、まさか隕石とは。あるいは、小惑星規模のものが落ちてくる可能性もあるのか？　いずれにせよ、誰も生き残れないというのが答えなのだろう。

　前世の記憶だが、テレビで小惑星が地球に衝突したらどうなるかのシミュレーションを見た。それほど大きくないサイズのものでも、粉ふん塵じんで地球全体の空を覆い、太陽光を遮り氷河期が来るとかなんとか……。この世界でも、同じことが起きるということか。

「実はファーレー教では古くからの伝承が残されていまして。その最後の一節に『神の復活』というものがあるのです。それは世界の滅びと再生を示唆したもので……上層部は私も含めて信じてはいませんでしたが、こじつけて守護聖人を復活させようと計画していたんですよ。ちょうどカイ君たちが来て、計画はなくなりましたが」

　確かに俺たちが聖都を訪れた時、もうすぐデカい祭があるという話を聞いた記憶がある。

「それで、その滅びの時期と被かぶったというわけか。伝承は真実だったってこと？」

「わかりません……。偶然かも……。そもそも神の復活なんて、実際の守護聖人を見ていれば、嘘うそだってすぐわかりますから」

　まったくこいつはとんだ不信心者だ。まあ、神殿の上層部はだいたいこいつみたいな考え方の奴やつばかりなのかもしれないけれど。

「それで……時期もわかったのか？」

「二年半後です……」

「二年半！」

　時期を突きつけられて、ドクンと心臓が跳ねた。

　正直に言えば、余裕ぶっていた部分もあったかもしれない。

　二年半……。二年半か……！　天災ならば仕方がないと言ってしまえばそこまでだが、あまりにも短い期間。

　滅ぶにしても、自分だけならまだいい。

　俺は二度目の人生だ。この世界に来て、たくさんの幸せを貰もらった。前世でできなかったことも、数え切れないほどできた。だから、自分だけが死ぬなら、それもまた運命だと受け入れられる。

　だけど、家族のこと、島のみんなのことを思うと胸が痛むのだ。

　彼らは生かしてあげたい。彼らはまだ死ぬには早すぎる。島に来て苦労しただけだ。

　国が大きくなって、その恩恵を受けて──幸せになるのはこれからなのに。

　それにしても、隕いん石せきとは！　これならば、まだ魔王でも復活してくれたほうがマシだっただろう。なんとかできる可能性があるだけに。

　なにか。なにか、俺にできることはないのか──

「……とりあえず、アーサーさんとステイシーさんに相談に行こう」

　彼らは言わば、過去からやってきた未来人だ。こういう案件を相談できるのは、彼らくらいしかいない。

　アーサーとステイシーが住む屋敷は、王城からは少し離れた場所にある。

　季節は夏の盛りだが、この時間帯はまだ涼しい。空には、月が浮かび無数の星々が煌きらめき、耳を澄ませば遠く潮騒しおさいの音がここまで響いてくる。

（この空から、星が落ちてくるのか……）

　どれほど多くの能力を持とうと、星には手が届かない。

　宇宙から訪れる来訪者に対して、地上に住む俺たちは無力だ。

　そんなことをまざまざと感じさせる美しい夜空だった。




　屋敷に着くころには、水平線から太陽が顔を出し始めていた。

　アーサーもステイシーも早起きなようで、すで朝食の準備をしているところだった。

　俺は端的に事情を説明した。

「……なるほど。昨日、言っていた世界の滅びとは、このことか」

「なんとかなりませんかね……」

　アーサーは魔法文明時代の知識があるし、ステイシーは世界最強の女性だ。もしかしたら、この未み曾ぞ有うの危機に関しても妙案が──

「話によると、おそらく隕いん石せき群だろう。まさか、このタイミングとはね……僕にできることはないだろうな。残念だけど」

「私もお星様が相手じゃどうにもなんないかな」

「やっぱり難しいですか……」

「今の人類が誕生する前に、その手の隕石群は何度かあったらしい。例えば、鉄が地表近くで拾えるだろう？　あれは、空から降ってきたものの残骸らしいからね。ま、昔読んだ新聞の受け売りなんだが」

「鉄……」

　リーベルたち翼よく人じんが拾わされていた鉄は、空から降ってきた隕石の鉄バージョンである隕いん鉄てつで、一時期は開拓村でも「天あま降ふ鉄がね」として特産品となっていた。

　なぜ、隕鉄なんかがたくさん拾えるのかと疑問には感じていたが、ただの異世界七不思議だと自分を納得させていた。この世界では、鉄はそうやって得るものなのだと。

　だが、普通に考えればわかることだ。隕鉄がたくさんあるなら、それだけの鉄が空から降ってきた歴史があるということなど。

　アーサーの時代にはちゃんと研究され、いずれはまた隕石群が来ると、歴史学者は予言していたらしい。

「私はナーシャと死ねるなら本望だよ。最後に幸せな時間を過ごさせてもらった。まだ二年半もあるのなら、やり残したこともなくなるだろう」

「私もそう……人生でこんな穏やかな時間を過ごしたのは、パパがいなくなる前以来だもの。あとは……そうね。カイ君にお嫁さんに貰もらってもらおうかな？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、そんなことを言うステイシー。

「えっ!?　ナーシャ、結婚を!?　そうか、そうだよな……。私は、まだ君が幼かったころの幻影を追っていたのかもしれない……。もうすっかり年頃なんだものね。……カイ君、娘をよろしく頼むよ」

「ちょっ、えっ!?」

　なんで、急にそんな話に!?

「あっはっは、パパったら可お笑かしい。冗談に決まってるでしょ。残りの人生はパパと旅行でもして、ゆっくり過ごすわ」

　ステイシーのジョークは本気だかなんだかわからなくてドキッとするな。

　なんだジョークかと、朗らかにアーサーは笑い、ステイシーも優しく微笑ほほえむ。

　まるで、世界の滅びなど自分たちには関係ない事柄かのように、穏やかな時間が流れている。この二人は、千年前の世界からの旅人だ。もうそれほど生きることに執着がないのかもしれない。

　だが、俺はまだ諦めきれなかった。

「……例えば、アーサーさんの『彩いろどりの神々』で、新しい神様を発現させるとか、どうですかね」

「それは考えたけど、新しい神を考えたとして『祝福者』が生まれるのは、どんなに早くても三年以上先だろう。二年半後には間に合わない」

　祝福者は「聖印」が左胸に現れるタイミングで、どの神の祝福を得ているのかが決定される。そして、完全に聖印が形を結ぶまでは能力を使うことはできない。

　そして、聖印が完全に形になるまでには三年程度かかる。

「聖印が発現するタイミングを早めたりとかは……」

「タイミングの変更はできないんだ。いずれにせよ、強い能力には代償が必要だ。隕いん石せき群を止めるほどの力なら、祝福者が現れる確率は、何万分の一以下にしなければならないだろう」

　アーサーの能力は凄すごいものだが、本に書き込めば万事ＯＫというような種類のものではなく、強い能力ならば発現率を低く設定する必要があったり、能力を鍛えないと使えない力があったりと……決して万能なわけではないようだった。

「じゃ、じゃあ元々ある能力を強化して、隕石のコースを変えるか、押し返すとか」

「それも難しいだろうね。『彩の神々』の力は、所詮は人……個人に対しての力でしかないんだよ。殺されて『神返り』が起きる時だけ最大の力が出るけれど、それでもせいぜい一〇倍から一〇〇倍程度のものでしかない」

「じゃ、じゃあ」

「重力の神の力を最大にしたとしても、隕石群のうちの一〇個も止められればいいところだろう。何百何千もの隕石を止めるのは不可能だよ」

　優しく諭すような口調だった。

　彼は魔導科学の発展した時代の人間だから、人間ができることの範囲をよく知っているのだろう。人間が天災に対しては無力だということを。

　隣で黙って聞いていたビーエはすでに半ベソをかいている。

　特級審問官なんてやって、子どもたちを島に捨てていたくせに、自分が死ぬとなるとこれだ。俺はそんなビーエの姿を見て、逆に冷静さを取り戻しつつあった。

　アーサーとステイシーが落ち着いているから、というのもある。




　俺たちはアーサーの家を出た。

「ビーエ。滅びの預言は、確実なんだな？」

「こんなこと嘘うそをつくはずがありませんよ……。ああっ！　もう終わりだ……！」

「たくさんの子どもたちを宗教の名の下に殺してきたから、天罰が下ったんじゃないか？」

「そんな……。いや……そうかもしれない……」

　ガックリと項垂うなだれるビーエ。

　こいつはまあ一口で言えばクズ野郎だ。ファーレー教で特級審問官なんて地位にいたくせに、さしてファーレー教の教えに忠実ということもなく、仕事は仕事だからと非道なことでもやったくせに、今のような軟禁状態になったらなったで、仕事しなくていいと伸び伸び暮らすような、そんなやつだ。

　典型的な自分さえ良ければいいタイプなのである。

「ま、どっちにしろ今は手がない。せいぜい余生を満喫しておくんだな。ただ、逃げようとしたら頭かち割るからな。短い余生をさらに短くしないように気をつけておけ」

　俺は少し厳しめに言い残し、王城へと戻った。

　……さてこれからどうするか。




　俺は少し悩んで、しかし結局「滅び」のことをみんなに話すことにした。

　あと二年半しかないとも言えるし、あと二年半もあるとも言えるのだ。二年半は短いけれど、意識して最高の二年半にすることはできる。

　俺は、みんなに後悔がないように生きて欲しかった。

　島はようやく軌道に乗ってきたところだけれど、こうなっては無理に国の経営を頑張らなくてもいい……そんな考えさえ頭を過よぎるのだった。

　俺は部屋にみんなを集めた。

「今から、みんなに大事な話をする。信じがたい話だろうし……こんな話は聞きたくないという者もいると思う。だけど、聞いて欲しい」

　そう前置きし、わかりやすいように、パニックにならないように端的に未来の話をした。

　みなの反応はそれぞれ違ったものだったが、概おおむね冷静だった。取り乱して泣き出す者もいるかと思ったのだが、意外と肝が据わっている。

「それで、大将。なんか対策があるのか？」

「……ない。みんな仲良く現世とサヨウナラだ」

「おいおい」

　ファウゼルが少し慌てた姿を見せる。

　あるいは、なんだかんだ言っても何らかの対策があると思っていたのかもしれない。

　だが、さすがに隕いん石せき群をどうにかするような手段はない。

「こんな未来は知らなかったほうが、もしかしたら幸せだったのかもしれないが、だが知ったからこそ残りの人生を充実したものにできるという考え方もある。だから、みんなも、それぞれ考えて欲しい。やりたかったけど我慢していたこととか──」

「カイ様」

　言葉を遮り、静かに、しかし強く俺の名を呼んだのはユーリだった。

「まだ、確定していませんでしたから報告していませんでしたが。おそらく、私とサラは……お腹なかに新しい命を宿しております」

　このタイミングで、この報告が来るとは想像していなかった。

　滅びを受け入れるような発言をする俺を牽けん制せいするように、あるいは、はっきりと非難するように。ユーリは言葉を続けた。

「……あなたの子です」

「俺の……」

　──いつか、その時が来るとは思っていた。

　だけど、みんなと結婚してから半年近く経たつが妊娠したという話を聞かなかったから、あるいは俺にはその能力がないのかも……そんな風に考えていたのだ。

　だが、ユーリとサラが二人共だなんて。

「おい、大将！　めでてぇ話じゃねぇか！　もっと嬉うれしそうな顔しろよ！」

　ファウゼルが囃はやし立てる。俺はどんな顔をしていたのだろう。おそらく驚きと諦観がない交ぜになった、なんとも言えない顔をしていたのだろう。

「悪い。……そうか。赤ちゃんが……産まれるんだな」

「はい。きっとカイ様に似て、可愛かわいくて聡そう明めいな子が産まれると思いますわ」

　フッと表情を崩すユーリ。

「嬉しいよ。しかも、二人共なんて、サラもありがとう」

「お礼なんて！　私のほうこそ……このお腹に新しい命が宿っているなんて……不思議だけど、心が温かくなってすごく満たされた気持ちになるんだ」

　まだ大きくなっていないお腹をさすりながらサラがしみじみ言う。

「世界の滅びは恐ろしいです。ですが……カイ様。子どもが産まれるんですわよ」

　ユーリの言葉は、なにかを俺に気付かせる為ためというような響きがあった。

「うん。わかってる。俺が父親か……しっかりしなきゃな」

「わかってくださればいいのです。あなたは今までだってなんとかしてきたじゃありませんか。あと二年半もあるのでしょう？　精一杯できる限りのことをして、それでダメだったら、私たちがまた慰めて差し上げます。それまで……頑張りましょう！」

　ユーリは滅びの預言の話を聞いても、諦めてはいなかった。母は強しということだ。

「そうだな。まだできること……あるかもしれない。隕いん石せき群って聞いて、俺、ちゃんと考えないで諦めちゃってたよ。これから産まれてくる子どもの未来……守ってやんなきゃだもんな」

　これから一年後に無事に子どもが産まれたとしても、一年と少しで世界もろとも滅ぶことになる。なにもわからず、楽しいことを知ることもなく死ぬことになる。

　それが「仕方ないこと」と割り切れるほど、俺は大人じゃない。

　まだ、やれることはあるはずだ。この滅びの運命にあらがう手段が。





　　　　◇◆◆◆◇






　対策チームは、俺、アビス、レン、ビーエ、セレス、ファウゼル、エドワード、カエデ、アーサー、ステイシーと決まった。

　国の運営のほうもあるし、身重なユーリとサラは除外せざるを得ないわけで、こんなメンバーになった。

　カエデが入っているのは、彼女がいるだけで機動力が段違いになるからだ。状況によっては、武力で脅してでも何かを手に入れなければならない展開も考えられる。

「ビーエ。最後まで方法を探してみることにした。お前も協力しろ。特に神殿相手に交渉が必要な場面があるかもしれない。お前の肩書きが必要だ」

「そりゃもう。私にできることなら、なんでもやらせてもらうつもりですけど……でも、能力の『運命』は今まで外れたこと一度たりともありませんし……無駄だと思うけど……」

　ビーエはもうすっかり心が折れてしまって、こんな調子だ。

　だが、それでもその「運命」を見ることができるのはビーエだけなのだ。首に縄を付けてでも協力してもらうつもりだ。

　国の運営については、ある程度軌道に乗りつつある。

　俺の家族──ユーリとサラ以外の嫁たちも、これから身重になるだろうから、無理な仕事はさせられない。会議に参加するくらいはできるだろうが、これから先は世界を飛び回ったりする必要も出てくるかもしれない。

　カエデだけは、唯一無二の力を持つ関係で、どうしても参加して貰もらう他ない。まあ、カエデ自身は外に出られると喜んでいたから問題はない。

　そして、これからの国の方針として、多少のリスクがあろうと人材はどんどん入れていく。国にとって、人は力だ。人がいる場所に需要が生まれるのだから。需要は仕事を呼び、経済が回っていく。そして、それがさらなる人を呼び、国は大きくなっていくのだ。

　王城の機能は、管理に集約し、他の仕事はどんどん人に割り振っていく。俺は他国との外交をしながら情報を得て、「滅び」を回避する道を探すのである。

「とにかく、今わかっていることをここに書くと、滅びの日時は二年と二十四日後。だから……九八四日だな。およそ一〇〇〇日。対策を探す時間を考えると、猶予はあまりないと考えたほうがいいと思う」

「でも、カイ君。隕いん石せき群を止める術すべなんて……」

　魔法文明の隆盛を知るアーサーは、その知識がある分否定的だ。人間の科学に限界があることを知っているからだろう。

「……いくつか、手を考えましたが、やはり『アラミラの使徒』の力しかないと思われます。僕、アーサーさん、ステイシーさん、カエデ……とりあえず、この中でアーサーさんの力は隕石群には相性が悪いとわかっているので、次はステイシーさんはどうですか？」

　俺がハッキリ「アラミラ」の名を出したことで、ビーエが顔を上げてなにか言いたそうに口を開きかけたが、今更「邪神」がどうのと言い出せるわけもなく、また項垂うなだれる。

　もうアラミラがどうのとか言ってられる状況ではないのだ。そもそも邪神じゃないし。

「私の使徒としての力って、複製能力なのよね。しかも、複製した能力は『複製時の力まで』だから。アラミラの使徒の力を真ま似ねたところで、結局、真似だから。そっから成長しないわけ。とても、力になれそうもないわ。……そうでなくても、私が持ってるのって『超再生』『不老』『空間転移』『魔眼』『読心』の五つで……まあ、結局対人向けの能力なわけ。何かを大規模に排除する能力でもあったなら、まだ良かったけれど」

　ステイシーは魔法を操り祝福の能力もいくつか持っているから、すべての能力をプラスすれば強烈に強いわけだが、それでも隕石群相手には無力──そういうことだろう。

　確かに、ステイシーの能力をどう組み合わせても、空から超高速で降り注ぐ隕石群には太刀打ちできないだろう。

「では、やはりカエデの力か」

「えっ!?　私？　なにかできることあるかなぁ」

　俺は一つだけ、突拍子がないけれど突破口になるアイデアを閃ひらめいていた。

「カエデの能力で、この星に命を与えて、隕石群を避よける」

「あー……うん。無理！」

　カエデは即答した。なぜに。

「ちょっとぐらい考えてみてくれ。今はまだ無理でも、二年あれば可能かもしれないだろ」

「お兄ちゃん、違うよ。星って、私たちの下にあるこの大地のことでしょ？　実は試したことあるけど、力が足りないんじゃなくて、無理だったの」

「どういうことだ？」

「生きてるから。生きているものには、命を与えられない」

「えっ？　星って生き物なの？　マジか……」

　まさかのガイア理論。まあ、異世界だからこの星が生きている何かである可能性は否定できない……というか、カエデがそう感じたのならば、本当のことなのだろう。

　もしかすると、前世の地球なんかも生き物であったのかもしれない

　いずれにせよ、星に命を与えて回避する作戦は取れないということか。あとは、巨大ロボットを作り命を与え、宇宙空間で隕いん石せき群を全部撃ち落としてもらうという策もある。

　……いや、ダメか。

　ちょっと落ち着いたほうがいいかもしれない。ただでさえ「滅びの預言」で混乱しているのに、ユーリとサラの妊娠も重なって冷静さを欠いている。

　宇宙ロボットなんて、それが実現できたとしても焼け石に水だとわかるのだ。あるいは数メートル級くらいの隕石ばかりならば可能性もあるだろうが、ビーエによると、かなり巨大──島のようなサイズのものも含まれているらしいのだ。

　しかも、それが一つじゃなく、複数個で迫って来るという。取り除くのは無理だ。

「……あとは、神殿が隠してるアラミラの祝福者の能力が、運良く隕石群を止めたりできるものだったりとか」

「神殿には邪神の祝福を受けた人間はいませんよ。わかっているでしょうに」

　ビーエがヤケクソ気味に言う。そりゃそうだ。あれだけ徹底して新しい祝福者を管理しているのだ。自分たちに有用な能力者だけを選別するのなら、ああいうやり方はしないだろう。つまり、神殿にアラミラの祝福者はいない。

　ただ、世界は広い。どこかに、もしかしたらまだ見ぬアラミラの祝福者がいる可能性もある。リーベルと共に世界中を探せば…………いや、それはまさしく砂漠で砂金を探すような行為だ。あまりに確率が低い。もっと、可能性があるものに時間を使わなければ。

「……マスタ。開拓村の中にみんなで逃げ込めばいいんじゃないの？　どうして、その話をしないの？　マスタなら、最初に気付いてるはずだけど」

　アビスが何でもないことのように、その案を口にした。

「あそこなら、隕石が落ちてきても関係ないでしょ？」

「アビス……」

　そう。開拓村は完全なる安全地帯だ。

　わかっていた。最初から。他に案がなければそれしかないということは。

　ただ、開拓村に逃げ込むという案にも問題があるのだ。

　それを口に出すことができなかった理由が。

「マスタ。私のことは心配しないで？　別に、死ぬわけじゃないから」

「前にセレスティアルを長時間入れていた時は、ずっと苦しんでいた。アビスだって……開拓村じゃ、ずっと息ができないみたいに苦しくなるって。……ダメだよ」

「でも、死ぬわけじゃない。……マスタ、私はもう両手で持ちきれないほどの幸せ、貰もらったよ？　いつ死んじゃってもいいくらい。だから、みんなが助かる方法、ちゃんと考えて」

　アビスは出会ったころよりずっと柔らかい表情で、まっすぐそう言い切った。

　自分のことよりも、他者を思い遣やることができるのは、レプリカントの──というよりアビス本人の性格なのだろう。

　しかし俺は、アビスと自分を含む他の全員とを、天てん秤びんに掛けることができなかった。

　開拓村に避難する為ためには、二つの致命的な問題が存在する。

　一つは、開拓村は滞在時間制限が存在し、それを超えると弾はじき出されること。

　そして、もう一つは開拓村には「魔素」がないこと。

　大気中の魔素で活動エネルギーのほとんどを賄っているレプリカントは、開拓村では慢性的なエネルギー切れを起こす。人間で例えるなら、酸素濃度が数％しかない場所と言えば近いだろうか。人間ならば、そのうち死ぬだけだが、レプリカントは苦しむだけで死ぬことはない。ただただ、意識を失うこともなく苦しみ続けるのだ。

　無論、何度も村に「魔素」を入れる試みはしている。巨大な袋に空気を入れて村に持ち込んだこともある。魔法待機状態の魔法使いといっしょに村に入ってみたこともある。

　だが、なにをしても「魔素」は開拓村に認識されなかった。

　理由はわかっている。俺に魔法の才能がゼロだからだろう。魔素を全く知覚できないから、村もそれを認識しないのだ。

　世界が滅んで、たとえ滞在時間の問題をクリアできて、俺たちが開拓村に逃れられたとしても──アビスだけが犠牲になるなんて絶対に認めるわけにはいかない。

　かといって、他に方法があるわけでもないのだった。

　アビスは覚悟を決めた表情で俺の顔を見て、静かに頷うなずく。

　俺は王として、アビスの夫として、そして『てのひら開拓村』の能力者として、決断しなければならない。

「……わかった。でも、アビスもあの世界でちゃんと暮らせる方法、絶対に探すから」

　みんなの前でこの言葉を口にするのは勇気が必要だった。

　だが、決めたからには、もう全力で前に進むしかない。俺の命はアビスに貰もらったものだ。失敗は許されない。魔素の問題だって必ず手はあるはずだ。

「みんなも聞いていたと思う。問題はあるけれど、俺の能力である『てのひら開拓村』を避難地とする案……現状それしか方法はなさそうだ。だが、今のままでは避難地にはならないから、能力を育てる必要がある。それも、早急に、一気に」

　開拓村を避難地にするのには、魔素がないこと以外にも致命的な問題がある。

　それは滞在時間の問題で、開拓村は一日に俺がいられる時間が決まっているのだ。

　一〇歳で能力発現した段階では、滞在時間は数時間だった。

　今ではほとんど滞在時間を意識しなくてもいいくらいになっているが──開拓村での一日──二十四時間ではない。たしか十五時間くらいだったはずだ。

　滞在時間はこちらの世界での０時でリセットされるから、実質可能な連続滞在時間は約三〇時間ということになるが、結局はそこで弾はじき出されてしまう。

　だから、こちらの時間で連続二十四時間滞在が絶対に必要だ。

　理屈の上ではそれで、あの世界に永遠に滞在することが可能なはず。だが、もしそれが叶かなわなかった場合、開拓村に避難する作戦は失敗となる。

　たとえ、みんなを「移住」させたとしても、俺が外に弾き出されて死んだ時点で、開拓村もいっしょに無へと帰すからだ。あるいは、移住者は外に弾き出されるだけの可能性もあるが、同じことだ。死ぬことに変わりはない。

　だから、それを目指すわけだが──実際に能力を育てれば二十四時間滞在が可能となるのかはわからない。能力の限界として、最大に育てて二十三時間五十九分ということもありえる。

　だが、可能性があるのは、もうこれしかないのだ。

「俺の能力を育てるということは、手に入る限りの素材を村に納めていくのが手っ取り早いだろう。国として手に入れた金も、かなり使うことになると思うが……協力して欲しい」

　全員が力強く頷うなずく。

　世界そのものの滅びは回避できないだろうが。生きてさえいれば、いくらでも再起できるのだ。まあ、俺は「移住」できないから、村の範囲外に出ることができないし、村人たちからは姿すら見えないわけだが。

　みんながいて、エネルたちもいるのだから、全く問題にならない。

　少なくとも飢える心配もないだろうし、家族全員が無事ならＯＫだ。

　ちなみに現在の『てのひら開拓村』のステータスはこう。

　──────────────────────

　☆☆☆　てのひら開拓村　☆☆☆

　現在のレベルは　54　です。

　村の名前は『ハスクバーナの街』です。

　開拓度は『中堅港町』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：「総人口７０００人」を達成

　──────────────────────

　レベルが50を超えて、ステータスが「街」になった関係か、レベルアップの為ために必要な人口も元々の１００人単位から１０００人単位へ一気に増えている。

　急に街の範囲が広くなったからか、人口の流入も激しいのだろう。

　あと、うちとディー侯こう爵しやく領との取引で手に入れたものを中心に入れていたからか、海産物の割合が増え、開拓度が『港町』に変化している。

　実際に、街を歩いてみると、大きめの港があり小さな船がいくつか並んでいるのだ。

　ただ、船はほとんど開拓村に入れたことがない関係か、作りはちょっとショボいものが多い気がする。

　この辺りも、最新のものを入れていかないとこれから先のレベルアップは厳しいに違いない。実際、レベルが低かった頃と比べると、新規で開拓村に入れている品物の数は比べものにならないのだ。そのわりには、レベルアップの速度はほどほど。

　まあ、このレベルとなればポンポン上がったりしないものなのかもしれないが、今はレベルアップが最優先事項。できれば、ポンポン上がる仕様であって欲しかった。……まあ、そう甘くないってことなのだろう。




　次の日から、さっそく「開拓村レベルアップ作戦」がスタートした。

　今まで、商品の数など自重していた部分があったが、もうそんなことをしている場合ではない。さすがに価格破壊が起こるような量を出すわけにもいかないが、どうせ世界が滅ぶかどうかの瀬戸際なのだ。多少の無む茶ちやもせざるを得ないだろう。

　俺は親父おやじのところへ飛び事情を伝え、今はまだ大丈夫だが、しばらくしたら親父は島に避難しておいて欲しいと伝えた。

　できる限りの人を助けたいという気持ちはあるが、なにもかもすべてというわけにはいかない。俺にできるのは身内を助けることだけだろう。

　親父は、静かに話を聞いてくれたが、自分だけ逃げるわけにはいかないと断った。親父ならそう言うだろうと、予想は付いていたから、俺はひとまず納得したふりをして島に戻った。なに、いざとなったら力尽くで連行すればいい。

　状況次第では、親父のところに刺している「出口の杭くい」も回収しなければならないだろう。今は、島とディー侯こう爵しやくの屋敷と実家で三本使ってしまっているから予備がないのだ。

　ディー侯爵のところとは連絡を密に取る必要があるから（さらに夫の責務もある）、まだしばらくは回収は難しいという問題もある。

　次に、ディー侯爵のところに飛び、滅びの件を伝えた。

　侯爵は身内だ。というか、お義か母あさんというやつである。うちは、親父に育てられた完全なる父子家庭だったから、「おかあさん」と呼ぶことにかなり抵抗があったが、呼んでいるうちにだんだん慣れてきた。

　ちなみに、ファウゼルはお義に兄いさんである。まあ、さすがに今更そう呼ぶこともないが。

　とにかく義は母はに伝えると、協力を約束してくれた。

　元々、彼女は俺に対してやたらと便宜を図ってくれるわけで、これ以上となると申し訳なさすらある。だが、大貴族である義母の助けは絶対に必要だ。

　それこそ、この世界のすべてを開拓村に入れるくらいの気概がなければ、残りの滞在時間を埋めるのは難しいだろう。

　俺は必要なことだけ伝えると、またすぐ島に戻った。

「待たせたな！　じゃあ、さっそくやるぞ！」

　部屋で待っていたのは、カエデとレンと戦士君たち。

　世界中のものを開拓村へ入れるために、機動力を上げることが急務となるのだ。

　その決め手になるのは、やはりカエデの能力だ。新しい乗り物を開発する。

「うん！　でも……なんだっけ？」

「垂直離着陸回転翼軸可変式飛行機を作る！」

「えっ？　すいちょくりちゃくりく？？」

「空飛ぶ船だよ」

　俺は事前に用意してあった紙飛行機と竹とんぼを飛ばしてみせ、簡単に飛行機やヘリコプターの理屈を説明した。カエデは賢い子だから、すぐに理屈を理解した。

「本当は飛行機は不慮の事態に弱いからやりたくないんだけどな。速度を考えればやるしかないと思う。飛行機ならディー侯こう爵しやくのところまで、たぶん半日で着くぞ」

　プロペラ機でもカエデの力なら時速八〇〇キロくらい出るだろう。

「設計図を描くから、カエデは少しずつ命を与えてパーツを結合させていって欲しい。今回はさすがに石だとマズいから、基本は木材で作ることになる。要所は鉄だな」

　いくら命を与えるとはいえ限界というものがある。木材でなるべく軽い作りにするつもりだが、本当に飛ぶのかどうかはわからない。

　まあ、時間はないが試行錯誤でいこう。

「あとは、同時進行で自動車だな」

　ある意味ではこっちが本命だが、ゴムがないから車輪に関しては工夫の必要がある。車輪そのものを大型化してなるべく車輪そのものがショックを吸収する作りにするか、なにか良い素材を見つけてゴムタイヤの代わりにするか。

　いずれにせよ、自動車なら途中でカエデの能力が切れても危険はない。飛行機よりも遥はるかに安全だろう。

「なんにせよ設計図を作っちゃおう」

　とはいえ俺は門外漢。ちゃんとした設計図など描けるはずがないわけで、イラストを使ってだいたいのイメージを共有する程度だ。




　設計図作りの途中で休憩を挟み、その間に俺は開拓村に訪れた。

「カーイ。大変なことになってるみたいだね」

　俺が来るのを待ち構えていたかのように、目の前にエネルがいた。

　エネルにしては珍しくなにも食べていない。

　たいてい、なにかしらモグモグしているのに。

「ああ、まさかこんなことになるとはね。俺って呪われてんのかな」

「どうかな。全人類の危機だからね。カイだけがってこと、ないんじゃない？」

　エネルはなにも食べていないこと以外は、いつも通り、朗らかな調子だ。

「……なんとか、なると思うか？」

「二十四時間滞在のこと？」

「もちろん、それもあるけど」

「──大丈夫だよ」

　エネルはこちらをまっすぐ見つめて言い切った。

「今日のカイが、今までで一番エネルギーに満ちているからね。やっぱり人間、必死になると違うってことかも」

「確かに必死だよ。国民も家族も守んなきゃだしな」

「あっ、そっか。……カイに子どもができたんだったねぇ。私たちの弟か妹ってことか」

「エネルたちが俺の娘っての完全に違和感だけどな……」

　エネルは初めて出会った時、俺のことをお父さんと呼んだ。冗談半分みたいな調子だったが、彼女たち「エルフ」が俺の能力で生まれた存在なのもまた事実だ。

「とにかく、私たちもできる限りの協力はするからね。コロモもシエルも馬車馬のごとく働かせちゃっていいから」

「助かる。特にコロモの技術はそのまま金になるから」

　貴族相手の高級服はコロモの独壇場だ。かなりの金額をふっかけることができるし、装飾品も作れるから強い。そのうち宝石を見つけてきて、ジュエリーを作ってもらってもいいかもしれない。

　シエルの能力もかなり強力ではあるが、少し扱いが難しい部分がある。

　工事現場では大活躍なのだが……。どこかのお城の大規模改修の仕事なんかがあれば、受けてみてもいいか──というくらい。ちょっと精霊さんは目立ちすぎる。

「エネルには伝えておくけど、目下の目標は『滞在時間を二十四時間にすること』。いちおう確認しておくけど、二十四時間滞在が可能になったら、俺がここにずっといるのは可能になるんだろ？」

「可能だね。ただ、その場合でも『出口』から出たら、外に出ちゃうから、開拓村から外には出られないけど」

「それはわかってる。確認だけできればいいんだ」

　よし。とにかく、エネルが二十四時間滞在についてお墨付きをくれたから、あとはそこを目指して頑張るだけだ。

　期間は二年半だが、その日キッカリに隕いん石せき群が来るという保証はない。

　もしかしたら、もっと前から断続的に隕石が降り注ぎ、決定的に滅びたのが二年半後なのかもしれないからだ。

　だから、余裕を見てせめて二年。遅くとも二年と三ヶ月程度で目め処どを付けたい。

「エネルも街になにが足りないのか、どんどん要望を出してくれ。最優先で回す」

「おっ！　じゃあ、いろいろ注文しちゃおうかな。まずはね──」

　エネルから、ちょっと遠慮のなさすぎる要望を聞き、これから仕入れるものの指針とし、俺は一度開拓村から出た。




　次の日。

　俺はアビス、カエデ、レンを伴い島の遺跡を訪れていた。

　この場所は、ある意味では観光の目玉となり得る場所ではあるのだが、さすがに秘密にしておきたい場所。誰にも近づけないようにするつもりだが、今日は用事があるのだった。

　遺跡の内部に入り、土砂で埋め直した場所に命を与えてもらい、もう一度道を開く。

　目的は魔力安定化装置のコンソールにいる人工生命、ナビゲーター・レプリカントの「ホリー」だ。

　彼女とはあまり会話することなく前回は探索を終えてしまった。世界に平穏が続くのであれば、過去の遺物を殊更に暴き立てる必要はなかったのだが、事情が変わったのだ。

　彼女がどの程度の知識を持っているのか、確認しておく必要がある。

　俺たちは、安定化装置室に入り、コンソールから「ホリー」を機動させた。

『おはようございます。マギ・スタビライザー・ナビゲーション・レプリカント「ホリー」です』

　画面に女性の顔が現れ、前回とほとんど変わらない台詞せりふで目覚めるホリー。

　この段階では、知性らしきものは窺うかがえない。だが、彼女は「レプリカント」を名乗っているのだ。特定の会話パターンを繰り返すだけの、いわゆる人工無脳などではなく、人格を持った「人工知能」であるはずなのだ。

「あとおよそ一〇〇〇日後に隕いん石せき群の来襲で世界は滅びる。回避の手段はあるか？」

　俺はいきなり本題を切り出した。

　人工無脳ならば、まともには答えられないだろうが、高度ＡＩならば、なんらかの答えを出してくれるだろう。

『隕石群の襲来は政府天文機関によりすでに予見され、一一二一年前に対隕石群用魔導誘導弾の開発が始まったはずです。私はネットワークが途絶しておりますから情報の更新ができておりませんが、すでに完成しているのではありませんか？』

　誘導弾……！

　そうか。政府が転覆しなければ、そんなものができてたかもしれなかったんだな……。魔法文明、優秀すぎだろ。なんで、テロリストなんかに負けたんだ。

「いや、政府はテロリストによって千年以上前に解体された。誘導弾はどこにもない」

　まあ、誰かが遺志を継ぎ開発を続けたという可能性もなくはないだろうが……希望的観測はやめたほうがいいだろう。魔法文明の残骸すらほとんど見ることがない世界になっているのだ。宇宙で隕いん石せきを自動で迎撃できる何千発ものミサイルがどこかにあるなんてのは、可能性としてゼロだ。

『政府が解体……？　なるほど、ネットワークが繋つながらなくなった理由はそれだったのですね。しかし、その後の復旧もないとは……？　現在はまた別の魔導ネットワークを？』

「いや、ネットワークはない。世界は改変されてしまった。君の時代からすれば、文明黎明期に戻ったような暮らしをしているよ。鉄を熱して叩たたき道具を作るような時代にね」

『なるほど。そのような世界では、私は失われし時代の古遺物というわけですね。ありがとうございます。だいたいの事情は把握いたしました。この場所を千年以上も放棄している時点で、ただならぬことが起きているとは予想はしていましたが』

　このレプリカントは、千年も意識を持って待ち続けていたのだろうか。いや、コンピュータの中だし、スリープモードで一瞬のことだったのだろう。そう考えないと切ない。

「とにかく誘導弾はない。なにか、それ以外で隕石群に関する対策案はないか？」

『……可能性があるとすれば、アラミラの使徒の力だけでしょう。魔導が失われたのであれば、どうにもなりませんから』

「ここの設備は生きているぞ。なにかできることは？」

『ここではレプリカントを作るくらいが精々でしょう。隕石群相手では無意味ですね』

　画面の中の女性が、眉根を寄せて残念そうな表情を作る。

「そうか……」

　まあ、ダメ元だったから、そんなものだろう。

　ただ、レプリカント技術に関しては「開拓村」に入れておきたい。

　外から持ち込める「技術」としては隔絶したものがあるし、材料という点でもこの遺跡はハイテクノロジーの宝庫だ。

「そういえば、この魔力安定器ってのは停止はしちゃだめなのか？」

　停止でいいような気がするのだが、なぜか「攪かく乱らんモード」というので作動中だという。アビスが言うには、魔力の感じが気持ち悪い以上の意味はないとのことだが。

『停止した場合、魔法才能者による「火入れ」が必要になりますから、特別な理由がない限りは一度起動したら連続運転となります。そちらにプロト・アビスがいますから停止をしても再起動は可能ですし問題はありませんよ？　停止いたしますか？』

　アビスがいれば──というのは、単に今ここにいる魔法使いがアビスだからだろう。

「あー、どうするかな。ちょっと待って。その前に全部説明するわ」

　このレプリカント「ホリー」は間違いなく人格を持っている。今は少しでもヒントが欲しい段階だ。特に「魔素」を開拓村に認識させる方法を見つけなければならない。

　俺は、ホリーに自分の能力のことをすべて話した。

　基本的なこと以外にも「出口」や「テレビ」や「外遊」なんかのオプションのことも。

『……理解いたしました。あなたの力は非常に奇特かつ強力な能力であると考えます。私は過去の──伝説級のものも含めて三二二人の使徒のデータを持っておりますが、類似するものすら見当たらない力です。あなたの能力「てのひら開拓村」は、通常のアラミラの使徒が持つ力一〇人分にも相当する力と可能性を秘めていると言っていいでしょう』

「褒められてもな」

『いえ、非常に強力な力です。私があなたに協力すれば、その能力の中で「魔法文明」を再構築することすら可能でしょう』

「ああ、魔素の科学的利用法についての知識があるんだ？」

『はい。元々の私──「オリジナル・ホリー」は優秀な研究者でしたから。自分で言うのもおかしな話ですが』

「研究者か！」

　なるほど、これは実際掘り出し物だったかもしれない。

　魔法文明時代の人間の中でも、専門家とそうでない人間とでは全然意味が違ってくる。アーサーは頼りになるが「特別な能力を持つアラミラの使徒」であるが故に、基本的には遊んで暮らしていたらしいし、ステイシーが大人になるころには、魔法文明は滅びかけていたらしく、その手の教育は受けていないのだとか。

　アビスとセレスティアルは戦闘員だからか、やはり知識は基本的なものしか持たない。

「せめて、コンピュータの中に閉じ込められてるんじゃなければ、実際に現地を見て教えてもらったりできるんだがな」

『ああ、そういうことですか。ここの設備は生きているんですよね？　設備内ならネットワークも生きておりますし……少々お待ちください』

　ホリーはそう言って、画面から消えた。

「おい！　どうしたんだ、急に」

『………………』

　応答はない。まあ、待てと言うからには待つしかないだろう。

　待っている間に、魔法文明の遺物をどういう風に開拓村に入れるのが最も効率良くレベルアップに繋つながるのかを考えていた。魔法文明の遺物は、言ってみれば前世の電気製品みたいなものだ。今の開拓村にはオーバーテクノロジーだが、理屈込みで受け入れられればかなり発展に寄与してくれるだろう。

　問題は「開拓村には魔素がない」ことだが、そちらの解決へのヒントになる可能性も高い。アビスとセレスもいっしょに避難するためには、魔素を開拓村に入れることは絶対に必要なことだ。能力のレベルアップと同時進行で方法を探していかなければ。

　まあ、普通に考えれば俺自身が「魔導科学」について理解して、その上で前時代の遺物を村に入れることが最善なのだろう。魔法使いになるのが無理なのだから、それぐらいしか思いつかない。研究者であるホリーに習えば、あるいは可能な手なのかもしれない。

　そんなことを考えて、二〇分ほども待っただろうか。

「お待たせ致しました」

　声がしたのは画面の中ではなく、背後の扉のほうからだった。

　ちょうどデッキから下を見ていた時だったので、驚いて落っこちそうになった。アビスが支えてくれなかったら危なかった。

「あら？　驚かしてしまいましたね。こちらの姿では初めまして。レプリカント・ホリーです。以後、お見知りおきを」

　彼女は画面の中から飛び出して、肉体を得て戻ってきた。

　いや、人造人間レプリカントなんだから、そういうこともある……のか？　わからん……。

　ホリーはアビスやセレスと同じ白髪で、三つ編みにしている。

　角がない代わりにヘッドバンド状の飾りを頭に付けている。とにかく、初めて見るレプリカントだ。いや、画面では見ていたけど。

「どうやったんだ……？」

「どうもこうも、材料はありますから肉体を構築しただけですよ？　私はここのコンピュータを完全に掌握しておりますから、これくらいは容易ですね。人格のインストールも手間がありませんし」
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「魔法文明ってスゲェ……」

　ハッキリわかってしまった。この世界は千年前までは俺の前世の文明を遥はるかに上回るテクノロジーで世界が回っていたのだ。

「世界を救うために、私も微力ながら協力させていただきますわ。お名前、お聞きしても？」

「カイだ。よろしく頼む」

　俺はホリーと握手した。アビスと同じ、人間よりも少し高い体温。

　まさか、コンピュータの中にいたレプリカントが受肉して登場というのは予想外だったが、非常に頼りになりそうだ。

「プロトも久しぶりですね。素敵なマスターに出会えたようで私も嬉うれしいわ」

「……うん。ホリーも久しぶり。元気みたいで、私も嬉しい」

「プロトって？」

　ホリーがアビスを変わった呼び方をするが、どういう意味だ？

「研究所では製品版アビスも作っていましたから、プロトタイプである彼女のことは、所長以外みんなプロトとか、プロト・アビスって呼んでいたんですよ。所長は逆にプロトのことだけをアビスと呼んで、製品版アビスのことを量産品と呼んでましたけど」

「そういうことか」

　アビスは生まれてから一度もあの研究室を出たことがなかったようで、レプリカントとしての基礎知識みたいなもの以外は、ほとんど忘れていた。

　セレスティアルに関しても知識はあるけど、会ったことはないと言っていたし、そもそもアビスは自分自身を最後に作られたアビスと誤認していたくらいだ。おそらく、記憶を人為的に消されたことで、混濁した部分があったのだろう。

　正確には、彼女は最初で最後のプロトタイプ・アビスなのだ。

　カエデとレンのことも紹介し、もう一度現在の状況をホリーに説明する。

「ふむふむ。なるほど、実際かなりヘヴィな状態ですね。千年前のテロ組織もまさか、このような事態までは予想していなかったでしょう」

　どうかな。あるいは、運命のままに死ぬことを是ぜとしていた可能性すらある。それくらい狂ってなければ、わざわざ便利な生活を捨てたりしないのではなかろうか。

「とにかく時間がありません。カイ、まずは私の『マスター』になっていただけますか？　レプリカントの中では私は特例的に自立行動力があるほうではありますが、やはりマスターがいたほうができることに幅が生まれますので」

「マスターに……」

　アビスのほうを見る。

　俺はアビスのマスターだ。複数契約ってどうなんだという感じもするが……。

「マスタ。私はかまわないよ。ホリーがいたら私がもし壊れても直せるし」

「いいのか？」

「うん。それに……マスタは私のマスターであると同時に、旦那様だから」

　アビスからそんな言葉が出てくるとは思わず、少し驚く。

「旦那様になる前だったら？」

「……嫉妬に狂ってたかも？」

　なんで疑問形なんだよと思ったが、アビスにとってはそれが自分にはなかった感情だからなのだろう。アビスは俺が他の女性と仲良くしていても嫉妬する素振りを見せたりしないが、レプリカント同士となると違うのか。

「プロトがこんなに表情を見せるとは、カイは良いマスターのようですね。研究所でも可愛かわいがられてはいましたが、人間らしい機微はあまり見せませんでしたし」

　俺と出会ってから、本当にいろいろあったから。そういった経験がアビスの心の形成に役立ったということなのかもしれないな。

　俺はホリーとマスター契約を結び（といっても口約束だけで済んだのだが）、彼女を「開拓村」へ招待した。

　ホリー曰いわく「魔素がない状態」というのを体験したいし、エネルたちや村人たち、そして村の様子を見たいということらしい。

　アビスから「息を止めてれば幾分か楽」というアドバイスを貰もらい移動したのだが、ホリーは二〇秒程度で昏こん倒とうしてしまった。すぐに「ゲスト」を解除し、外に出る。

「だ、だいじょうぶか？」

「はぁっはぁっ、ダメですね。人間で言うところの真空ですよ、アレは。むしろプロトはよくあれだけ保ちますね」

「息止めてれば大丈夫」

「なるほど……そういえば私やセレスのような後発機は、口と鼻からではなく全身から魔素を吸収する仕様なんでした……。これは、まいりましたね。このままシェルターに入れないままでは私も滅びに巻き込まれてしまうというわけですか」

　彼女にしてみれば、いきなり当事者になったような感じか。

　なんにせよ、受肉した彼女にはやって欲しいことが山ほどある。一番は魔素を開拓村に入れ「認識させる」方法だけど、単純にレベルアップも手伝って欲しい。

「マスター・カイ。とりあえず、私に考えがあります。あなたの能力に『外遊』というのがあると言いましたよね？　外で村人自身が学び村に還元する力なのでしょう？　その村人に私自身が魔導科学を伝授しましょう」

　ホリーは意外な提案をしてきた。

　だが、理に適かなっている。

　俺が学んで還元するよりも、村人自らが学び取り込むほうがいいに決まっているのだ。

「だけど、そうするとホリーが付きっ切りになってしまうな」

「ああ、それなら問題ありません、ほら、ちょうど完成したようですから」

「ん？　おわァ！」

　ホリーが扉の辺りを指さすと、ホリーと同じ外観のレプリカント……つまりホリーが四人、ぞろぞろと登場した。

「彼女たちに、村人の教育をお願いするつもりです。ここならば、最低限の教育を施すのに教材も申し分ありませんし。あとは、素材のほうを開拓村に入れれば技術として固定するはず。能力のレベルアップにも大きく寄与するでしょうし、上う手まくすれば魔素の認識も」

「ホリーから情報は共有しています。よろしくお願いします」

　四人のホリーたちは口を揃そろえてそう言った。

　なるほど、これが本来の意味での「レプリカント」なのだろう。増殖できることが強みなのだから、当然こういうことが可能なのだ。

「とりあえずマギ・スタビライザーは停止せずこのまま運用しておきます。教材としても使いますので」

　俺は開拓村に一度入り、「魔法エンジニア」候補を四人連れてきた。前にディー侯こう爵しやく領で出した時は三人だったが、レベルが上がって「外遊」で出せる人数が四人に増えたのだ。

　ちょうどホリーの数といっしょだから、マンツーマン指導が可能である。

「では、ホリーたちは彼らに基礎からみっちり魔導科学を教えていきます」

「ああ、頼む。外遊は一定期間で『村』に戻っちゃうから、そしたらまた言ってくれ」

「島の中ならばホリー同士で通信が可能ですから問題ないでしょう」

　なんと同種同士の無線通信も可能らしい。いや、これは当然か。レプリカントは兵士としての役目が多かったんだろうし。

　それにしても、それぞれが相互に無線通信でき、全員が同じクオリティの兵士なんて最強すぎるだろ……。




　遺跡を出て、ホリーに島を案内し、みんなにも紹介した。

　三人目のレプリカントともなると、ただの隣人といったくらいの感覚になるようで、みんなの反応もそれほど大きいものにはならなかった。まあ、ホリーは角がなく白髪以外は人間と変わらないからかもしれない。

　作製中の飛行機と自動車の設計図もダメ元でホリーに見て貰もらったが、重心などを計算して工学的に正しいデザインに描き直してくれた。

　特に飛行機は俺が描いた尾翼のデザインが力学的に間違ってるとかで、正しい形に修正してくれた。間違ったままだと墜落の危険があるから、ありがたい。

　やはり知識は偉大だ。うろ覚えでは無理がありすぎた。

　それにしても、ホリーはさすがエンジニアというだけあって優秀だ。

　さらに、時間と材料があれば、魔導エネルギーで補助的に動くようにもしてくれるという。飛行機はカエデの能力が時間切れになったり、不慮の事態でカエデが気絶なんかした場合が怖いので、そういう保険ができると助かる。

　ホリーの知識を入れていけば開拓村のレベルアップもスピードが上がるのは確実だし、未来に希望が見え始めてきた。これは、もしかするとなんとかなるかもしれない。

　いや、なんとかなるかもじゃない。なんとかするんだ！





　　　　◇◆◆◆◇






　あれから一年弱の時間が流れた。

「これでも、まだ足りないのか！」

「ペースそのものは悪くないんだけどねぇ……。魔素も村と相性が悪かったのかな」

　俺は、エネルから連続滞在可能時間を聞いて、焦りを強めていた。

　ビーエから「滅びの期限」を聞き行動を開始してから一年近く経たつが、まだ連続で滞在できる時間は十九時間にまで延びた程度だ。

　レベルは73まで上がっているが、二十四時間滞在までにはあと五時間も延ばさなければならない。

　すでに、かなりいろいろな物品を村に入れた。

　能力を得てから一年前までの五年間分よりも、遥はるかに多くのものをエネルに渡している。そして、そのほとんどが認識され、開拓村を大きくする要素となっている……はずなのだが、さすがは高レベル帯ということだろうか。一朝一夕にはいかないらしい。

　ホリーから魔導科学を習った村人たちが魔導を広めた結果、科学的にも大幅な進歩が見られ、魔法の力で火を熾おこすコンロが普及していたりする。

　しかし、魔素を村に入れることは依然としてできていない。エネルが言うように「相性」が悪かったのだ。

　村にはすでに「魔法」があり、この魔法は「謎のエネルギー」で発現する。種類としては、レンや僧侶ちゃんなんかの魔法と同じで「魔素」を使わず発動できるものだ。そもそも最初に開拓村で魔法が生まれた理由が、レンが村人に魔法を教えたからなのだから当然といえば当然なのだが。

　で、そんな感じだったところに「魔導」を広めたら、そのまま魔素なしで魔導科学による道具──ホリーが用意したのはライターだったが──が使えてしまったのだった。

　かといって、村に魔素が認識されたわけではない。

　ただ、結果としての「魔導科学」だけが根付いていっている。これは、完全に誤算だったが、結局──俺が魔素というものを認識できていないのが問題なのだ。

　魔素が見えない以上、魔法や魔導科学により起こる現象は結果しか観測できないのだから。魔素が減っているところも見えないし、感じることもできない。それでは、魔素を村に入れることはできないということなのだろう。

　とにかく、結果だけが不気味に開拓村の中でも根付き、開拓村産の魔道具のレベルは加速度的に上がっている。スペシャルショッピング（現状のレベルでは量産不可能な試作品、あるいは一点物を買うことができる）でなら、魔法の力でエネルギー弾を飛ばす拳銃を買うことすらできるほどなのだ。魔素をエネルギーにしているわけではなく、ただノーコストで使える弾丸のいらない銃。レンの魔法と同じようなものだ。

　開拓村は、もうそのレベルまで進んでいる。

　もちろん、魔素関係だけではない。世界中でありとあらゆる品物を手に入れ、開拓村へ納めてきた。

　開拓村周辺の魚類やら貝類やらはほぼ全種類。近くの街の市場で手に入るものは片っ端から。食べ物以外にも、工芸品も買い集めたし、動植物もなるべく入れた。

　ただ、やはり時間がいくらあっても足りなかった。それだけ世界は広いし、多様性があった。珍しい工芸品を扱っている土地では、「外遊」を出し、市場が開かれている土地では、高く売れそうな品物を選び売ったりもした。

　それでも、まだ十九時間！

　……いや、このペースなら問題ないのかもしれないが、言い知れぬ不安があるのだ。

　世界は広い。

　だが、同時に狭くもある。多様性があるといっても限界がある。

　人間の営みの基本は、服を着て、何かを食べ、家を建て暮らす、それだけだ。

　世界を探し回って、小さな村を見つけたり、森の中でひっそりと暮らす部族を見つけたところで、人々の生活の基礎はどこでだろうと同じということ。

　どこかに、超科学文明があるとか、超魔法文明があるとか、そういうイレギュラーは存在しない。

　宇宙船を見つけられるわけでもないし、賢者の石を得られるわけでもない。せいぜい、素材やデザインの違う服を見つけられるとか、珍しい果物を探し当てるとか、珍獣を発見するとか……そんな程度だ。

　となれば、これから先に大きくレベルを上げるというのは難しくなってくるのは明白。

『てのひら開拓村』の新しい能力も二つほど増えたが、これに関してもそれほどレベルアップに寄与するものではなさそうだった。

　決して、楽観的に構えていられる状況ではないのだ。

「子どもだって産まれるのに……」

　ユーリもサラも、もう臨月だ。

　義は母はであるディー侯こう爵しやくの計らいで、お産は侯爵の城で行うことになっており、二人は今、島にはいない。

　侯爵は大貴族で、お抱えの「癒いやし」の祝福者もいるし、いつでも対応できるように、助産師も複数人待機。俺のほうからは、僧侶ちゃんたちとバッファーの天使ちゃんまで派遣している。体制としては万全と言えるだろう。

　すでにフィオーナも出産を控えた身であるし、義母も他の娘の出産も城でやればいいと言ってくれていて、とても心強い。

　もちろん島でも出産は可能だろうけれど、なんでも揃そろう大都市でお抱えの侍女も助産師も多い義母の城のほうが安全だ。なんといっても「魔法使いが産まれる貴族の城」なのだ。この世界で最高の体制が整っていると言っても過言でもなんでもない。

　子どもが産まれるというのは、当然楽しみであるし、嬉うれしい。

　だが、滅びの未来のことを思うと頭が痛くなるのも事実だった。

　自分や嫁たちだけなら、ヒロイックに滅びを受け入れることも良いかと思っていた部分もあったが、もう今はそんな風には考えることすらできなくなっていた。

　親になる。そのことが、こんなにも勇気を生むとは思ってもいなかった。

　今なら、相手が国だろうが神殿だろうが、免れ得ぬ滅びの運命であろうが、立ち向かうことができるだろう。




　そして、二〇日後。その時は唐突に訪れた。

　臨月ということで、俺は「出口の杭くい」を使い、遠くの街へ素材を探しに行きながらも、毎日何度かは義母の城を訪れるようにしていた。

　最初に産気付いたのはユーリだった。

　すでに万全の体制が敷かれていたが、なんといっても初産だ。俺も義母に出産についての基本的なレクチャーは受けていたが、実際のお産は衝撃であり感動であった。

　新しい命の誕生。

　産声をあげ俺の指を握る赤ん坊は、か弱く、軽く、しかし確かに強い熱を持ち、この世界に生まれ出いでた者のエネルギーを発していた。

「ありがとう、ユーリ。おめでとう。俺はこの子の未来を絶対に守るぞ」

「……カイ様……。そうですわね。親である私たちの責任です」

「そうだな……！」

　産後すぐで息も絶え絶えなユーリの手を握り、俺は涙を流した。

　胸に熱いものがこみ上げてきて、ただただ叫び出したい感情に支配された。

　人間は、みんなこうして綿々と世代を……未来を受け継いできたのだ。俺だけではなく、誰でも。未来へのバトンを渡して、生は続いていく。

　決して、こんなところで途切れさせてはいけない。途切れさせたくない。

　こんな気持ちは、自分が親にならなければ感じることはなかったに違いない。




　ユーリの少し後にサラも無事に子どもを出産。俺は二児の父となった。

　といっても、俺自身にできることはほとんどない。

　義は母はの城は万全の子育て体制が敷かれていて、母親は体調が戻るまでは寝て過ごし（そもそも癒いやしの祝福と、僧侶ちゃんの魔法のダブル回復で肉体的には元に戻っているのだが）、赤ん坊にも、母乳を与える以外は侍女たちが付きっ切りで世話を焼いているのだ。

　ユーリとサラには、気にせずに仕事を続けろと言われてしまったけれど、俺だって子どもの顔を見たいのだ。ということで、あちこちへと飛び回りながら、それでも毎日一度は義母の城へ顔を出すことにした。子どもの顔を見れば、一日の疲れも吹っ飛び、やる気が出てくるから不思議だ。

　ユーリとの子は男の子で、名前はジークムントと決めた。ユーリの祖父の名前で、古い公爵領だったモンディアルを独立させた人物だったのだとか。

　ジークは全体的にユーリに顔立ちが似ているから、将来はかなりのイケメンになるだろう。開拓村のレベルアップが上う手まくいけば、彼の青春は開拓村の中で──となるのだろうか、なんとも不思議な感じがする。

　サラとの子は女の子で、名前はセラフィと決めた。なんでも、サラが子どものころに憧れた舞台の主人公の名前なのだとか。

　セラフィもサラ似だ。特に少しキリッとした目元がよく似ている。この子も将来は美人に育つだろう。

　再来月にはフィオーナの子も産まれる。

　島のほうではルキアとローザも妊娠し、そちらはあと半年後くらいだ。

　カエデ、リーベル、マリエラはまだだが、今は「滅び」を回避することに注力したい関係で、あまりそういう行為はしていないから、彼女たちが子を生なすのはまだ先だろう。





　　　　◇◆◆◆◇






「お兄ちゃん、どうしよう？　もう、ほとんどの国は行ったけど……」

「そうだな。……ちょっとヤバいかもしれない」

　俺とカエデはテーブルに地図を広げて、目的地選びをしていた。

　すでに訪れた地域には印を打っているのだが、大きな街はすでにすべて網羅した。残りの小さな村を訪れて回るのも手ではあるが、労力とリターンが見合わない可能性が高い。

　小さな村で生産されるようなものは、たいてい大都市にまで流れているのが常だ。

　とすると、季節によって採れるものが違うだろうから、都市のほうをもう一周したほうが効率が良いだろうか。

「なんにせよ、あと一年だ。エネルに足りないものを訊きいてくるよ」

「はーい。いってらっしゃい」

　俺は一度開拓村に移動した。




　開拓村に移動すると、必ず村の入り口付近に出る。

　入り口の周辺の土地は、エネルたち三姉妹が住む場所で、屋敷があり庭にはテーブルとベンチタイプの椅子が置かれている。

「開拓村」がどれだけ発展しようと、ここだけはいつまでも同じように変わらず、時の流れから置き去りにされたかのようだ。

　開拓村のレベルが低かったころは、むしろエネルの屋敷は最先端だったのだがなぁ。

「カイさん、カイさん！　服、もう結構完成してますから持って行ってください！」

　今日は珍しくエネルではなくコロモが出迎えてくれた。

　彼女が持って行けと言っているのは、村のレベルアップの為ためだったり為い政せい者しやへの贈り物だったりする衣類や装飾品の数々だ。

　彼女の技術は隔絶して高く、衣類は当然として、靴やカバンなんかの革製品も前世で売っていた品のようなレベルのものが作れるし、装飾品の類たぐい──指輪やネックレスなども材料さえあれば作製可能なのである。

　便宜を図って貰もらうための権力者への贈り物としては、かなりの威力があったのだった。

「あ、あとこれ私からの出産祝いです」

「えっ、嬉うれしい。マジで？」

　コロモは産まれたばかりの赤ちゃんの為に、こっそりとプレゼントを用意してくれたらしい。包みを取ると、中から出てきたのは赤ちゃん用の前掛けやニット帽や靴下などがセットになったものだった。

　とても柔らかな手触りで、かなり良い生地を使っているのがわかる。これほどの素材は、向こうではそうそう手に入らない。

「こういう小物は向こうではあんまりいいのがないから助かるよ。ありがとな、コロモ」

「はい。もうちょっと大きくなったら、靴なんかも作りますから言ってください」

「嬉しいよ。俺なんかも靴はコロモが作ったのじゃなきゃ履く気しないくらいだから。向こうのはどうしても作りがまだ雑だからね」

　靴はコロモの独壇場だ。最近は、水牛の革だけでなく、普通の牛革や羊革、蛇革なんてものも使えるから、貴族に会う時なんかには話題に事欠かない。それで商談が上う手まくいったこともある。コロモ様様である。

「ところで、今日はエネルはどうしたんだ？」

「あー……。お姉ちゃん、レベルアップが滞ってる件で責任感じて、街のほうに調査に行ってます」

　調査？

　開拓村のことなら、なんでも感覚でわかるのかと思ったが、そういうわけでもないのか。

「別にあいつに責任なんてないだろ」

「軽はずみにカイさんなら大丈夫なんて軽く言っちゃったこと、気にしてるみたいですよ」

「そんなもん気にしなくてもいいのに。なにもかも全部なんてわかるわけないんだから」

「お姉ちゃん、ああ見えて結構責任感あるから……」

　まあでも、停滞していることは確かなのだ。何か手を探してくれるなら助かる。

「でも、調査ってなんの？」

「何が足りないのかって。お姉ちゃんもどんどんレベルアップしてたから、なんとかなるって思ってたみたいです。でも……今ちょっと停滞しちゃってるから」

「そうか」

　エネルでも焦るような状況なのか。

　レベル自体は上がっているけど、目的である二十四時間滞在にはまだ遠いのは確かだ。




　しばらくコロモと話をして待っていると、エネルが街のほうから戻ってきた。

「やー、カイ。来てたんだ」

「お前を待ってたんだよ。調査、してきたんだろ？　なんかわかったのか？」

「んー……まあね。わかってみれば単純なことだったんだけど」

　単純？　なにか見逃しがあっただろうか。

　なるべくいろいろな品物を入れるようにしていた。それこそ、雑草から土や石、雪や雹ひようを入れたことまである。これ以上となると、それこそ月まで行かなきゃ難しいぞ。

「カイ、多様性だよ。発展には多様性が必要だったんだ」

「多様性？　いや、民族衣装も料理もかなり幅広く入れたはずだけど……」

「それはね、例えばカイの前世の日本ではどんなものでも手に入ったというのと同じなんだよ。本質的な意味での多様性じゃない。ただの文化の摘つまみ食いだ」

　確かに、前世の日本では世界中の品物が手に入ったし、料理もほとんどなんでも食べることができただろう。

　つまり──

「カイもわかったと思うけど、想像通りだよ。開拓村には『移住者』が足りないんだ。そもそも、開拓村なんて名前なんだから、開拓者である新規入植民が入ってこなきゃダメに決まってるよね。盲点だった」

「移住者か……。そうか、そうだよな……」

　移住者を開拓村に入れられる「移住」の能力は、あくまで「開拓村に住むことができるゾ！」といった、いわば特典的な能力かと思っていた。

　だが、そうではないのかもしれない。そう感じ始めたのは、ホリーに魔導科学を教わった村人たちが、街へ科学を持ち込み、それが反映されていく様子を見てからだった。

　村人たちが科学を伝える。それが発展に寄与するのであるならば、当然『移住者』だってその役割を負うことができるはず。

　だから、俺はそれとなく移住者を募集した。だが、開拓村の中への移住など、よほどの冒険野郎でなければ承服するわけがなかった。実際、何人かの候補者と話したが、結局は断られてしまったのだ。

「カイ。開拓村の総人口見て、違和感なかった？」

　総人口？　確か、今はやっと二万人を超えたくらいだったはずだ。

　街はかなり広くなり、歩いて出口まで行くのはかなり大変で、それこそ一時間以上掛かるかもしれない。エネルの屋敷の横にワープポイントが移動してなかったら、「出口の杭くい」は使い物にならない（は言いすぎにしても）レベルだ。

「まあ、そんなに違和感はないけど……強いて言えば、あんまり活気がないかな？」

　俺は時代ごとの移ろいを見てきているから、違和感があるとすればそこだ。一時期、それこそレベル30くらいのころは、広場には常に人が何十人もいて活気があった。

　今は、街は洗練されたが、なんとなく人口密度が低いというか、そう前世の日本で俺が暮らしていた片田舎の都市のような雰囲気がある。

「そこだよ、カイ。つまり、今の開拓村は街の規模からすると人口が全然少ないんだ。カイだって知ってるだろうけど、江戸時代の江戸の人口はマックスで百万人いたって話だったでしょ？　で、マックスでそれなんだけど、遷都したばっかの頃でも、十五万人くらいはいたんだ。一六〇〇年の江戸でだよ？」

　エネルたち三姉妹は、俺の前世の知識をベースとして持っているため、こういう例えができるが、なるほど、エネルの言いたいことはわかる。

　今の開拓村……ハスクバーナの規模は、まあ到底「村」とはいえず、完全に「都市」である。五階建てくらいのアパートがバンバン建ち、オシャレなパン屋や居酒屋、食堂が建ち並び、街は清潔で、人々の服装も洗練されている。

　イメージ的には前世の十九世紀くらいのレベルにまでは到達しているだろう。

「──それに比べて、人口があまりに少ない……か。確かに、二万人なんて大きな学校二〇個分くらいの人数でしかないんだもんな」

「そうだよ。この規模の街なら本当ならその一〇倍は人口がいてもおかしくないんだ」

「その歪ひずみを正す手段が『移住』だというわけか……」

「だと思う。文化的にも人種的にも多様性を確保し、街を健全化するのはそれしかない」

　結局のところ、非常に簡単なことだった。

　つまり俺は「物」ばかりをひたすら入れ続けて、村を作る「人」を入れていなかったのだ。それでは不十分だったというわけだ。

「カイ、移住者の受け入れ……できそう？」

「できるもなにも……やるしかないだろ」

「うん。私、まだカイたちとお別れしたくないからね」

「俺だって」

　ここまで育てた開拓村だ。愛着もある。

　エネルたちのことだって好きだ。

　特にエネルの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔には、島に捨てられた頃どれだけ救われたかわからない。

　彼女たちの未来だって、俺に懸かっているのだ。




　次の日、俺はビーエの家を訪れていた。

　ビーエは滅びの預言から塞ぎ込みがちになり、セレスティアルが心配して、ちょっと来て欲しいと王城に訪ねて来るほどに病んでいた。

　恐怖の特級審問官をやっていた男とは思えない凋ちよう落らくぶりだが、元々、権力の中でしか生きられないタイプなのかもしれない。後ろ盾がなくなれば、こんなものだ。

　……まあ、俺たちはビーエから「運命」を聞いて知っているだけで、ビーエ自身は実際に能力でソレを見てしまったことで、精神が崩壊したということかもしれないけれど。

「ビーエ、いるか」

「……ああ、カイ君ですか。おりますよ。もうどこにも行く気力がありません」

　ソファーでだらっと横になり、力なく返事をするビーエ。

「……未来がね……。見えないんですよ。どこまで行っても『無』なんです。私の運命は、審判の日で終わる……。あと、一年と少しで世界は終わるんです。ああ…………」

　無という部分をやけに強調するビーエ。

　なんでも、彼の能力は、少し先まで複数の未来が見えるものらしい。

　だが、「滅びの日」から先は一切見えず、この一年間ずっと、同じ滅びを見続けてきたのだという。最近ではもう眠ることすらできないとのこと。

「ビーエ。眠れないなら、開拓村に移住するか？　あそこなら能力が発動できないから、運命の能力も発動しないぞ」

「えっ！　そうなんですか!?　そういうことは早く言ってくださいよ。行きます行きます」

　バッと起き上がり、食い気味に俺の両手を取るビーエ。

　そんなビーエの横に立つセレスティアルが、少し悲しげな顔をしたのを俺は見逃さなかった。彼女は開拓村には入れない。少なくとも魔素の問題に目め処どが立つまでは。

「お前は本当にクズだな」

「えっ？　ははは、今頃気付いたんですか」

　軽く受け流すビーエ。自覚のあるタイプのクズだから、なかなか始末に負えない。

「まあいい。お前には手伝ってもらうことができた。お前の働き如何いかんで、滅びの後も生きることができるだろうし、上う手まくいったなら開拓村に移住もさせてやる」

「手伝いですか？　助かるなら、なんでもしますよ。なんでも」

「少しその軽さが引っかかるが……」

　ビーエをこのまま苦しませるのも、奴やつがしたことへの贖しよく罪ざいになるというような気もするのだが、これからやることを考えれば、ビーエの手伝いがどうしても必要だ。

　というより、どんな手を使ってでも成功させなければならないことなのだ。

「それで、なにをすれば？」

「俺たちといっしょに聖都へ行ってもらう」
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　どういうメンツで行くべきか、俺はかなり悩んだ。

　聖都へ行く理由は実に単純明快。教皇に「滅びの運命」を伝える為ためである。

　そして、教皇に声明を発してもらい、信者たちを開拓村に移住させる。

　そういう計画だ。

　神殿は国を超えた超が付く巨大組織だ。彼らが世界の滅びをアナウンスし、避難場所が開拓村であると上手く伝えてくれれば、人々の救済と村のレベルアップを同時に行えるというわけである。

　……本音を言えば、神殿の力を借りたくはない。

　だが、背に腹は代えられない。なにより時間がない。

「移住者」を大量に取り入れるには、この手段しかない。神殿の教えは、信者たちにとって「信じ、守るもの」なのだ。こればっかりは、たとえ国の権力者が指示したところで、簡単にいくものではない。

　教皇の下に行くからには、ある程度の戦力は必須。あの場所は、俺にとっては敵地と言ってしまって過言ではない場所だからだ。

　だが、完全に戦力で押すのは脅しっぽくなりそうだし、そもそもそんな必要はない。

　滅ぶのはもう逃れられそうもない運命で、彼らに対抗策があるとも思えない。

　彼らは俺の話に乗る以外ないはず。

　ということで、メンバーは俺とルキアとレン、カエデとビーエ、そしてファウゼル。あとは、護衛として忍者君を付けておけばいいだろう。

　他に必要な人員があるときは、「出口の杭くい」を使い都度呼べばいい。

　聖都は敵地みたいなものだから、危険もあるかもしれないが、虎穴に入らずんば虎児を得ず。未来を手に入れるためだ。

　アビスとセレスも同行したがったが、やることの性質上「開拓村」の滞在時間が長くなるため、遠慮してもらった。

　今回の計画は、何人かに手伝ってもらう必要があるから、各所には連絡済みだ。

　アーサーとローザには特に働いてもらわなければならないが、スムースに事を運ぶためにはある程度は仕方がない。もう神殿とは関わることなく暮らして欲しいというのが俺の本音だが、彼らでなければできないことがあるのだ。

「じゃあ、早速行くか。時間が惜しい」

「しかし、聖都は遠いですよ？　船で行くんですか？」

　ビーエから素朴な疑問が飛ぶ。

　彼はずっと引き籠こもっていたから、俺たちの船のことを知らないのだ。

「船だよ。ただし、船は船でも、空飛ぶ船だけどな」

「空飛ぶ……？　どういうことです？」

「見たほうが早い。こっちだ」

　俺たちの船──飛行機は、王城の庭に置いてある。

　垂直離陸ができるプロペラ機で、回転翼の軸部の角度が変更できるようになっていて、かなり自由度の高い航行が可能だ。速度もなかなか出る。なにより滑走路がいらない。

　基本的にはカエデが命を与えて使うのだが、ホリーが作った非常用魔導エンジンが組み込まれているため、不足の事態ではそちらも使用することができる。

　木材と鋼鉄を組み合わせた骨組み、そしてホリー特製の魔導銀でボディを覆った、世界で一機の空飛ぶ船。シルフィード号である。

　最初は、これのモデルになっている飛行機の名前を付ける案もあったのだが、なんとなく墜落のイメージが強かったのでやめておいた。

「これが空を飛ぶのですか？　にわかには信じられませんが……」

　飛行機を見たことがないのなら、当然の感想だろう。なるべく軽く作ってあるとはいえ、普通に何百キロもある上に、何人もの人間が乗り込むのだから。

「さあさあ、みなさん乗ってください。今日は飛ばしちゃうよぉ～？」

　ノリノリのカエデ。カエデは飛行機がかなり気に入ったようでアクロバット飛行までさせるから、乗っているほうは死にそうになるのだが、カエデを止めるのは俺には無理だ。

　まあ、さすがに今日は自重してくれるだろうが、急ぎの用事だ。速度的には全開だろう。

　俺たちは、木と革でできたシートに座り四点式のシートベルトを締めた。

「ではでは。『仮かり初そめの命』！　今日も頼むねシルフィードちゃん。目的地はここね」

「バルバルバル！」

　カエデが地図を見せながら聖都への航行を指示すると、船は元気に返事をした。

　今までカエデが命を与えてきた連中も、たいていが変な鳴き声だったが、こいつもかなり変わっている。エンジンを組み込んでいるからだろうか。

「バルバルバル！　バルバルバルバルバル！」

　元気な鳴き声と共にプロペラが回り始める。正直、この鳴き声はけっこううるさいのだが、本物の飛行機やヘリコプターはもっとうるさいはずなので、むしろこんなもので済んでいると考えるべきなのだろう。

　しばらく後、プロペラの回転数が上がってきたのか、機体が静かに上昇を始める。

「うっ、うわわわわ！　と、飛んでる!?　本当に飛んでるんですか、これ！」

　浮遊感と揺れ、そしてジワジワと上昇を始める景色に騒ぎ始めるビーエ。

「空飛ぶ船なんだから飛ぶよ。スピード出すとけっこう苦しいから覚悟しておけよ？」

「えっえええ」

　十分な高度まで到達してから、バルバルバルと鳴きつつ徐々に回転翼軸を前方方向へ傾け始めるシルフィード。

　現在の高度は結界の大樹のてっぺんくらいだ。下を眺めれば島の全容が見えるだろう。

　遠くの空に浮かぶ翼よく人じんたちが手を振っている。俺とアビスとカエデは、手を振り返した。

「では、出発進行ー！」

「バルー！　バルバルバル！」

　方角を定めたシルフィードが全力飛行を開始する。回転翼軸は完全に前を向き、凄すさまじい勢いで雲が流れていく。時速でどれくらいかは見当も付かないが、巨大な魔鋼製のプロペラがうなりを上げ、空気を切り裂いていく。

「カッ……カイ君……。なんだか息が苦しいんですが……」

「おっと、備え付けのマスクをしなきゃダメだぞ。まあ、まだ高度的には全然だけど」

　壁に取り付けられた空気マスクを渡す。今は高度は二千か三千かそこらだろう。

　一万を超える高高度を飛ぶ場合は、気圧の関係でマスクは必須だが、低い場所を飛ぶときにはあまり関係がない。

　ただ、急上昇や急下降は危険なので、やるなとカエデには厳命してある。

　俺もいちおうマスクを装着し、しばらく後に眠気がやってきたので瞼まぶたを閉じた。

　最近は寝る間も惜しんで活動しているからか、こうした移動時は貴重な睡眠タイムだ。




「おにーちゃーん！　そろそろ到着だよ！」

　どれくらい寝ていたのか、カエデの声で起こされる。バルバルがかなりうるさいはずなのに、完全に熟睡していた。おかげで疲れが取れたような気がする。

　横を見るとビーエが完全にぐったりしている。

「大丈夫か？」

「ずっと椅子に縛り付けられてましたし、けっこう揺れたりもして……怖かったです」

　飛行機に乗るのも初めてなのに、気流の影響を受けて揺れたりするものだから、気が気ではなかったらしい。

「カイ君は……よく寝てられましたね……。うらやましい……」

「ま、慣れだよ。慣れ。それでカエデ、そろそろってあとどれくらいで到着なんだ？」

　恨めしげにこちらを見てくるビーエを尻目に、カエデに話しかける。

「もう陸地見えてるから、すぐだよ！　着陸どうしよっか？　いきなり大聖堂の真ん中に降りちゃう？」

「さすがにそれは悪目立ちが過ぎるだろ」

　聖アーサー大聖堂の前は広場になっているから、船を着陸させること自体は可能ではある。インパクトは最高だろう……が、俺たちはどちらかといえば秘密の話をしにきたのだ。

「どっか人ひと気けがなさそうなとこで降りよう」

　さすがに聖都ともなると、人がいない場所はかなり離れなければならないわけだが、ちょうど今は明け方だ。迅速に着陸すれば人にも見られずにいけるだろう。

「だが、なんか人多くないか？　前に来た時もこうだったっけ……」

　かなり上空から聖都を見下ろすと、巡礼者の白いローブがかなり目立つ。

「ああ、おそらくミレニアム……千年祭をやるからですね。ずっと前から告知を出していましたし」

　ビーエが答える。

「ああ、俺が前に来た時もそんなこと言ってたな。まだやってなかったのか？」

「守護聖人を起こす起こさないで一ひと悶もん着ちやくありましたから、計画を変えたのでしょう」

「ふーん」

　場所を探して上空を少しさまよってから、ちょうど良い森を発見して着陸。

　シルフィード号は開拓村に収納した。

　俺たちは巡礼者の白いローブを羽織り、大聖堂へ向かう。

　大通りまで出れば、同じ格かつ好こうの信者たちが何十何百人と道を歩いているので、全く目立つことはなかった。あとは、教皇のところへ侵入するだけだ。

「ところで、教皇いると思う？」

　道すがらビーエに話しかける。

「訪問に出ていなければ……。この時期はおそらく聖堂に詰めていると思います」

「ま、行ってみればわかるか」

　ダメなら探しに行けばいい。

　もうこの世界の都市はほぼすべて知っているし、場所もわかる。移動手段もある。

　公式にアポイントメントを取っている場合じゃないから、いずれにしても強引に時間を取らせるつもりだ。

「そんで、大将どうすんだ？　俺は前みたく島の代表ってツラしてればいいのか？」

　ファウゼルが話に加わってくる。

　彼には教皇とローザの件で交渉した時に、島の代表の役をやってもらっている。

「そうだな。話し合いをするのに、顔が割れている人間がいたほうが理解が早いはず」

「だが、前みたく打ち合わせしてねぇから、俺が喋しやべるとボロが出るかもしれねぇ」

「要所は俺が話すことにするよ。状況によっては、強引に行かなきゃならない場面もあるかもだし、連中があの後どうしたかでも対応は変わってくる」

　神殿──というか教皇との交渉は、最終的にあの地下室で「守護聖人はそのまま眠り続け、ローザが時止めの術を使って残留、ビーエは死んで死体がそこに残っている」という状況のまま、内側からしか開くことができない扉を閉ざし終了したのだ。

　実際は「出口の杭くい」を上う手まく使って、そう見せかけただけだが、あの誰も開くことのできないはずの扉を連中がなんらかの方法で開いていない限りは、今もそのままのはず。

「ファウゼルは、あの時のこと覚えてるか？　あの扉の中にはローザと守護聖人、あとビーエの死体が残ってることになってんだよ」

「あー、そういえばそうだったな。すっかり忘れてた」

「今回の訪問は、あれの続きということにするから、頭に入れておいてくれ」

　つまり、島の開拓が進み一段落したファウゼルが、ローザを取り返しにきた。

　万が一、連中が扉をなんらかの方法で開けていた場合は別の案でいくが、とりあえずこれでいく。

　つまり、ファウゼルが地下室に閉じ籠こもってしまったローザを助けに来た。

　そういうストーリーでいくのである。

「とりあえず、教皇のとこ行く前に、例の地下室に行ってみよう」

　アーサーが眠っていた地下室だ。

　あそこが開いているかどうかで、作戦がだいぶ違ってくる。

「警備があるだろう。強行突破すんのか？」

「いや。開拓村の新しい能力を試すいい機会だ。まあ見てな」

　とはいえ、能力を使うなら一度全員で開拓村に移動する必要がある。

　相変わらずものすごい人混みの中央広場を抜けて、聖都の中央に位置する巨大な聖アーサー大聖堂の前までたどり着く。巡礼に来た信者たちは必ずこの大聖堂を礼拝するから、荘厳な雰囲気が打ち消されるほど騒がしい。おそらく、祭壇前などは、一歩も動けないほど人間が密集しているだろう。

　俺たちはこそっと裏手に回った。関係者用の通用口から侵入し、誰もいないトイレを見つけて全員でそこに入り、手を繋つないで開拓村へ移動した。

「それでどうするんだ？　ここで夜まで時間を潰つぶすか？」

「いや、移動する」

　エネルから新しい能力である「ＶＲゴーグル」を受け取り、装着する。

　ゴーグルの中の画面では、俺が開拓村に移動した地点──大聖堂のトイレが映し出されている。

「じゃあ、移動を開始する。ってかこれリアルタイムで周辺状況がわかるのか」

　ちょうど、トイレに職員が入ってきたのだが、当然俺がその場所にいるわけではないので、ただ覗のぞき見てるような状態だ。

　さすがに、人のトイレを覗き見る趣味はない。俺はコントローラーを操作して、トイレを出た。

「場所は、あっちだったな……」

　まあ、時間はあるから迷子になっても問題ない。人知れず移動できるという点で、ものすごく便利な力だ。これが「てのひら開拓村」のオプション能力なのだから、破格だと言えよう。まさにチートだ。

「なあ、大将。それで何をやってんだ？」

　その場に突っ立ってコントローラーを操作するだけの俺に、ファウゼルが当然の疑問を寄せる。

「だから、移動してるんだよ。まあ、理解できなくても問題ないけど……一口で言うなら、能力を解除した時の帰還地点の調整をしてることになるのかな」

「……さっぱりわからねぇ」

　まあ、実際にプレイさせればファウゼルも理解できるだろうが、今は時間が惜しい。

　話しながらも俺は、どんどん移動していく。

　廊下を歩く職員や神官などがこちらのことを気にせず突っ込んでくるので、なかなか怖い。人が多い場所では使わないほうが精神衛生上良さそうだ。

　アーサーが閉じ込められていた地下室の入り口は、大聖堂の奥の奥。だだっ広い部屋の真ん中に祠ほこらのようなものがあり、そこの階段を降りた先にある。

　そして、俺は祠がある部屋までたどり着いていた。ＶＲゴーグル越しだけど。

「おお、相変わらず警備兵がいる。しかも増員してるな、これ」

　俺たちが前に来た時には警備兵は二人だった。今は四人体制だ。

　これだけの警備を割いているということは、あの扉はおそらく開かれることなくそのままになっているのだろう。

　あるいは、他のことに利用している可能性もあるが、まあそれは行ってみればわかる。

　キリッとした顔で警備をする男たちを尻目に、階段を降りていく。

　すぐ横を通り過ぎているのに誰も気付かないというのは、まるで透明人間になってしまったかのようで、不思議な感覚だ。

　この階段より先はおそらく誰もいないだろうが、部屋まではＶＲゴーグルでの移動とする。

　長い階段を降り地下室の前までたどり着いた。やはり、扉は閉ざされたままだ。

　俺は躊ちゆう躇ちよなく、その扉へと突入した。ＶＲゴーグル使用時は、障害物をそのまま通過することができるのだ。

「ふむ。やっぱり外からは開けられない扉だったんだな」

　久々に訪れた部屋の中は空っぽで、あのときのままだ。

　何かに利用しようとした気配もなく、当然誰もいない。

　俺はゴーグルを外した。

　ゴーグルを外せば当然そこは開拓村の中である。あとは外に出れば、俺たちはあの部屋の中に移動することができる。滅め茶ちや苦く茶ちや、便利な能力だな、これ。

「とりあえず、例の地下室についた。一回外に出るぞ」

　開拓村を出てから、俺は一度島に戻りアーサーとローザを連れて来る。

　メンバーが揃そろったところで計画を伝える。今回の計画の要はビーエだ。

「お前次第だぞ。失敗したら滅びの日に一人だけで外に残すからな」

「ヒッ……！　まったく、カイ君は意地悪ですね」

「クズの極悪人に言われたくない」

　とはいえビーエには仕事をしてもらわなくては、計画が破綻する。

　地下室で全体の流れを伝え、台詞せりふに至っては一言一句まで覚えさせた。ビーエは仕事はできるタイプのダメ人間だ。問題はないだろう。

　ファウゼルとローザは意外と演技力があることが前回証明されている。こちらも問題ないはずだ。

　あとはアーサーだが……申し訳ないが、彼には頑張ってもらう他ない。

「アーサーさんまで、すみません。身の安全は絶対に保障しますから、協力お願いします」

「ふふふ、問題ないよ。こんな企画を思いつくなんて、実に愉快じゃないか」

　笑顔のまま、朗らかに了承してくれるアーサー。

　本当はもう神殿とは一切関係を持ちたくないはずなのに。本当に優しい男だ。

「愉快で済ませられるように努力します。ルキアとローザも身重なのに悪いな。助かる」

　まだ初期とは言え妊娠中の彼女たちに参加させるのはどうかという気もするが、あのときのメンバーは必須だ。まあ、激しい運動があるわけではないし、問題はないと思いたい。

　神殿側が実力行使に出るなら別だが、その可能性は低いだろう。

　カエデは一度島に戻ってもらい、代わりに万が一の時のための戦力としてエドワードを招集。これだけの魔法使いがいれば、万が一はないだろう。




　アーサー、ローザ、ビーエの三人だけ残して地下室を出る。

　その後、地下室の扉はローザに閉めてもらい、俺たちは開拓村へ移動。

　またＶＲゴーグルを使い、今度は教皇の部屋まで移動する。

　教皇の部屋も前に訪れたから場所は問題ない。

　大聖堂の二階にある教皇の執務室の前には、護衛が二人立っていた。

　護衛を横見に、部屋の中をチラリと覗のぞくと教皇は書類仕事をしていたようで部屋に一人。かなり集中しているようだったので、俺はいきなり部屋の中で「開拓村」を解いた。

　誰もいなかった部屋に突然何人もの人間が出現するのだ。

　教皇からすれば青せい天てんの霹へき靂れきだろう。

「オッス、久しぶりだな教皇。俺のこと、覚えているか？」

　教皇に話しかけるのはファウゼルの役目だ。俺は前回は一言も発していない。

　教皇は顔を上げると、さすがに驚いた表情をしたが、すぐに落ち着きを取り戻したようだった。さすが、ファーレー教のトップということか。

「お前は──」

　ファウゼルの顔を見ても、教皇はすぐには思い出さなかった。ただし、さすがに不審者だとはわかるようで、わずかに腰を浮かし、チラリと窓と扉へと視線を動かした。

「まあ、とりあえず落ち着いてくれ。別に命を取ろうってんじゃねぇんだ」

　教皇は、ジロリとこちらを睨ねめつけて、それから椅子に座り直した。

　あれから二年以上経たっている。記憶も薄まっているのだろうし、なにより人に会う職務が多い上に高齢である。

　しかも、今日は前回のような強烈な服装をしていない。あのときとイメージが違うから、思い出せないのも仕方がない。

「どうやって、ここまで来た!?　アポイントメントは!?　警備は何をしている！」

「あー、面倒くせえな。俺だよ俺、島を貰もらっただろうが。禁忌の島とか言ったか？」

　禁忌の島という単語で、すべてを思い出したらしい教皇の顔が驚きよう愕がくに染まっていく。

「島──そうか島か！　何な故ぜか街が生まれ行商人が行き来しているという話は、こちらにも入ってきていた。貴様、死んだのではなかったのか!?」

「死んでいませんよ。そう簡単に死んでたまるものですか」

　ルキアがフードを脱ぎ顔を晒さらすと、教皇は顔を白くした。

「お前……三重祝福者の。なるほど、謀たばかられたらしいな」

「ふふ、謀ろうとしたのは、そちらが先でしょう。マリエラさんからすべて聞いてますよ」

　神殿は、あの島に封印されていた魔女──ステイシーさんの封印を解き、ルキアの「神返り」で殺害。ついでに島にいる全員も神返りの影響で殺すという計画を立てていたのだ。

　マリエラがアホだったのと、すでにすべてこちらの手の平の上だったため、逆に裏をかくことができたが、神殿はかなり強したたかな組織なのだ。

「おっと、人は呼ぶなよ？　お前らにも有益な話を持ってきたんだからよ」

「有益な話……だと？」

　訝いぶかしむ教皇。まあ、そりゃ殺したはずの人間、恨みを持っていて当然の男が「有益な話」なんて言い出せば、胡う散さん臭くさいことこの上ないだろう。

　だが、まあファウゼルはこの胡散臭さが良いのだ。俺やエドワードなんかには、なかなか出せない味である。

「俺の島も軌道に乗ってきたんでな。ローザを取り返しにきた。ついでに、お前らの言っていた……なんていったっけな、なんとか聖人も起こしてやるよ」

　ファウゼルの言葉に片眉を上げる教皇。

　前回、ルキアを取り戻した時に一芝居したのだが、その時にファウゼルとローザが良い仲で、しかし「守護聖人を目覚めさせてはならない」という職務に忠実なローザが、ファウゼルといっしょには行けないと別れを告げ、悲劇的に扉の向こうとこちら側で別わかたれた。そして、ローザはまた『時止め』で眠りにつき、地下室は元通り。

　……ということになっているのだ。

　神殿は、元々守護聖人であるアーサーを目覚めさせるつもりだったらしいから、ファウゼルの提案は一応彼らの目的にも合う。

　とはいえ、もちろんアーサーを渡すつもりはない。

　俺たちの目的は、最初から「ファーレー教の信者を開拓村に移住させること」であり、その為ために必要なのは、ビーエの預言を教皇に聞かせることなのである。

　そして、ビーエはあの地下室で死んでることになっている。

　だから、あの場所を開くだけの正当な理由が必要だったのだ。

「しかし、あの扉は内側からしか開かないぞ。やれることはすべてやったが、無駄だったのだ」

　おそらく、神殿サイドでもどうにかしてあの扉を外側から開こうと試みたのだろう。

　元々がシェルターだったのかなんなのかは不明だが、千年前の魔法文明の科学力は半端じゃない。魔法や祝福の力で抜くのは不可能だろう。

「なぁに。手がある」

　ファウゼルが目配せをし、ルキアが小さく頷うなずく。

「今の私なら、扉越しに『時止め』の解除を行うことができます」

　自信満々の表情でそう言ったのだった。




　俺たちは教皇を連れ、祠ほこらから地下へと降りた。

　教皇はこちらの言い分に大人しく従った。

「ずいぶん大人しく従うんですね。それだけ守護聖人を起こすのが大切ということなんですか？」

　俺は隣を歩く教皇に話しかけた。

「ふん……この状況では抵抗しても無駄だろう。こうして、お前らが生きているということは、魔女をも退けたということ。一祝福者に過ぎない私には、どうにもならんわ」

「では守護聖人はどうでもいいと？　あるいは、こちらの言い分を信じていない？」

「扉を開くことができるのなら、それはこちらの要望でもあるというだけだ」

　教皇は強硬な態度は崩さなかったが、やはりあの扉の中の守護聖人は大切なようだ。

　まあ、彼らにすれば、すべての祝福を司つかさどるアーサーは組織の要なのだ。今のような状態は本意ではないだろう。起こすと決めたのなら、予定通り起こしたいということか。

　祠の入り口から、地下室の扉まではかなり長い距離階段を降りなければならないが、教皇は年齢を感じさせない健脚ですいすいと降りていった。

　こんな状況なのに肝も据わっている。さすがはファーレー教のトップということか。

　しばらくして、閉ざされた扉の前にたどり着いた。

　さて、ここからまた演技力が必要となる。主にファウゼルとローザの。

「ローザ！　いるのか！　お前を迎えに来たぞ！」

　ファウゼルがインターフォン越しに叫ぶ。

　すでに舞台は始まっている。俺はまた笑いを堪こらえる羽目になるが、大丈夫、我慢できる。

　ちなみにルキアは初っぱなから我慢できなかったようで、背を向けて震えている。

　ファウゼルの呼びかけにも、向こう側からは返事がない。

　当然、扉はこちら側から物理的にどうかしても開くことはない。教皇が言うには、魔法でも傷一つ付かないらしい。

「くそっ！　ダメか」

「やはり能力で時間を止めているのでしょう。私に任せて」

　深呼吸して笑いを堪えたルキアが、扉越しに『時止め』を解除する力を行使する。

　正確には使うフリだ。実際には、離れたものに力を使うことはできない。

　だが、教皇だけ騙だませればいいのだ。

　教皇は、本当に部屋の中ではローザが時間を止めて眠っていると信じているのだから。

「……うまくいきました。これでローザさんは起きたはず」

「でかした！　おい、ローザ！　俺だ！　お前を迎えに来た！　ここを開けろ！」

　迫真の演技で扉をドンドンと叩たたくファウゼル。

『……え？　どういうこと？　私の術をルキアちゃんが破ったの？』

　インターフォンの向こう側から、ローザが返事をする。

　そんな目覚めてすぐに状況を理解して返事をするのは不自然……とも思ったが、大事なのは結果だ。勢いで押していくしかない。

　教皇だって、わざわざ俺たちがこんな小芝居をしているとは想像すらしないだろう。

「ローザさん！　あなたを助けるために修行したんですよ！　扉を開けてください！」

　ルキアは少し演技が下手だ。顔が笑っちゃってるし。

　角度的に教皇には見えてないようだが。

『でも……私、もうここで生きていくしか……。他に生き方を知らないし……』

「馬鹿野郎！　新しい生き方なんて、外に出ればいくらでも見つかるんだよ！　なんとか聖人なんて糞くそくらえだ！」

　ファウゼルは実に熱い男だ。役者でも食っていけるんじゃないかな。

　それから、しばらくしてプシューという音と共に扉が開いた。ローザが開けたのだ。

「ローザ！　良かった！」

　ファウゼルがローザの手を握る。

　本当は抱きしめる場面だが、人妻だから遠慮したのだろう。俺はそれぐらい気にしないが、妙に律儀なやつだよ。

「本当に開かせることができるとはな……。こうなれば、もうローザには用はない。どこへなりとも連れて行くが良い」

　教皇にとってみれば、もうローザは用済みということなのだろう。妙に物わかりが良いというか、それだけ彼らにとってはアーサーだけが重要ということなのだろう。

「そうさせてもらうぜ。ああ、その前になんとか聖人の時止めは解除しておくぞ」

　言いながらローザと共に奥の部屋に移動する。

　付き人である俺とレンとエドワードも無言で後ろを付いて行く。

　部屋の中には、事前にルキアの手で時を止められて黄金色になったアーサーとビーエが転がっていた。アーサーは、もともとこの部屋にいたときの服装で、ベッドに寝た状態である。ちなみにビーエは、床に転がしてある。

　さて、ここからが本番だ。

「ビーエは死んだのではなかったのか……？」

　黄金色になったビーエを見て教皇が言う。

　前回来たときには、確かにビーエは死んだ……ローザが殺したと説明したが──

「ううん。ビーエ君は死んでないわ。こないだは殺したって嘘うそついたけど……頭に来たから時間を止めただけなんだ」

　そう言いながらローザが時止めを解除する。

　実際にビーエの死体は見せていなかったから、生きていることにするのも問題ない。

　ビーエは「ううん……」と呻うめき声を発しながら目を覚ました。

　頭を振り周りにいる人間を確認する。そして、教皇を見つけ練習通りの台詞せりふを口にした。

「教皇様……。眠っている間に神託を賜たまわりました……」

　教皇は当然ビーエが『運命の神の祝福者』であることを知っている。だからこそ、特級審問官に任命し、重用していたのだから。

　未来が見えるというのは、宗教的に強力な力だ。

『運命の神』はファーレー教十三神の中でも、「祝福の儀式」の神官も知らない秘匿された三神の中の一柱。神殿では、アラミラの次ぐらいに秘匿度の高い神だろう。

「ビーエ、その話は今は──」

　だからだろう。教皇はビーエの口を止めようとした。

「おいおい、いいじゃねえか。神託たぁなんだ？　聞かせろよ」

　ビーエは起きたばかりで朦もう朧ろうとしたような顔のまま、言葉を続ける。

「……一年後、この世界は隕いん石せき群の直撃により滅びます。それより先の未来は見えない……私の役目はこれで終わりです」

　ビーエは目を閉じて静かにその「預言」を口にした。

　それを聞いた教皇は、今までにないほど顔を強こわばらせた。こんな状況でも冷静さを保っていた男でさえ狼ろう狽ばいせずにはいられないほど、インパクトの強い言葉だったということだ。

「滅びの預言……。おお……ビーエ。まさか、あの古い伝承通りだとは……！」

　いきなりのビーエの「預言」に対して、教皇はチラリとも疑う様子を見せない。

　完全に信じ切っているようだ。いや、まあ預言自体は本当なのだから、疑われてもややこしいだけだが。てか、伝承とは？

「間違いありません……。教皇様、どうすれば……」

　ビーエの演技も悪くない。かなり悲ひ愴そう感が出ている。いや、これは素か。

「滅ぶってどういうこった？　そういえば、そいつは『運命』が見える祝福者だと言っていたな。だからか……。おい、手はあるのか？」

「神──守護聖人が目覚め我らを導いてくださる。そう伝承にあるのだ。ビーエの言っている内容も伝承の通りだ。天界の門が開く……。ついにその時が来たのだ！　伝承は真実だった！　我々の信心が、救世の御み子こを遣わす──本当の千年祭が訪れるのだ！」

　教皇は慈悲深い──しかし狂気をたたえた笑顔でそう答えた。

　その表情は、滅びに対する恐怖を微み塵じんも感じさせないもので、俺は少し恐怖を覚えた。

　それにしても……伝承か。

　神の復活だかなんだかとビーエには聞いていたが……。

「どういう伝承だ？」

　ファウゼルも疑問に感じたようで、そう訊たずねた。

「古くから我が神殿に伝わる預言書の最後の一節なのだよ。『千年の後に、神の御み使つかいは目覚めるだろう。彼は多くの苦難の後、理想郷への道を開き民衆を導く。彼らの旅立ちの後、天界の門は開き、炎と破滅が洪水のように世界を包みこむ。しかし、御み子こはその闇を祓はらい、幸運なる使徒は新たな世界の産声を聞くことになるだろう』というね」

　いかにも宗教くさい預言だ。

　神の御使いというのがアーサーで、彼にさらに民衆を導く仕事をさせようと考えているのだろう。だが、彼らの中でのアーサー観は、どうやらこの千年で完全に変質しているようだ。守護聖人と呼んでいるうちに、本当に世界を護まもる聖人と思い込んでしまったかのような──

　いずれにせよ、アーサーには無理だろう。

　この人は、こう言ってはなんだが、普通の人だ。

　多くの信者の前で何かを発信したりできるタイプじゃないし、腹芸が使えるとも思えない。そもそも、理想郷への道を開き民衆を導くっていったいなにをさせようと言うのか。

「預言は絶対だ。理想郷の場所は守護聖人が知っておられる。さあ、彼を目覚めさせるのだ！」

　一人で盛り上がる教皇だが、もうこれに乗っかるしかない。

　どのみちアーサーには言い含めてある。

　ローザが少し迷った顔で俺を見る。俺が頷うなずくと、アーサーの『時止め』を解除した。

「う……うう……。なんだ……？」

　アーサーが目覚めると、すぐに教皇はアーサーにすがりついた。

　さすがにアーサーもこれには驚き、あからさまに俺に助けを求める顔をしたが、この場面は乗り切ってもらう他ない。

　俺は教皇に聞こえないように、ファウゼルとビーエに、フォローを頼んだ。

「守護聖人！　いえ、救世の御子よ！　我らをお助けください！」

「は……？　何を言って──」

　困惑のアーサー。そりゃそうだ。

「おいおい、オッサン困ってんじゃねーか。もうちっと順序立てて話したほうがいいだろ。ずっと眠ってたんだろ？　ローザが眠り続ける男って呼んでたくらいだぞ」

「そ、そうですよ教皇様。守護聖人は、千年以上眠り続けていたんですから」

　ファウゼルとビーエに諭され、落ち着きを取り戻す教皇。

「……私としたことが、取り乱してしまった。申し訳ありません守護聖人殿。私は、第一一四代ファーレー教皇ロマヌス二世と申します」

「うむ……」

　困惑しつつも、言葉少なに返事をするアーサー。

　チラチラとこちらに救いを求める視線を送ってくるが、ここだけは頑張って欲しい。

「今、世界は破滅の危機に瀕ひんしております。何なに卒とぞ！　何卒、信徒たちをお救いください！」

　皺しわの刻まれた両手で、アーサーの手を包み込むように握り、熱く訴える教皇。

　こんな熱い人物というイメージはなかったが、おそらく彼にとって「ビーエの預言」が絶対のものだったからだろう。ビーエが滅ぶと言ったからには必ず滅ぶ。リアリティを持って想像できるからこそ、救いを求める声にも本気の響きが宿るに違いない。

　アーサーはまたチラリとこちらを見た。俺は静かに頷うなずく。

「あー……少しそこの者と話がしたい。彼以外の者は、いったん外に出てもらえるかな」

　アーサーが俺を話し相手に指名する。

　彼の扱いについて神殿がどう出るか不明な部分が多かった為ため、困ったときは強引に時間を作る方向で行こうと伝えてあったのだ。

　まあ、まさかこんないきなりとは予想していなかったけれど。

「救世の御み子こよ……それは……」

　急な申し出に躊ちゆう躇ちよする教皇。なぜファウゼルの部下らしき男を指名したのか、そう訝いぶかしんでいるのだろうし、当然の疑問だろう。

　だが、守護聖人は千年も眠っていた男だ。どういう行動をし、どういう主義主張があり、どういう性格の人間なのか。教皇にしてみれば、謎のベールに包まれているはず。

　だから、多少突飛な行動をしても問題ないのだ。

「いいじゃねぇか。なんか理由があるんだろ」

「そうですよ。守護聖人ですからね。我々には見えないなにかが見えているのかも」

　ファウゼルとビーエのフォローも良かった。

　教皇は多少釈然としない顔をしていたが、ファウゼルが引きずって外に出ていった。

　部屋には俺とアーサーの二人が残される。

「ふぅ[image: ][image: ]。驚いたよ、あの老人が教皇か。怖い目をしていたな」

「ビーエが滅びの預言の話をするまでは普通の老人だったんですけどね……。突然、目付きが変わるから驚きましたよ。……とにかく、アーサーさんに状況を説明します」

「計画通りいきそうかい？」

「わかりませんが……結果的に悪くないかもしれません。アーサーさんがやらなきゃならないことは増えましたけど」

　伝承のことは知らなかったのだが、理想郷への道が開かれるという預言らしい。これは、そのまんま使えるだろう。実際には、魔法文明時代には隕いん石せき群をどうにかする方法があったとか、巨大シェルターを建造する計画があったとか、そんな話なのだろうが。

「できる範囲のことはやらせてもらうよ。まあ、この部屋からは早く出たいけどね」

　壁を撫なでながら、そう言って肩を竦すくめるアーサー。彼にとってみれば、千年間も監禁されていた部屋なのだ。

「善処します」

　俺はそう答えて、状況説明をした。基本的な流れは想定内であり予定通りだ。

　それにしても、俺の能力は本当に汎用性が高い。教皇は完全に騙だまされているが、この密室トリックは俺の能力ありきだ。人間は見たままのものを基本的に信じる。

　まさか、瞬間移動を駆使して状況を作り出しているとは夢にも思うまい。




　俺はアーサーと共に部屋を出た。

　皆がこちらを注目する。俺は一つ頷うなずき、アーサーからの言葉（ということになっている台詞せりふ）を伝えた。

「彼は私から状況を聞き、すぐに理解を示されました。そして、私に『理想郷への道』を作る役目をお与えになりました」

　俺が窓口になるということ。これは計画通りだ。

「理想郷への道……だと？　どういうことだ？　なぜ、お前が選ばれた……？」

　教皇が呆ぼう然ぜんと言う。あるいは自分がそれに選ばれたかったのかもしれない。

「それは私が説明しよう」

　アーサーが引き継ぐ。

「単純な話だよ。彼には『理想郷の道』を開く、その才能があったからだ。この中では唯一、祝福者でも魔法使いでもなかったからというのもある。年齢も若いし」

　強引なこじつけだが、どうせ嘘うそだし、理由なんてどうでもいいのだ。大事なのは結果だ。

　神殿側のアーサーの扱い次第では、普通に教皇を開拓村で監禁して、必要ならばマリエラの力を使って洗脳するなんて手段まで考えていたのだ。

　どうやらその手段は取らなくてもなんとかなりそうだが。

「それでその道とはどこにあるのだ……？」

「場所に関してはよくわかりません。ただ、私だけがその道を開くことができる……わかっているのはそれだけです」

　俺はキャラを作り厳かにそう答えた。

　いちおう、俺はファウゼルの部下というか付き人みたいな設定でここにいるはずなのだが、今は「理想郷の道の開き手」なのだ。成りきっていこう。

「下見もできますよ。私はすでにあの部屋で体験してきました。素晴らしい世界です。さすがは守護聖人様が開かれた世界……」

　恍こう惚こつとした表情を作る。

　嘘うそくさくなってはいけない。俺は神の御み心こころに触れた人間なのだ。

「で、では是ぜ非ひ私も……」

　教皇はホイホイ乗ってきた。俺は、もちろんもちろんと手を握り小さく呟つぶやいた。

「『てのひら開拓村』」

　瞬間的に俺と教皇は開拓村へと移動した。

「到着いたしました。ここは世界の滅びとは無縁の世界……。まさに理想郷……」

「なんと……！　こんなことが……！」

　目を限界を超えるほど見開き、ブルブルと音が聞こえそうなほど体を震わせる教皇。

　ちょっと尋常じゃない様子だ。そのまま失禁したとしても不思議じゃない異常さだ。口からは涎よだれが垂れているし、目からは涙が零こぼれ落ちている。

　開拓村は今はかなり大きな港町となっている。活気は今ひとつだが、これから人が移動することを考えれば、それにも必然性があったような気すらしてくる。

「ようこそお越しなさいました。神が用意されし、信徒たちの楽園へようこそ。私は、この世界で巫み女こをさせていただいている、エネルと申します」

「私はコロモ」「シエル……」

　三人にはここに来る前に事情を話し、宗教的にウケがよさそうな白くてダボッとした装束に着替えてもらってある。エルフであることも相まって、神秘的な雰囲気もバッチリだ。

「おお……！　なんと、このような美しい女性まで……！」

　エネルたちを見て感嘆の声を漏らす教皇。

　とりあえず、掴つかみはオッケー……いや、掴みすぎてしまった感すらある。

「では、下見はここまで……一度戻りましょう」

　あまり長くいるとボロが出そうなので、俺は強引に滞在を打ち切った。

　まあ、百聞は一見にしかずという。教皇さえ丸め込めればどうにかなるのだ。

　元の部屋に戻ると、教皇は今起きたことが信じられないとでもいうかのように、自らの体をさすり、俺やビーエたちの顔を確認した。

「教皇様、どうだったのですか？　突然、この場所からそこの彼と消えたので驚いていたのですが」

「……素晴らしいものを見た……。理想郷など、伝説でしかないと思っていたのに……」

　恍惚の表情のまま、うわごとのように答える教皇。

　そのまま、その場にへたり込み、ボンヤリと中空を見つめている。

　……少しやりすぎてしまったかもしれん。

「では、彼の言うことは本当だったのですね！」

「なんだなんだ、理想郷ってのは、俺も入れてもらえるのか？」

「もちろんです。あなたも誰しもが神の下では平等……すべての人々を救済することが、神の御み心こころなのです」

　自分で言っていてどんなキャラだよ、という気もしないでもないが、神殿側で「理想郷に入れる人間を選別」されても困る。そういう小細工はいらない。

「では教皇様。滅びまでは、あと一年しかありません。理想郷への扉が開かれたのであるなら移動はすぐにでも始めなければ……！」

　ビーエが未いまだに恍こう惚こつの中にいる教皇を急せかす。一年しかないというのは真実なのだ。

　別に俺たちは自分たちの利益だけを考えてこんなことをやっているわけではない。

　こうなったら呉越同舟。できる限りの人間を開拓村に放り込んで救ってやる。

「う、うむ……！　そうだな、さっそく触れを出そう。それにちょうどタイミングも良い。千年祭の式典で私の演説のあと、守護聖人様……救世の御み子こにもお言葉をいただこう！」

「えっ!?　私が!?」

　まさか自分が演説させられるとは夢にも思っていなかったようで、アーサーは素っ頓狂な声を上げた。

「ええ……！　そのお姿を、ご威光を是ぜ非ひとも皆の前に見せていただければ……！」

　ニコニコとアーサーを推す教皇。

　今は千年祭というデカいイベントで、信者もものすごい数が集まっている。

　世界の滅びと救済。これをアナウンスするには、これ以上ないタイミングではあるのだろうが、アーサーにそれをやらせるのは荷が重いだろう。

　だが、さすがに俺が口を挟むのは変だし、申し訳ないけれど、アーサーにはもう一頑張りしてもらうことにしよう。




　俺たちは揃そろって教皇の執務室へ戻った。

　本来ならファウゼルの目的は終了しているのだが、俺が「理想郷への扉」を開く係になったことで、「部下を残して帰れるかよ」と残っている。

　俺は「開き手」として教皇と少し話をしたが、彼はこの状況に酔っているようだった。

　世界の滅び、そして救済……。

　宗教団体のトップとしてそれを主導できるというのは、耐え難き喜びなのかもしれない。

「それで教皇様……これからどうなさるのです？」

　執務室でビーエが教皇に問いかける。

「ビーエよ。まずは救世の御子様の元気なお姿を皆に見せてやらねばなるまい」

「千年祭といえば、御子様が蘇よみがえられなかったら、どうするおつもりだったのです？　中止の予定だったのでは？」

「祭は元々準備が進んでいたから、多少遅れたが開催したに過ぎん。……まさか、本当にこのタイミングで御み子こ様を目覚めさせることができるとは、私も思っていなかった」

　どうやら、千年祭に関しては完全に偶然というか、今更中止にもできず一年遅れで開催したというだけの話らしい。

　まあ、そりゃ千年に一度のずっと準備してた祭を無期限延期にはできないもんな……。

「そうでしたか……。それで、御子様に演説をさせる件、本気ですか？　評議会が黙っていないでしょう」

「世界が滅びるというのに、今更評議会もないだろう。御子様にもう一度眠っていただく装置も……もう必要あるまい。我らはみな理想郷へ旅立つのだからな」

「なるほど……」

　ビーエはそこまで話してから、一度教皇から離れ、くいくいと俺を呼んだ。

　教皇は評議会とやらの準備だと、一心不乱に書類に向かっている。

「……まさかこれほど上う手まくいくとは思いませんでしたよ。カイ君から計画を聞いたときは、半信半疑だったのですが。このままいけば、信者たちをカイ君の世界へ移住させるのは、全く滞りなく進むでしょう」

「まあ、そうは言っても、実際に生活を捨てて移住するってのはインパクトのある行為だからな……。ここまでやっても五分五分ってとこだと思うぞ」

　俺は決して楽観視していなかった。

　もし俺だったら生活を捨てて移住できるだろうか。生活が苦しく、その日食べていくこともできないならともかく、ある程度普通に生活できている者は絶対に躊ちゆう躇ちよする。

　滅びが来るからと言われても、納得できる自信がない。なにせ、隕いん石せき群だ。ジワジワと滅ぶならともかく、その時が来たらほとんど一瞬のことだろう。

　逆にいえば、それまでは何も起きないということなのだ。これは、かなり難しい部分であると思う。信者たちがどれだけファーレー教を信じているといっても、限度がある。

「ところで、さっき教皇が言ってた、もう一度眠らせる装置ってなんのことだ？」

　気になる単語だった。

　連中がアーサーを目覚めさせたがっているのは知っていたが、その後どうするつもりなのかは気になっていたのだ。どうやら、それに関係した装置らしいが──

「ええ、魔法文明時代の遺物、冷凍睡眠装置というものがありまして。どうやって使うのかずっと調べていたらしいのですが、最近やっと使い方が解明されたとかで」

「……ああ、アーサーさんを一度目覚めさせて、用事が済んだらそれにブチ込もうとしてたってことか」

　さすが、やることがエグい。ってか、冷凍睡眠装置なんてファンタジー通り越してＳＦなアイテムが実在してたとは、さすが魔法文明半端じゃない。




　その後、評議会のメンバーとされる老人たちが集められ、会議が行われた。

　ビーエの生存、守護聖人の覚醒、滅びの預言、理想郷への扉。

　いきなりの状況に、反対する神殿関係者もいるにはいたのだが、すべて教皇とビーエが勢いと情熱で押し切った。なにせ、教皇は実際に「理想郷」へ足を踏み入れたのだ。それの実在を知っているだけに、説得にも力が入っていた。

　それに、一応は特級審問官を張っていたビーエがいたことも大きかった。

　半信半疑だった評議会のメンバーも、俺が実際に開拓村へ招待すると、その実在を信じざるを得ず、最終的には滅びの前にみんなで理想郷へ移るということで話は固まった。

　ファウゼルに関しては本来はもう関係ないのだが、いちおう俺が部下という設定なので、同行している。ファウゼル本人の好奇心の強さとキャラ性が合っているのか、神殿の会議にシレッと参加しているのが可お笑かしかった。

　本当にファウゼルは心臓の強い男で、味方なのが頼もしいよ。




　夜になり、俺たちはそのまま大聖堂に泊まることになった。

　広い部屋を二部屋も俺たちに用意してくれるものだから、なにかの罠わなかと思ったが、特段そういう意図はないようだった。

　ビーエは教皇と行動を共にしているが、アーサーは「扉の担い手」の俺と話があるという体で、こちら側にいる。最初、神殿サイドは難色を示したが、アーサー自身がそうすると言えば意外と逆らえないようだった。

　想像していたよりも、救世主である守護聖人の扱いが良い。いやまあ、彼らにとってみれば神話級の聖人なのだから当然なのかもしれないが。

「教皇の中では、もうカイ君たちに対するわだかまりはなくなっているようです」

　夜遅くに部屋に入ってきたビーエが現状報告をしてくれる。

「滅びの預言と救世主による救済は、ファーレー教の預言書である黙示録の最後に記されているものなんです。ただ、本当にその『終末』が来るのかは疑問視されていたんです。実際、黙示録の預言は外れたもののほうが多かったくらいですから」

「だが、それが本当のことになって、神殿内部でも大騒ぎってとこか？」

「いえ、それが落ち着いているんですよ。私は不信心なほうなので、救済を信じることができないのですが……彼らは信じているんですよ。神に尽くしてきたからこそ、自分たちに救いがもたらされるのだと。ずっと、自分たちの都合で守護聖人を監禁していたはずなのに、その守護聖人が救世してくれると、心から信じ切っているようなのです」

「まあ、俺からすれば、そのほうが都合はいいけど……。だから、もう俺たちに構っている場合じゃないってわけか」

「というより、もうそういう些さ事じは頭から抜け落ちてしまったという感じですね。理想郷に至るということは、神の国の住人になるというのと同義ですから」

　なるほど、要するに天国行きが決定したから、現世のしがらみに目が行かないということか。誰しもそうということはないだろうが、少なくともファーレー教の上層部は、多かれ少なかれそういうタイプの人間が集まっている……ということなのかもしれない。

　守護聖人の復活と、ビーエの滅びの預言。

　この二つが重なり合うことによって、ファーレー教は最後のステージに進んでしまったということなのだろう。俺の作戦によって、引き起こされた事態ではあるのだが、しかしここまで連中が覚悟した団体だとは、多少目算を誤った。

「まあ、だからこそ部屋まで用意してくれたんだろうからな。結果的にはＯＫだろう。あとは、粛々と移住者を村に入れていくだけだな」

「明日の演説がありますけどね」

　チラリとアーサーのほうを見ると、机に向かって頭を抱えていた。

　これは俺が原稿を作ったほうが早いかもしれない。




　そして、朝が来た。

　聖アーサー大聖堂の前に広がる大広場。その一角に演説の為ための舞台が整っていた。

「これ、魔法文明時代の道具だな。やっぱり神殿はこういうの持ってたんだ」

　スピーチ会場にはマイクが用意されていた。

　聴衆は数千人は確実。ひょっとすると万単位だろう。

「カ……カイ君……。ど、どうしよう……私は何を話したら……」

　今ここには神殿関係者はいない。

　俺とアーサーとレン、あとはファウゼルたちだけだ。

　俺は神に選ばれた男として、神殿側から妙な信頼を勝ち取っていた。演技力のたまものと言ってもいい。

「とにかく、世界がもうすぐ滅ぶこと。理想郷へ移動すれば助かること。時間がないから、この話を広めて欲しいこと。この三つを伝えてくれれば大丈夫ですよ。というか、原稿通りに読めば大丈夫ですから。……多分」

　大事なのは伝わることだ。別にカッコ良く喋しやべる必要などない。

　というか、おそらく回りくどい言い回しでは伝わらないと思う。この世界に住む人々は、そのほとんどが学校すら行ったことがない人たちなのだろうから。

　準備が整い、最初に教皇がスピーチを始める。

　俺は演説台の横で聞いているのだが、まあ無難な内容だ。

　悪くはないだろうが、あまり訴えるものがない。これでは、自分のこれまでの人生を捨てて「理想郷」へ馳はせ参さんじる人間は限定的なのではないだろうか。

　本人は、もうすでに「理想郷」を自分の目で見て確かめているから、信者たちも伝えるだけで信じると思ってしまうのかもしれない。

　実際、聴衆たちは困惑の表情でざわめいているだけで、しっかりと伝わっているとは到底思えない。

　俺たちが助かるかどうかは、今日この舞台に懸かっているのに、これでは弱すぎる。

　神殿には「理想郷」とうたっているが、実際は俺の能力の中の世界でしかない。滅びの時までに、開拓村の滞在時間を二十四時間にまで成長させることができなかったら、結局全員で死ぬしかなくなるのだ。

　そういう意味でも、この舞台は図らずも重要な意味を持つものであるのかもしれなかった。神殿関係者……中でも教皇を始めとした上位の人間たちは、もう覚悟が決まっているからいい。究極的には自分さえ「救済」されるのであれば、信者がどうなろうとたいして気にしていないのではないか。

　それをする役目は救世の御み子こであるアーサーの仕事……そう考えているような気がする。

「後ほど、創世の時代より時を超え蘇よみがえった救世の御子殿からも一言頂くことになっております。彼の名は、アーサー・ウィリアムズ・ファーレー。そう、ファーレー教の創始者であり、神の代理人であらせられる！　彼はこの未み曾ぞ有うの危機を救う為ため、自ら永遠にも等しい深い眠りについていたのです！」

　教皇がアーサーを紹介するが、ちょっとあんまりな説明だ。

　さすがのアーサーも、これには苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

　彼は自ら眠りについていたわけでも、ファーレー教の創始者でもなんでもないのだ。

　だが、ここでそれを言っても仕方がない。アーサーには本当に申し訳ないけれど、救世の御子としてスピーチを乗り切って欲しい。

「はは……。監禁されていた私が創始者か……。千年も経たっているのだから、彼らにとってはもうそれが事実なんだろうね」

　脱力気味にアーサーが呟つぶやく。

　この千年で捻ねじ曲がり、結果として事実となってしまったのだろう。

「どうします？　訂正しますか？」

　歴史の真実はこちら側にある。

　この一万の聴衆の前で真実を話すこと……それ自体は容易たやすいことだ。

「いや……今更だし、カイ君の計画を考えれば、そのまま信じさせていたほうが好都合だろう。大丈夫だよ、私は」

　アーサーは大人だった。本当は……嫌なはずだ。

　彼は俺たちの目的の為ために、我慢してくれるというのだ。

「──アーサーさん。復ふく讐しゆうしたいですか？」

　俺はつい、そう訊きいてしまった。

　彼の千年の断絶の苦しみは、察するに余りある。そして、ここはそれを実行した組織のど真ん中なのだ。さすがに頼まれたとて殺しまではしてやれないが、神殿上層部の誰かを同じ目に遭わせることぐらいは可能だ。

「カイ君。わかっているだろう？　私にはそんなつもりはないよ。それに彼らはもうアラドーロとは違う組織の人間なのだろう。子孫を酷ひどい目に遭わせても意味はないさ」

「だとしても…………いえ、すみません。アーサーさんをこの場所に連れ出した俺が悪いんです。本当は、俺たちだけでなんとかするべきでした」

　ある程度、予想するべきだった。だが、計画の確実性を優先してしまったのだ。

「カイ君、そんな風に言わないでくれ。私は君に感謝しているんだよ。君がいなければ、私は娘と再会することもなく、一人きりでこの場所に立たされていただろう。少しでも、その恩が返せるなら安いものだとも。それに……正直そこまで気にしちゃいないさ」

　朗らかな笑みを浮かべるアーサー。

「それに、君が思うほど、私は彼らのことを恨んではいないしね。千年も経たって当事者が一人もいない状態で憎しみを持続させられるほど、私は強い人間ではないから」

「アーサーさん……」

「……まあ私も、彼らが娘を封印したという話を聞いたときには頭に来たが……、それも今となっては過ぎたことだよ。それに君たちだって、ファーレー教とは確執があったのだろう？　こうして手を取って何かをするなど考えられない関係だと聞いているよ？」

「ええ。でも俺は全部水に流しました」

　彼が言うように、確かに確執はあった。

　ただ、俺は復讐を本気で考えたことがなかったというだけの話だ。

　例えば、俺が復讐の為に神殿上層部の人間だけを開拓村に入れない、あるいは土壇場で外に放り出すだけで、容易たやすく復讐は成るだろう。

　だが、そんなことをしてもどうにもならないと、心のどこかでわかっているのだ。

　神殿が「理想郷」への旅立ちを、既存のものをすべて捨て去って神の国へ行くことと考えているように、俺たちも逃れられぬ世界の滅びと共に既存の憎しみは地上に置いていくべきだ。

　貴族も王様も神官も、ほとんど手荷物程度だけを持ち込んでの移動となる。富める者も、貧しい者も、等しく『開拓民』としてあの世界へ移住するのだ。

　それが復讐になるのか。それはわからない。だが、溜りゆう飲いんは下がるかもしれない。

　できれば、憎しみのことなど考えずに、水に流せるものは流して欲しいと願ってしまう。俺が神殿とのことを水に流したように。

　そんな話をしているうちに、アーサーの出番が来た。

　マイクを渡されて、壇上に上がっていくが、脚が震えている。

「……ど、どうもご紹介に与あずかりましたアーサー・ウィリアムズ・ファーレーです」

　複雑な表情のアーサーは、見るからに緊張しきっていた。

　聴衆は一万人を超えているだろう。元々、千年祭は予定より一年だか二年だかズラして開催されていたらしいが、元々の「神の復活」はうまいことお茶を濁す予定だったのだとか。それが、予定通り「神の復活」をやれるということで、聖都は今、かなり沸いているのだ。白い服を着た巡礼者たちの顔も、歓喜一色である。

　まさに白い絨じゆう毯たんとなった大広場に向けて、自己紹介するアーサーだが、傍はたから見ていても気の毒としか言い様がない。

　額からは止めどなく汗が流れ、顔色は青を通り越して白くなっている。

「……えっと──ほ、本日はお日柄も良く……絶好の千年祭日よりであり……」

　一万人の聴衆に圧倒され、完全にシドロモドロなアーサー。

　これは守護聖人だの神の使徒だのと言うには、あまりに拙い。

　滅びの預言と、理想郷への道が開かれたことを信者に信じてもらわなければならないのに、これでは何かの冗談かと思われてしまう。

　俺が用意した原稿も広げてはいるが、すっかり頭から飛んでいるのか、少しずつ読み始めたものの、これでは通じるものも通じないだろう。

　信者たちも、突然現れた男に神気のようなものを見み出いだすこともできず、半ば唖あ然ぜんとした気配すら漂ってくる。

「……マズいな。レン、ファウゼル、エドワードさん。俺がアーサーさんと代わる。邪魔が入るかもしれないんで、その時は頼む」

　突然さほど関係ない人間──俺はファーレー教徒ですらない──が大事な式典の壇上に上がれば、当然神殿サイドは阻止しようとするはずだ。

　いちおう俺が「理想郷への扉の担い手」となっているから、多少は許されるかもだが。

　とにかく、アーサーがダメなら俺がなんとかするしかない。こんなことなら、口が達者そうなビーエを最初から予備に置いておけばよかったが、後の祭りだ。

「アーサーさん、代わりましょう」

　ほとんど喋しやべることができずに、原稿とにらめっこ状態のアーサーの肩を叩たたく。

「む……カイ君……。悪い、ダメだ、緊張してしまって、声が出なくなってしまった」

　マイクの外で項垂うなだれるアーサー。

　まあ、仕方がない。誰だって一万人の前で声を出すのは緊張する。

　そして、俺だって同様だ。マイクの前に立てば緊張する。

　目の前にいる、まるで白い海のように広がる人々が、全員俺を見ている。

　様々な人種、年齢、性別。

　それぞれ違う巡礼者たちが、こいつは誰だと俺を見ている。

「救世の御み子こであるアーサー氏より代理を承りました。私はカイと申します」

　聴衆がカイという名に反応する。

　この世界で「カイ」は特別な名前だ。

　ファーレー教四代聖人の一人が、カイという名なのである。

「奇くしくも、私はかの聖人様と同じ名です。父親が神官でしたから、それで息子の私に聖人様の名を付けたようです。しかし、私自身は信心とは縁遠い暮らしをして参りました」

　親父おやじが神官だったのに、俺は信心深くなかった。

　日曜教室にもほとんど通わなかったし、本来はタブーのはずの「事前に祝福を授かっちゃう」こともした。

　前世の記憶があったから、無邪気に神の実在を信じられなかったというのもあるし、自分の中にある道徳を書き換えられることに、怖さを感じていたのもあった。

　それでも、俺の授かったのがアラミラでなく別の神の祝福であったならば、今ごろは地元で父親といっしょに神官をやっていただろう。

　元々、幼い頃はずっとそのつもりだったのだ。

　親父と妹と三人で、あの場所で幸せに生きていけると、そう思っていたのだ。

「親元を離れ、信心とは縁のない暮らしをしてきた私が、今日こうして救世の御子の代理人としてここに立っているわけですから、数奇なものです。神官である私の父も、このことを知ったら腰を抜かして引っくり返るに違いありません」

　半分くらいは本音だ。

　邪神の祝福を得た者として、絶海の孤島に捨てられた俺が、こういう形でまた神殿と関わることになるとは、想像もしていなかった。

　できれば、関わり合いになりたくないと思っていたのに。

　なのに今は大聖堂の前で、こうして声を発している。

　数奇な運命としか言いようがない。

「私は先日、神と出会い、そして使徒となりました。みなさんは、教皇猊げい下かの話をどの程度信じたでしょうか。世界が滅ぶ……そう聞いたからといって、すぐに今の生活を捨てられますか？　私ならそう簡単には信じられません。お金を貯ためてやっと自らの家を建てた人もいるでしょう。子どもが産まれたばかりの人もいるでしょう。商売がやっと軌道に乗ってきた人もいるでしょう」

　言いながら、これほとんど自分のことだな……などと心の中で苦笑した。

　自分なら、どう言われれば納得するのか。それを考えてスピーチする必要がある。

「ファーレー教は、世界の滅びと共に終わります。すべての祝福者は次の世界では、なんの能力もないただの人間になる。だから、この機会に私が世界の秘密を発表しましょう」

　背後でざわめくのが聞こえる。

　レンたちが魔法で神殿関係者たちを牽けん制せいしてくれているはずだ。この機会を逃すわけにはいかない。

　インパクトを与えたいのだ。こちらが本気だとわかるだけの。

「いつもの演説」のように思われたら負けなのだ。

「ファーレー教十三神。あなた方が名を知る神は、イデア、メディナ、ルークスぐらいでしょう。しかし、神の数は十三……。神殿はずっと残りの十神を秘匿してきた。とはいえ、あなた方も、ある程度は知っているかもしれません。盾の神ライン、催眠の神リスミー、探索の神ミスラ、製薬の神レピオス。この辺りは、商人や軍人なら知ってる人もいるかもしれませんね」

　聴衆が大きくざわめく。

　そして、後ろからも神殿関係者……おそらく高僧たちの悲鳴が聞こえてくる。

　一万人を超える聴衆の前で、千年秘匿し続けた神の名を暴いているのだから当然か。

　だが、無む茶ちやを通すなら、こちらが本気だとわからせなければならない。

「今日、神殿が──教皇猊げい下かが『世界の滅び』を宣言なさいました。そして、それは事実です。遠くない未来……正確にはあと一年程度でこの世界は滅びる。空から何千もの星が降ってきて地上にぶつかるわけです。人間は一人たりとも生き残れないでしょう。いや、人間だけじゃない。生きとし生ける者……そのすべてが死に絶える。何人たりとも生き残ることはできない絶対の滅び。それが訪れるのです。──しかし、なぜそれがわかったのか？　知りたくはありませんか？」

　俺はそこで一つ区切った。

　聴衆たちは笑顔を消して俺の話に聞き入っている。

　俺はここでその爆弾を投下した。

「神殿が秘匿している祝福者には『運命を知ることができる神』……つまり、未来を知ることができる者がいるのです。その祝福者が『逃れ得ぬ世界の破滅』の未来を見た。時期ももうわかっています。今から一年と少し。この空に浮かぶ星々が、地上目掛けて襲いかかってくる！　……これはどの神の力をもってしても逃れ得ぬ宿命──」

　聴衆の間から悲鳴が上がった。次第にそれは大きな音のうねりとなって壇上へ到来した。

　俺の後ろ側でも悲鳴と怒号が飛び交っている。

　それでも誰も俺を止めることができないのは、うちの魔法使いたちが頑張ってくれているのだろう。

『運命の神』の存在をバラすことは、アーサーへの原稿にも元々書いておいたことだ。滅びの預言があるならば、当然、その根拠を示さなければ始まらない。

「祝福の力は神の力。『運命の神』の祝福者の預言は絶対です。これまでも数多あまたの運命を予見し、そして一つ残らず的中させてきました。そして、この滅びの定め！　これは神が我々に与えた試練なのです！」

　喋しやべっていて、知らず力がこもる。

　一度絶望を与え、そして救いを見せる。

　ここで聴衆たちを納得させることができなければ、あるいは一年後でも開拓村は育ちきることなく終わる可能性があるのだ。

　もちろん、開拓村の力だって絶対じゃない。

　だけど、できることがあるのに中途半端に終わるのだけは嫌だった。

「世界は滅ぶ！　それはもう間違いないことです。あなたが、建てたばかりである屋敷も、あなたの大切な店も、あなたが耕した田畑も。すべて、灰かい燼じんに帰す！」

　俺はたたみかけるように、言葉を連ねた。

　命だけでも助かりたい。そう思わせることができなければ、意味がないのだ。

「ですが！　ですが、救世の使徒は復活なさいました。この未み曾ぞ有うの危機の前に！　そして、ここではない世界……理想郷への道を示してくださいました。そして、光栄にも私がその理想郷への扉を開く役目を賜たまわったのです！　さあ！　みなさんお互いに隣の人の手を取ってください！　やはり、自らの目で見なければ信じることはできないでしょう！
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　──ご案内しましょう。約束の地へ！」

　ここが正念場である。俺は声を張った。

　白い服を着た聴衆たちが、おそらくは半信半疑ながらもお互いの手を取り合う。そしてその輪は広がっていく。

「その世界への扉は一瞬で開かれます。あなたたちは、一瞬でその世界──理想郷へと移動することになる。ですが、恐れる必要はありません。すぐにこの場所に戻しますから。下見のようなものとお思いください。そして故郷へ戻り、このことをあなたの隣人に教えてあげてください」

　いちおう注意事項も忘れずに告げ、俺は壇上を降りた。

　そして、お互いに手を取り合う聴衆たちの輪に入る。

　これだけの人数を一気に「ゲスト」で送ったことは一度もない。

　だが、人数に制限があるとは聞いていない。おそらく大丈夫だろう。

「『てのひら開拓村』！」




　──その日、一万人が理想郷が確かにあることを体験した。

　この一万人が世界中に「滅び」と「理想郷」を伝えてくれるだろう。
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　千年祭での演説から、世界は急速に動き出した。

　世界中にある「神殿」がそれぞれにお触れを出し、世界が滅びることと、定期的な「理想郷」への本移住を推し進めた。

　移住者が新しい世界に持ち込めるものは少なく、手荷物だけだ。機に聡さとい者は、この話が出てすぐに家財を売り払い金貨に替えて、それを手荷物にして「移住」した。

　神殿は世界中の国に対しても影響力があり、国もそれぞれに触れを出した。

　国は領地が乱れることを嫌ったが、たった一年後にはすべて滅び去るのだ。そんなことを今更気にしてもしかたがない。そうでなくても生きるか死ぬかの選択なのだ。

　それなら、さっさと移住してスタートダッシュするほうが賢い──そんな情報を意図的に流したりもした。

　人々の「開拓村」への移住は比較的スムーズに進んでいった。




　俺はというと、移住者の対応に大わらわだ。

　なにせ、移住させられるのは世界で俺一人なのである。

　世界中をカエデと飛び回り、新規移住者たちを受け入れまわっている。

　あの演説の後、後ろを振り返ると案の定うちの魔法使いたちと、神殿関係者たちとで一触即発の雰囲気になっていた。

　だが、結局は「祝福」もなくなるのだ。今、ここで暴露したところで誰の懐も痛まない。

　というより、開拓村に移住したら、ファーレー教そのものが残ったとしても、大きく変質するだろう。祝福者のいないファーレー教。それは「教え」だけが残る、もしかすると正しいものになってくれるかもしれない。俺の親父おやじが愛した神殿に。

　関係者の悪態を聞き流し、俺はこれからの指針を伝えた。

　移住を進めるにあたっての注意事項。パンフレットを作成し、世界中に通達を出すこと。移住者の受け入れができるのは俺だけだが、俺自身が世界中を飛び回るから、大きな神殿に移住者を集めておくこと。絶対に「選別」しないこと。

　そんなことを伝えた。

　おそらくだが、ある程度話が広がり移住者が一定数を超えたあたりから、乗り遅れたくない人たちが我も我もと殺到するのではないかと予想する。

　逆に、絶対に移住しないという人も出るだろう。まあ、そこは個人の自由だ。強制はできない。開拓村の世界だって、理想郷だなんて言っているが、実際には理想ばかりではないのだから。

　ただ、死ぬよりはずっと良いということだけは確かであるが。

　とにかく、伝えることを伝えた後、次は一ヶ月後に来るから移住者を集めておくようにとだけ告げ、「救世の御み子こ殿は、一足先に理想郷へと旅立つそうだ」とアーサーを連れて開拓村経由で逃げることにした。

　ファウゼルたちも「おお、じゃあ俺たちも理想郷へ旅立つぜ！　こういうのは早けりゃ早いほどいいからな」と無責任な感じに、同行。

　神殿の人たちは開拓村の瞬間移動能力のことは知らないから、これで必要なことだけ告げて逃げることができた。

　一ヶ月後には、なんだかんだで大聖堂前には移住希望者が数万人単位で殺到しており、俺は無事に開拓村に「移住者」を大量に入れることに成功したのだった。
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　移住者の大量受け入れにより、てのひら開拓村のレベルは順調に上がっていった。

　なんといっても、人口の増加の具合がエグい。街のほうもかなり活気を取り戻しており、多くの人種がそれぞれに仕事を見つけて暮らしている。

　もちろん、柵の外へと旅立っていった人もたくさんいる。そういう彼ら彼女らが、また何かを見つけ開拓村を大きくする要因の一つとなっていくのだろう。

「……でも、魔素はまだ入れられないか」

　人払いした実験用の広場で、俺はガックリと項垂うなだれていた。

　ホリーと共に、何度目かのチャレンジだったが、それでもまだ魔素を開拓村に認識させることはできなかったのだ。

「うーん。今回のはかなり自信作だったんですけどね。なんでダメなのかなぁ」

　ホリーは魔導工学を修めており、今ある道具だけでもある程度の魔道具なら作ることができる。今回は、魔素を圧縮してため込む機械で、開拓村でため込んだ魔素を放出するというアイデアだったのだが、出てきたのは空気だけだった。

「やっぱり俺が魔法使いになる以外ないんじゃないのか……」

「それねぇ。無理なんですよ。人間を改造するより、世界中の魔素を安定させたほうが早いという結論になったのが前文明なんです。簡単に魔法才能者になれるなら、こんな苦労してないんだから……」

「そっか……参ったな」

　正直に言ってしまえば、なんとかなると思っていた。

　魔素は「そこにある」のだ。開拓村に認識させることなんて、そう難しくない。

　もしかすれば、数ヶ月で達成できる──そんな風に考えていた。

　だが、なにをしても魔素は認識されない。空気に混じった認識できない物質。魔法使いが言うには、土地によって色があり、風が吹くだけでグラデーションのように色を変える物質。そんなあからさまな物質のはずなのに、どうしても認識できないのだった。

「あっ、じゃあアビスやセレスが付けてる角を俺が付ければどうだ」

　あれは超小型の魔素安定化装置を含んでいるらしい。

「人間が付けるのは無理。あれはレプリカントだから強引に構築できてるんですから。それに、むしろあの角がレプリカントの本体なんですよ？　あの角があって、そこから体が生えているようなものなんですから」

「そうなのか……」

　ホリーには可能性があるものは、すべて試してもらった。

　超巨大な風船を作ってまるごと開拓村に入れたことだってある。エドワードに手伝ってもらって、最大に体に魔素をため込んだ状態で村に移動して、魔法を放出するのを繰り返してもらったこともある。

　だが、ダメだった。すべて。

　エネルが言うには、「魔素」なんていう謎のエネルギーが村に持ち込まれたのなら、必ず気付くはずというのだ。

　正直、打つ手なしだった。

　村のレベルはどんどん上がっていく。元々、物資に関してはカンストしてもおかしくないほど多種多様なものを入れてある。

　それにプラスして今は人間を毎週一万人単位で移住させているのだ。

「ホリー。やっぱり俺が魔法を覚えるよ。世界のどこかに『色』の波長がある場所が存在するはずなんだろ？　理論的に」

「魔法の理屈としてはそうだけど、マスター・カイ自身が魔法才能者じゃないから、その『波長の合う色』がなんなのかがわかりませんし、そもそも魔素の認識自体が魔法才能者でも、練習の果てにたどり着くものなんですよ……？」

「つまり……？」

「時間の無駄ってこと。一般人が魔法を使えるようになる研究は、もうゴマンと先行研究がある。そして……そのすべてがダメだったんですから」

　ホリーの瞳には優しさが宿っていた。

　俺は、涙を滲にじませ、それでもどうにかならないか、脳ミソが擦り切れるほど考えた。

　だが、もうこれ以上、なんのアイデアもないのだった。

　開拓村の中には、もうレプリカント製造装置さえ再現できている。ホリーがその理屈を教え、そしてそれを持ち込み認識させた。

　だが……それでも「魔素」だけがダメなのだ。

「クソッ……！　どうしたら……どうしたらいいんだ……」

　俺はその場にへたり込んだ。

　どれほど移住者がいようと、どれだけレベルが上がろうと、俺にとって村に「魔素」を取り入れるというのは、何よりも大切な……絶対に達成しなければならない事柄だった。

「そんなにプロトが大事なんです？　マスター・カイ」

「……当たり前だろ」

　アビスとは子どもを生なすことはできないけれど、それでもアビスは俺の最初の妻だ。

　命の恩人でもある。

　そのアビスがいっしょに開拓村で生きられないのなら、滅びから逃げることができたとして、どれだけの価値があるだろう。

「プロトも、私たちも……レプリカントは休止モードに入ることができますから、そうすれば苦しむことも死ぬこともありませんよ？」

　アビスは千年以上前から、つい五十五年くらい前に目覚めるまでその休止モードだったのだ。確かにその状態なら魔素の欠乏で苦しむことはないだろうが……。

「ずっとベッドで死んだように眠らせておけばいいって？」

「そうですね。邪魔だったら、私なんか解体しちゃってもいいですし」

　軽くそんな風に言うホリーは、どこまでも現実主義的なレプリカントだった。

「バカ……。そんなことできるわけないだろうが……」

　千年前の文明で、人造人間レプリカントがどういう扱いだったのか、実際のところはよくわからない。

　だが主用途が戦闘なのだから、つまり彼女たちは兵器──よりストレートな言葉で言えば道具なのだ。少なくとも、彼女たち自身のメンタリティとしても、そう定義されているらしい。

　だが、俺には彼女たちと人間とが区別できない。島のみんなだって同じはずだ。

「アビスとも、ホリーとも……セレスとだっていっしょに生き延びたいんだよ。休止モードなんて、半分死んでるようなもんだ」

「……優しいんですね、マスター・カイ。私まで好きになっちゃいそうです」

「嫁さんはもう足りてるよ……」

　とにかく、開拓村に「魔素」を取り込まなければ、魔素を酸素のように取り込んで活動しているレプリカントたちは生きることができない。

　厳密には死にはしないのだが、常に窒息に近い状態で過ごさなければならず、全く現実的ではない。ホリーが言うように、休止モードに入れば、まさしく仮死に近い状態で、苦しまずには過ごせるだろうが、それでは彼女たちを犠牲にしたのと同じだ。

　俺は、俺の能力でみんなを助ける以上、当然隣には今までと同じようにアビスにいて欲しいのだ。

「でも、マスターがそんな風に悩むの、プロトだって望んでないと思いますよ？　ねぇ？」

　ホリーが振り返ると、そこにはアビスが立っていた。

　いつから聞いていたのだろうか。

「アビス……」

「マスタ。私、死ぬわけじゃないから大丈夫だよ？」

　やはり聞かれてしまったのか、アビスは俺を安心させるようにそう言う。

　彼女は出会ったころから、今までずっと、自分のことよりも俺のことを優先してくれる。

　俺にはそれが歯は痒がゆかった。

「大丈夫って……。開拓村には魔素がないから、今までみたいにはいられないんだぞ」

　俺のその言葉にも、アビスはまるで問題ないことかのように、優しく微笑ほほえむ。

「眠っていても、私はマスタのこと感じられる。それだけで幸せだよ？　それに、私はもう本当にずっとこれ以上ない幸せをマスタから貰もらったから。……だから、私の役目はこれで終わりでいいの。もうマスタには、たくさんの仲間もお嫁さんだっているんだから」

「役目……役目だなんて、言うなよ！　俺はまだずっとアビスといたいんだよ！」

　アビスのその物わかりの良さに胸が痛くなる。

　もうずっと魔素を開拓村に入れられないまま、何度もチャレンジしているのを見ていたから、それがもう困難で希望が薄いことを受け入れてしまっているのか。

「ありがとう、マスタ。人の役に立つために生まれたレプリカントなのに、マスタにはたくさんの愛を貰もらったから……これ以上はもう貰えない。だから、マスタ。もうそんな顔しないで」

「……アビスッ！」

　俺はアビスを抱きしめて、泣いた。

　かつて俺の命を繋つないでくれた熱い熱を、体全体で確かに感じて、零こぼれる涙を抑えることができなかった。

　まだ、終わったわけじゃないのに。

　試していないことは、まだきっとあるはずで、諦めるには早すぎるのに。

　だが、心のどこかで、もうどうにもならないと気付いてしまっているのだろう。魔素の専門家であるホリーが諦めてしまったことで、もう可能性が限りなく低いのだと。

「マスタが私のマスターになってくれた時のこと……覚えてる？」

「ああ。魔物に襲われてアビスが初めて大人の姿になって……あのときは驚いたよ。その後に、マスターになって欲しいって言われたんだったな」




　──だから、ね、私……勝手に自分で決めちゃったの。二人であの夜を越えた日に。この人に私のご主人様マスターになってもらおうって。いっしょに生きてもらおうって。
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　──私のマスターになって……くれませんか？




　あのときのアビスの様子は、まさに昨日のことのように思い出せる。

　そして、それから俺とアビスはずっといっしょだった。

「……マスタ。私がいっしょに生きてもらうって決めたくせに……ゴメンね。でも、死ぬわけじゃないから、ずっと私は側そばにいるから。だから泣かないで。……ね？」

　涙が止まらない俺の頭を優しく撫なでるアビス。

　もうどうしようもないのか。

　それとも、まだ手はあるのか。

　諦めるつもりはない。ホリーにはできるだけのことはしてもらう。

　だが、心のどこかで、どうにもならないこともあるのだと、なんとなく理解できてしまっていた。魔素のことをこの世界の誰よりも知り尽くしているホリーが諦めているくらいなのだ。

「だから、マスタ。そのことは、一度忘れて……これからも今までと同じように私と過ごしてね？」

　その願いが、アビスのあるいは俺に対する最後のわがままなのかなと考えると、どうしようもなく胸を締め付けるのだった。





　　　　◇◆◆◆◇






　世界は目まぐるしく動き、理想郷への移住のことを知らない人間はいないほど浸透した。

　世界最大の帝国であるライムリーグ帝国は当初、移住者を認めていなかったが、結局、貴族だって命は惜しいわけで。

　最終的には移住を認め、それぞれの街の神殿で俺は移住者をどんどん開拓村に送りこむことになった。

　俺は、心を殺して淡々とその作業に当たった。

　街から街へと移動し、集まった人々を開拓村へと送っていく。

　俺にとっては何万人分の一人の移住者でしかない人であっても、その彼らには一人一人に人生があり、大事なものがあり、そしてこの星に残していくものがあった。

　住み慣れた場所を捨て、手荷物程度だけを抱えて新天地へ旅立つ。不安がないはずがない。いくら、ファーレー教のお墨付きとはいえ、怖いものは怖いはずだ。

　だが、ほとんどの人は最終的には笑って、その旅立ちを受け入れ移住していった。彼らが、開拓村の中の世界で上う手まくやれるのかどうか、それは正直に言えばわからない。

　だが、生きていくことは可能だ。生きて──新しい人生を歩んでいくのだ。

　俺はそんな、数々の人生に触れながらも、俺の一番近くにいながら、向こうの世界で生きることができないアビスのことを想おもった。

　いや、なるべく考えないようにはしていた。ホリーたちが今も何か手がないか考えてくれている。俺は俺の仕事をするしかない。

　だが、どうしてもふとした拍子にそのことが脳裏を過よぎるのだ。そして、そのたびに全身から力が抜けるような感覚になってしまう。それが悲しみなのか、諦めなのか、俺にはわからなかった。だが、そんな俺の姿をアビスは望んでいないはずだと、それを振り払うかのように、がむしゃらに人々を移住させていった。




　そんな日々を過ごして、一年が経過した。

　ビーエの預言の日まで、あと半年。

　実際、正確な日付はわからないから、そろそろ全員を移動しきるつもりでいたほうがいいだろう。実際のところ、世界の国々はもう統治の体をなしていない。

　住人のほとんどが移住し、貴族や神殿関係者も、すでに移住を終えた者が多い。

　人通りの多かった街も、いまではゴーストタウンのようだ。

　俺の親父おやじもさすがに住民がいなくなった街では神官を続けられず、俺といっしょに今は島で暮らしている。産まれたばかりの俺とルキアとの子を、毎日かいがいしく世話をしている。親父も初孫は嬉うれしいようで、あまり見たことがない笑顔で子どもをあやしていて、なるほどこれが孫パワーかと少し驚いてしまった。

　俺の能力の世界である開拓村のほうは、もう村の面影はなく、街という言葉もすでに当てはまらない規模となった。都市という言葉が一番しっくりくるだろうか。




　──そして、魔素を開拓村に入れることは、結局できなかった。

　この一年、移住者たちの対応に追われながらも、考えられる限りの手は尽くしていた。

　ホリーたちも百を超えるアイデアを出して、そのすべてを実行した。

　しかし、今。どの街もほとんど人がいなくなるほど脱出の準備が整ったにもかかわらず、アビスが──レプリカントたちが生きていくことは絶望的なままだ。

　開拓村のレベルは着々と上がっている。

　だが、俺にとってはアビスとの別れの期限が迫っているように感じられ、とても順調だとは思うことができないのだった。

　この一年、俺はなるべくアビスと時間を過ごした。

　他の嫁たちも、そのことになにも言わなかった。アビスがこうして元気にしていられるのは、滅びの日まで。向こう側に移住してしまえば、アビスは休止モードに入るか、そうでないなら、魔素のない世界でただひたすら苦しむだけとなる。

　俺はアビスと何度も話し合って、移住の直前にアビスを休止モードにすると決めた。

　ただ、彼女は自分の意思で休止モードに入れないそうで、俺が命令しなければならない。

　……本当はそんな命令はしたくない。

　だが、それが俺とアビスとの最後の約束なのだ。

　辛つらいけれど、俺以外にはできないことなのだ。





　　　　◇◆◆◆◇






　滅びの日まであと三ヶ月を切った頃。

「カーイ。おめでとう。よく……本当によく頑張ったね」

　エネルの屋敷の外に置いてあるベンチで一人項垂うなだれていると、おもむろに隣に座ったエネルがそう声をかけてきた。

「……おめでとうって？」

「入り口の看板、まだ見てないでしょう？」

「ああ……そういえば、最近見てなかった」

「やっぱり。じゃあ、いっしょに見よっか！」

　エネルは元気よくピョンと立ち上がり、俺の手を引いて強引に歩き出した。

「もっと、大々的にわざとらしく花火でも上げても良かったんだけどね。カイ、すごい落ち込んでるから。ちょっと静かにお祝い。……はい、見て」

　村の入り口に突き刺さった立て看板だ。

　開拓村のレベルや状態を示す、今まで何度も見たそこには──

「レベル……１００」

「そ。カンストだよ！」

　カンストとはカウンターストップのことだ。これ以上数字が上がらないということ。

　俺がてのひら開拓村の能力を手にしてから八年。

　ついに最高レベルに到達したらしい。

「おめでとうカイ！　君はやり遂げたんだよ！　他にも気付くことあるでしょう？」

　エネルに促されてもう一度看板を見る。そして気付いた。

「能力名……『てのひらの異世界』になってる」

「うん。そこ、柵がなくなってるの気付かなかった？」

「え？　あ、ほんとだ。なんで──」

「もう、『出口』なんて概念はないんだよ。あ、もちろん能力の外には出られるよ？　でも、柵の外にも行くことができる。カイ、君の能力は『自分だけの異世界』を作るものだったんだよ。そして──」

　エネルは一呼吸置いて、

「この世界はすべて君のものだよ、カイ」

　そう言った。




　カンストにより、滞在時間もついに宿願だった二十四時間を達成し、俺はこの世界に死ぬまで滞在できるようになった。二つあった致命的な問題の一つをついに解決したのだ。

　あとは魔素だけ──

　魔素だけなのだが……。

「ねぇ、カイ。能力のところ、追加されてるのあるのがわかるでしょ？」

　エネルがソッと告げる。

　新しい能力は、ＶＲゴーグル以降も実はいくつか増えてはいた。

　だが、実際に使う機会があまりない能力が多く、忙しい日々の中であまり試すこともなかったのだが、カンストの記念か、最後の場所に刻まれていた能力は異彩を放っていた。

『三姉妹の異世界旅行』

「これってどういう能力だ？」

「そのままの意味だよ。私たち三姉妹が、カイたちの世界へ旅行できる……つまり移動することができる能力。テレビ越しでしか見たことない世界だから、実際に行くことができるのは嬉うれしいよ」

「そうか！　そうかぁ」

　嬉しい。それは違いないのに、なんだか複雑な心境だ。

　だって、俺たちの世界はもうすぐ滅びるのだ。これから島が大きく発展していくのをエネルたちに見せてあげることはできないのである。

「そんな顔しなさんなよ、カイ。私たちは嬉しいんだよ。これを君が心の中で望んでくれたから、発現した能力なんだからね」

「そうですよ！　私もカイさんの世界、見てみたいです」

「……ボクも。港も島も実物見てないから。精霊からは報告受けてるけど」

　いつのまにかコロモとシエルも来ていた。

「じゃあ、さっそく行ってみるか！」

　俺はエネルたちの手を引き、能力を解除した。




「ふぁ～！　ここがカイたちの世界なんだね！　すごい！　全然違う！」

　俺の自室で、エネルが感嘆の声を上げた。

　そんなに違いがあるだろうか。エネルの感覚はよくわからない。

「……マスタ。エネルたち、こっち来られるようになったの？」

　ちょうど部屋にいたアビスが、トトトと近寄ってきて、エネルたちと握手を交わす。

「おー、アビスちゃん！　こうしてちゃんと話すの初めてだよね？　ずっとお礼を言いたかったんだ、カイを助けてくれてありがとうって！　あのとき、私にはできることに限りがあった。アビスちゃんがいなかったら、カイ、絶対死んでいたよ」

「うん、でも私もマスタには助けられたから。おあいこ」

　微笑ほほえみ合う二人。コロモもシエルも順番に挨拶を交わす。

　エネルとアビスは本当に長い付き合いだけど、話すのが初めてだっていうのが、不思議な感じがする。

　本当ならば、これがずっと続けばいい。

　だが、魔素を開拓村に入れられなければ、今だけのものになってしまう。

「カーイ。そんな顔しないで」

　つい辛つらい顔をしてしまった俺の手を、エネルが苦笑しながら引く。

「ちょっと、外出よっか」

　エネルに促され扉を開き、屋敷の廊下へ出る。

　城で暮らしている人たちのほとんどは、エネルたちと顔見知りだ。

　それぞれ、驚いた顔で彼女たちと挨拶を交わしていく。

　朗らかなエネルたちは、城のみんなに愛されていた。俺はそれが嬉うれしい。

「このへんでいいかな。風が気持ちいいね、カイ」

　屋敷から出て、結界の大樹のほうへ歩く。

　エネルは丘を駆け登り、大樹の根元までやってきた。

　大樹は悠然と、発展した俺の国を見下ろしている。

　この木も、滅びの前には開拓村へ避難させるつもりだ。カエデの能力があれば、自力で綺き麗れいに根を引き抜くことが可能だし、カエデの力の及ばない開拓村の中でもシエルの精霊の力で、簡単に植樹できる。

　そんなことを考えながら、しばらく潮風を浴びる。

「本当に気持ちいい風だね。こんな素敵な場所がなくなっちゃうなんて残念だよ」

「開拓村は強い風はほとんど吹かないもんな」

「そうだね、風はそれもまた力だから。その力の根源について、カイが思い至っていなければ、あの場所でも再現されない……。開拓村は過ごしやすいでしょう？　強い日照りもないし、豪雨もない。雪も降らないって知ってた？」

　遠く、海を見つめながらそんなことを言うエネル。

「深く考えたことなかったな……。俺がいない時にそういう気候もあるのかって、漠然と思ったことある程度」

「だろうね。実際、あそこは過ごしやすい理想郷ではあるんだ。地震だってないし、津波だってない。台風が来ることもないんだから」

　なぜ、エネルが急にこんな話を始めたのかわからなかった。

　要するに、カンストしても開拓村は所詮は偽物の世界……そう言いたいのだろうか。

「それだけ、力を取り入れることは難しいってこと。まして、理解不可能な力なら」

「……それって、魔素のことか？」

　俺がそう答えると、エネルはこちらに体ごと向き直った。

「カイの心配事、私がなくしてあげる！　ふふ、私がただの大飯食らいじゃないってとこ、見せなきゃ愛想尽かされちゃうからね」

　エネルはそう言って微笑ほほえみ、瞳を閉じた。

　そして、両手を一杯に広げた。

　潮風を胸一杯に吸い込んで、日光を体全体で浴びて。

　まるで、目に見えないなにかを、その体全体で吸い込んでいるかのように。

「カイ。この世界に来た瞬間にわかったよ。ここには、確かにカイにはわからない『力』があるって」

「エネル……それって」

　確かにその時、俺の目にも見えた。

　光り輝く色とりどりの粒子が、エネルの周りに現れては、吸い込まれ消えていくのを。
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「──私はエネル。エネルギーを司つかさどるエルフ三姉妹の長女。……これが、カイが言っていた『魔素』なんだね。わかるよ、すごい力だ。これが、この星の力なんだね」

「わ、わかる……？　わかるのか……？　エネル」

　俺は震える声で、そう問いかけた。

　もうダメだって諦めかけていた魔素を。

　エネルが。あの毎日食べてばっかいて、イマイチなんの能力があるのかよくわからなかった、あの毒味役のエネルが。

「私はこれが専門だからね！　そして、管理者の私はカイの代わりに物質を『開拓村』の中に入れることができる！」

「つまり……？」

「もうアビスちゃんは大丈夫ってこと！　もちろん、セレスちゃんもホリーちゃんもね！」

　エネルが弾はじける笑顔を見せて、魔素問題の解決を宣言した。

「マ……マジで？」

「マジマジ！　こんな特濃なエネルギーだもの。この世界に来た瞬間にわかったよ！」

　言いながら、指先に魔素で炎を灯ともしてみせるエネル。

　俺はその瞬間、ずっと張り詰めていた気持ちの糸が溶けてなくなったかのように力が抜けて、その場に崩れ落ちてしまった。

　アビスとエネルが「おっとっと、大丈夫？」と俺を抱き留とめてくれる。

　もうずっと大丈夫じゃなかった。どうにもならないと思っていた。諦めていた。

　世界が滅ぶというのに、こんなことを言うのは変だろうが、こんなに嬉うれしいことはない。

　俺はエネルを抱きしめて泣いた。

「……よかった！　ありがとう…………！　ありがとう、エネル……！」

「おほー！　こりゃ役得だ。私にしてみれば、私のほうこそ、ありがとうだよ、カイ。こんなに能力を鍛えてくれて、なにより、私たちを生んでくれて。生まれてから、ずっと楽しいことばっかりだよ。だから、まだまだみんなで楽しく過ごしたいんだ」

「うん……！　そうだな……。これで、みんなで生きられるな……！　滅びなんて、俺たちには関係ない……！」

　最後はアビスもコロモもシエルまで混ざって、みんなでおいおいと泣いた。

　ずっと張り詰めていたものが、解放されたからか。それとも単純に嬉しかったからか。

　世界には滅びが迫っているのに。この瞬間、そんなことは関係がなかった。




「いやぁ、泣いた泣いた。私、こんなに泣いたのは生まれて初めてだよ」

「そういえばエネルが泣いたのって見たことなかったもんな」

　しばらく泣いたら、妙にスッキリした。そしたら、今度はみんなでワンワン泣いたことが急に可お笑かしくなって、地面を転げ回って笑った。

　そのあと開拓村に移動してエネルが魔素を解放した。

　すると、今までが嘘うそだったみたいに世界はすぐに魔素で満たされ、魔法使いたちは魔法が使えるようになり、そして、アビスたちは何も苦しむことなく、普通にしていられるようになった。

　俺はすっかり涙脆もろくなってしまって、その時々で目頭が熱くなって涙をこぼした。

　これで、俺の決意が無駄になることはない。この世界を永遠にすることができる。




　そして一ヶ月が経たち、最後の移住希望者を「移住」させ、俺はついに仕事を終えた。

　まだこの世界には、たくさんの動植物がいる、人間だっているだろう。

　だけど、もうここまでだ。自分ができることは精一杯にやった。

　家族も全員移住済みだ。

「だから、もうこの景色も見納めだな」

　やり残したこと。心残り。何もないと言ったら嘘になる。

　この島を国として大きくするという目標も、中途半端なところで終わってしまった。

　せっかく力を合わせて作った港や灯台や水道橋も、ほとんど活躍させることができなかったわけだから、悲しい部分もある。

「あとは、カイだけだね」

「本当にいいのかなって気持ちはあるけどな。最後の最後まで生き残りを探すべきなんじゃないかって」

「本当にそう思ってる？」

「思ってるよ」

「覚悟ある？　手を繋つながずに、事前確認もなしであの世界へと送り込む覚悟が」

　エネルがいつになく真剣な顔で言う。

「どういう意味だ？」

「私たち三姉妹の究極魔法を使っちゃうかどうかってこと」

「なんだよ、それ」

　究極魔法と来たか。

「なんで私が長女なんだと思う？　それはね、文明は『エネルギー』を発しているからなんだよ。光でもいい、熱でもいい。自然からエネルギーを得て扱うのが文明なんだ。そして、私たちの究極魔法は、そのエネルギーを『私たちの異世界』へ奪い去るものなんだよ」

「エネルギー……？　でも、魔素だけじゃないのか？」

「ううん。この世界の生きとし生ける者を強引に開拓村に取り込む魔法。つまり、私たちが目に見えない『手』を伸ばして……ううん、この世界そのものを『てのひら』に載せて取り込んじゃう魔法だよ」

　それは確かに魔法だった。

　エネルが言う通り、この世界のすべてを強引に手に入れる禁じ手だ。

　植物やら虫やら小動物やら微生物やらまで全部というわけにはいかないらしいが、それでも大型の生き物、特に人間は絶対に取り込めるのだという。

　──悩む。それをやってしまっていいのか。だが、世界が滅ぶ今となっては──

「俺は覚悟を決めたよ、エネル」

　最初から、俺はそのつもりだったのかもしれない。俺たち家族だけが助かろうなんて思っていなかった。でも、世界を救うとも言い出すことはできなかった。

　今なら言える。俺は──世界を救いたかったんだ。




　さらに一ヶ月後。

「これで本当に全員なのか？　本当に間違いないのか？」

「カーイ。私を誰だと思ってるの？　間違いないよ」

　自信満々なエネルだが、若干心配だ。

　あれから、エネルたち三姉妹の究極魔法で、この世界の大型の生き物は開拓村に強引に移動させた。微生物や虫類なんかを除けば、もうこの星の上にはほとんど生物がいない。

「どっちにせよ、もう時間もない……か」

　まだ、世界にはなにも変化はない。

　海は嘘うそみたいに静かに凪なぎ、柔らかに吹く風は優しく俺の頬ほおを撫なでていく。

　俺とエネルは二人だけで、丘の上で誰もいない俺たちの国を見下ろしている。

「この景色もいよいよ見納めだね。あの街も港も水道橋も灯台も──せっかく作ったけど」

「カメラでもあればな。ま、仕方ないよ」

　仕方がない──か。最悪は回避できたとはいえ、残念だと思ってしまうのは当然だろう。

「寂しそうだね。カイ」

「そりゃあな。俺にとっては……今世の青春が詰まってるんだからな、ここに」

　正確には、俺の青春のすべてと言ってもいいかもしれない。

　前世では青春なんて呼べるものはなかったのだから。

「でも、もっと胸を張ってもいいんだよ？　いや、張らなきゃダメだよ！　カイが世界を救う……。ううん、救ったんだから！」






エピローグ






　エネルたちの力で、あの星からはすべての生命を「てのひらの異世界」に移すことに成功していた。元々、神殿の力で移住のことは世界的に伝わっていたから、移住者サイドは大きな混乱にならなかったようだ。

　そして、移住者を受け入れる側である開拓村も意外とスムーズだったのだが、これはエネルたちが手回しをしてくれてあったのが大きい。事前に街のトップへ通達を出したり、食料や住居や衣類を大量に用意しておいてくれたらしい。

　移住者たちはファーレー教徒が多い。別々の教徒が同じ場所にいれば、必ず軋あつ轢れきが発生するものだが、今のところは、意外とファーレー教と既存宗教であるカイ教との折り合いを付けて暮らしているようだ。




　島の最後の姿を目に焼き付けてから、人類の最後の一人として俺が「てのひらの異世界」に移動して、約半月後。俺たちはエネルの屋敷のテレビの前に集まっていた。

　画面には俺たちの国だった島の風景が映し出されている。

　石造りの堅けん牢ろうな王城。城下町を下った先には、何百という船が停泊可能な港。

　街に綺き麗れいな水を運ぶ、千年は使う予定だった水道橋。そして、天を衝つく巨大灯台。

　今は、誰にも使われることなく、ただ潮風を受け佇たたずんでいる。




　そして、預言通りに滅びの時は来た。

　テレビに映し出されるのは、空を切り裂いて飛来した何十何百もの巨大隕いん石せきが、島を破壊する場面。

　それは、言葉にならない映像だった。その、なにもかもを一瞬で押し潰つぶす圧倒的な力に、テレビの前の誰しもが言葉を失った。

　すぐに粉ふん塵じんが押し寄せ、テレビ画面では地表は全く見えなくなった。

　あるいは、島は跡形もなく消滅した可能性すらあった。

　いずれにせよ、預言通り。あの世界はもう人の住めるところではなくなったのだ。

　そう、嫌でも理解できてしまった。




　島がダメになっても、開拓村の中での生活は続く。

　むしろ、ここからが心理的な完全移住であるといえた。

　二十四時間滞在が可能になったとはいえ、開拓村の中で暮らしたことがあるわけじゃなかったから、多少の不安もあったのだが、暮らしてみても開拓村は快適だった。

　住む場所は、シエルが家族全員が住んでも問題ないサイズにまで屋敷を増築してくれた。衣類はコロモが用意してくれるし、食べ物はエネルが材料を出してくれるわけで、逆に問題を探すほうが大変といった具合だ。

　もちろん、せっかく柵の外に出られるようになったのだし、外の世界にも興味があったが……俺には小さい子どももいるし、身重の嫁たちもいる。日帰りで少し外の世界を見に行く程度で、基本的にはずっとエネルの屋敷の周辺で過ごしている。

　テレビを使って星の状況を確認したかったというのもある。隕いん石せき群の直撃を受けて、徹底的に破壊されたのだし、そうそう変化などないとわかってはいたのだが、それでも一いち縷るの望みに懸けたかったのかもしれない。

　ＶＲゴーグルを使って、島の外の世界も見て回ってみたが、どこも同じようなありさまで、完全になにもかもが破壊され、それこそ荒野しか残っていないような状況だ。

　粉ふん塵じんは少しずつ晴れ始めているが、それでも日の光が差すことはなく、まさに終末が訪れた世界といった様相である。万が一、何の打つ手もなくあの場所に人間が暮らしたままだったのなら、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化していただろう。

　わかっていたことだが開拓村を人類の第二の故郷にする以外の選択肢はなさそうだった。

　俺は自室で、魔鋼で覆われた鈍く輝くカプセルのボディを撫なでた。

　神殿が守護聖人アーサーに使おうと画策していた千年前の魔法文明の遺産──冷凍睡眠装置である。俺がこれの準備をしていることを知っているのは、俺以外ではホリーだけだ。

　この世界を永遠に──なんて、そんな大それたことを言うつもりはない。

　だが、俺が死ねばその瞬間この世界は閉ざされる。移住者たちが俺の死に巻き込まれて消滅するのか、それとも俺の死と共に外に弾はじき出されるのか、それはわからない。

　だが、そのいずれだったとしても、俺には彼らを招いた責任がある。

　四〇年後か五〇年後か。冷凍に耐えられるよう、体力があるうちにこれを使うつもりだ。

　──いつか、あの星が人間が住めるくらい回復する、その時まで。




「あんよが上手！　あんよが上手！」

　俺はリビングでジークとセラフィが歩いて移動するのを見て感激していた。

　一番最初に生まれた、俺たち家族の長男であるジークムントと、長女のセラフィ。一歳と少しになるが、甘やかされて育ったからか、二人とも歩けるようになったのはこちらに来てからだった。

　それでも、小さな小さな赤ちゃんだった二人が、自分の力で立ち上がりヨチヨチと歩く姿は可愛かわいらしく、滅びの前に立ち向かって良かったと、今更ながらに感じるのだった。

「よーしよしよし！　ジークもセラフィも歩くのが上手だなぁ」

「ふふ、すっかりカイ様も父親ですわね」

「そりゃ、こう見えて六児の父だからね。まあ、ちょっと未いまだに現実感ないとこあるけど」

　肉体年齢は十八歳だが、前世の分も含めると精神的には父親だとしても不思議ではない年齢ではある。いやまあ、十八歳で父親ってのは、こっちの世界的には全然普通の年齢なわけではあるのだが。

「カイ様は、かなり子育てに協力的なほうだと思いますわよ？　私など、幼少期に父親と接した記憶自体がないくらいですもの」

「王族と比べてもな。普通だろ俺なんて。任せっきりな部分も多いし」

「そうでしょうか」

　自分の子どもなのだから、面倒くらい見る。まあ、俺の場合、子どもが六人もいるからってのを言い訳にするわけじゃないが、さほどやれていないぐらいだ。

「うちのパパはたくさん私と遊んでくれたよー？」

　カエデが反証を出す。彼女はもうだいぶお腹なかがかなり大きくなってきていて、もう来月には産まれるだろう。

「エドワードさんは超が付く子煩悩だからな。貴族としては特殊なんじゃないか？」

　そのエドワードはというと、カエデが妊娠したと知ると飛び上がって喜び、生まれてくる孫が楽しみで仕方がないらしい。カエデにも言わずにシエルにベビーベッドを発注したり、名前の候補を考えていたりと、ちょっと暴走している節がある。

　今も、胎教に良いと聞いて、音楽家を探しに出ているくらいだ。

「さあさあ、オヤツが焼けたぞー！　今日は久しぶりにチーズケーキにしてみた」

　話をしていたら、エプロン姿のサラが、ホールケーキを運んできた。

　サラは元々料理担当だったが、こっちに来てからは無限の素材を相手に試行錯誤を重ね、もはや完全に料理人の域だ。毎日、なにを作るかウキウキと献立を考えており、すっかり料理にハマりきっている。

「チーズケーキ！　私、好きなんですよ！」

　リーベルが翼をバタつかせて跳ねるように喜ぶ。

「リーベルさん、そんなに動くとお腹の子によくありませんよ？」

「あっ、そうだった。ありがとう、ユーリさん」

　注意されて、翼をたたむリーベルだが、サラが切り分けるケーキを凝視している。

　まあ、確かにサラが作るケーキは美お味いしい。個人的にはモンブランが一番好きだ。

　リーベルは嫁たちの中で一番妊娠が遅かった。おそらく異種族同士だからだろう。

「お茶を淹いれて来ましたよ～」

　大きいお盆に紅茶を載せて、ルキアとローザとコロモがリビングに入ってくる。

　これで広いリビングに、家族がほとんど全員揃そろった。こちらに来てから、いつのまにか家族でティータイムを設けるのが日課となっていたのだ。














「美お味いしい！　本当にサラさんは料理上手ですよね。私も教わろうかしら？」

　フィオーナが舌鼓を打ち、元高位貴族の娘らしからぬ発言をした。

　彼女は、すぐ近くの別邸で母親であるディー侯こう爵しやくと執事やメイドに囲まれて暮らしている。とはいえ、ティータイムには必ず遊びに来るし、ディー侯爵も貴族でなくなって暇なようで、いっしょに来ることも多い。

「あっ、いいんじゃないですか？　私も教わってますし」

　返事をしたルキアの最近のマイブームは、料理──それも俺の口伝から「俺の前世の料理」を作ることだ。その一環としてサラから料理を教わっている。

「そうですね。……でも、私は厳しいですよ？」

　ふわりと笑うサラ。ルキアによると、口では厳しいと言うけど実際は甘々らしい。

　フィオーナは、貴族としての責任から解放されて気楽になったと、少し前に言っていた。自由にしている兄──ファウゼルがうらやましかったと。

　まあ、ファウゼルは本当に自由だ。この世界に移住してから、冒険に出ていって未いまだに帰ってこないほどである。

「……それにしても、こんなに穏やかな時間を過ごせるなんて夢のようだわね」

　隅の席で本を読みながらお茶を啜すすっていたマリエラが、ぽつりと言う。

「世界は滅んだのに、すべての人間を『能力の世界』に平らげて救うなんて……。私たちの旦那様はスケールが大きすぎて目眩めまいがするくらいよ」

「兄さんがいなかったら、私たちも……この子たちもみんな死んでたんだと思うと、今の生活って夢みたいですよね」

　ルキアも悪い意味で言っているわけではないだろうが、夢といえば夢みたいなものだ。俺の能力の中の世界なんて、地面の先になにがあるかもわからない、不確かなものなのである。本当は緊急避難先として使うべきもので、ここにずっと住み着くのは本来危険だ。

　俺がなにかの拍子に死んでしまえば、なにもかも消滅してしまうのだから。

「前にアーサーさんが話してくれたんですけど、兄さんと同じアラミラの祝福者のこと……昔は『アラミラの使徒』って呼んだんですって」

　突然、そんな話を始めるルキア。

　何千年もの昔、どこから来たのかわからないアラミラの恩おん寵ちようを受けた男が、当時大発生し世界を危機に陥れたモンスターをすべて退治して世界を救った。

　男は大変に感謝され、神の化身と崇あがめられ『アラミラの子』と呼ばれるようになり、その男が死んでからも、アラミラの恩寵を受けた者を畏敬を込めて『アラミラの使徒』と呼ぶことになったのだそうだ。

「それでね、アーサーさんは兄さんのこと、きっと神が遣わしてくれた『アラミラの子』なんだって言っていた。まあ、兄さんは私のために神様が遣わしてくれたんですけどね！」

　ルキアのためかどうかはともかく、俺が出自不明なのは確かだ。実際、転生者であるのは確かだし、神様が遣わした──というのは、あながち間違いでもないかもしれない。

「マスター！　マスター・カイ！　朗報朗報！」

　そんな雑談をしながらお茶を楽しんでいると、バタバタとホリーがやってきた。

　後ろにはアビスとセレスが追ってきている。アビスは今日は大事な実験があるからと、外に出ていたが、それと関係があるのだろうか。

「マスタ！　やったよ、ホリーがやってくれた。私、赤ちゃんできるって！」

「えっ!?　どういうことだ？」

「そのまんまの意味ですよ！　マスター・カイの鈍感！　実は私、プロトとセレスとずっとレプリカントが妊娠できるようになるための研究してたんですよ！」

　ホリーは珍しく興奮しているようだった。そして、まさかそんな研究をしていたとは。

「マスタ、私、やっぱりマスタとの子ども欲しくって。それで、ホリーに相談していたの」

「そうだったのか。アビスが子どもを……！　やった……、やったな」

　アビスはレプリカントであり、子どもができない。

　口にこそしないが、他の嫁たちに子どもができていくことを、やはり羨ましく思っていたらしいのは、言葉の節々から感じ取ることができていた。

　俺はアビスに子どもができようが、そうでなかろうが愛していたけれど、彼女自身がそれで救われるのならば、こんなに嬉うれしいことはない。

「ジークやセラフィみたいな可愛かわいい赤ちゃん産みたい。私が母親になれるなんて……不思議な気持ち」

　そのジークとセラフィは歩けるようになったのが嬉しいのか、ティータイムの間も危なっかしい足取りで、あちこちを歩き回っていた。

　俺たちは微笑ほほえましい気持ちでそれを見ている。

「ばーぶ、ばー。あー！」

　意味をなさない赤ちゃん語のジークが、テレビのリモコンを掴つかんだ。

　その拍子に、テレビの電源が入り、画面が明るくなる。

「だー、だうー！　きゃっきゃ」「あうー！」

　その映像を見てジークとセラフィが手を叩たたいて喜ぶ。

「ん～？　そんな面白いものが映ってるのかな～？　…………え？」

　テレビの内容は、ずっと粉ふん塵じんと荒野と日の差さぬ大地だったのに、しかし、明らかに粉塵が薄くなってきている。そして、日の光が時々フッと差すではないか。

　その速度は、リアルタイムというより、まるでビデオを早送りしているかのようだ。

　コマ送りのように空が晴れ、大地に緑が芽吹いていく。




「エ、エネル？　これは……いったい？」

　ソファで寛くつろいでいたエネルに問いかける。

　するとエネルは、悪戯いたずらっぽく「やっと気付いたね」と微笑ほほえんだ。

「カーイ。開拓村では時間の流れが違うって話をしたでしょう？　あれってね、私が時間を操作してるんだよ。素材が足りない状態では早めすぎないように。原始的な時代では、意図的に速度を上げたりしてね」

　確かに記憶にある。

　そういう操作を行うから、私たちは永遠の寿命を持つエルフなんだよ──とかなんとか。

「つまり……？」

「逆もできるってこと。今、この世界は外の世界の一万分の一のスピードで時間が流れるように調整してる。つまり、現実世界では一万倍の速度で時間が過ぎ去っていってる」

　テレビに目を向けると、星がみるみる間に再生していく姿を克明に映しだしていた。

　隕いん石せきによって破壊された大地に緑が戻っていく。

　どこかで種子が生きていたのか、花が緑が──そして、生命が復活していく。

　エネルが、あの究極魔法で「全部は持って行けないよ」と言ったのは、これを見越してのことだったのだろうか。

　テレビの中の世界は、隕石が降り注ぎすべてが破壊されたのが嘘うそだったかのように、俺が知っているままの美しい世界へと戻りつつあった。




「もう大丈夫だよ、カイ」

　半年後。エネルがついに太鼓判を押した。

　もうすっかり破壊の爪痕は消え去り、世界は再生していた。

　俺は久しぶりに能力を解除し、すっかり再生された大地に降り立った。

　島は少し形を変えてしまったようだけれど、それでも愛いとしい俺の島だった。

　家族の移住を解除して、みなで久しぶりの潮風を味わう。

　俺はこの島に来たばかりのころを思い出していた。

　あの頃、能力も未発達で体だって貧相だった。仲間だってほとんどいなかった。

　その時のことを思えば、今はなんて恵まれていることか！

　もう、滅びは過ぎ去ったのだ。これからは創造していくだけだ。生み出していくだけだ。

　俺は、創造神アラミラの使徒なのだから。




　──さあ、ここに俺たちの国を作ろう！





　　　　　『てのひら開拓村で異世界建国記』　　おわり
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あとがき






　ありがとうございます。完結です！

　一つの物語、一つのシリーズをスタートさせ、そして完結まで書き切るというのは、物書きにとっては最高の喜びであり、こうして最後のあとがきを書くことができること、本当に感謝に堪えません。

　さて、てのひら開拓村は、日本人である主人公が死んでから、別の世界の人間として生まれ変わる、いわゆる「異世界転生」ものでした。

　自分はいわゆる異世界ものが好きでいろいろ読むのですが、実は、書くという段階になったとき、「転生」ものは考えることがなかったんです。読む分には好きですが、書くなら「異世界転移」かなと。それもちょっと捻ひねった設定のものが好きだなと。

　実際、私が最初に出した企画は日本が徐々に異世界に浸食されるタイプの異世界ものでした（これはボツりましたが、いずれ書こうとは思っています）。

　……ただ、異世界ものの一ファンとして、一作は絶対にオーソドックスな異世界転生も書きたいと思っている自分もいて、私の場合平行して複数作書くのは不可能ですし、書くスピードも遅いので、年齢から逆算すればそう何シリーズも書けないのは明確。なら、ここで異世界転生を書こう。書くならブームが残っている今しかないだろう！　ということで、お届けしたのがてのひら開拓村だったというわけです。いかがだったでしょうか。ここまで付いてきてくれた読者様方には、きっと楽しんでいただけたと信じております。

　次回作については、これを書いている時点では未定ですが、一つ決まっているのは異世界ものであるということです。なぜなら、星ほし崎ざきは異世界ものが大好きだから！　新作情報は、作者のツイッターをフォローしていただければゲットできますので、そちらも是ぜ非ひによろしくお願い致します。

　さて、てのひら開拓村に関してはこれにて終幕となりますが、コミカライズのほうは、まだまだ続いていきます！　原作との違いも含め、楽しんでいただける作品となっておりますので、ぜひぜひ読んでみて下さい！

　謝辞です。

　イラストのあるや先生、シリーズを通して素晴らしいイラストの数々、愛くるしい戦士君たち、私にとって人生の宝物となりました。本当にありがとうござます。担当編集のＴ様、あれやこれや迷惑をお掛けしましたが、私にとっては滅茶苦茶勉強になり得がたい経験となりました。次はもっと準備をして望みたい所存です。そして、ＭＦ文庫Ｊ編集部のみなさま、本書の製作に関わったすべての方、なにより、ここまで読んで下さった読者方々に最大限の感謝を。

　そして、必ずや次回作でお会いしましょう！　それまでは、さらば！
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『最後の移住者』




（※本編読了後にお読み下さい）





　──世界の滅びと救世の御子の復活。その噂は瞬く間に帝都を駆け巡った。

　なんでも、この大地に星々が降りそそぎ、この世の終わりが訪れる……ということらしい。しかし、その滅びとやらで人類が滅びるわけではなく、千年の眠りから復活したファーレー教の救世主が、遥か約束の地へと信者たちを導き救っているのだとか。

　そして、その噂の発生からおよそ一月後、帝国の大神殿でも何百名もの信者が約束の地へと導かれ煙のように消え去ったと、新聞が大々的に報じた。なんでも、消えた人々は約束の地という全く別の世界へと『移住』したのだそうだ。

　そのニュースがきっかけとなり、じわりじわりと、そして、次第に波が大きくなるように『移住希望者』は増えていった。帝都は世界最大の人口を誇る街だが、この国がゴーストタウンになるまでに長い時間は必要なかった。

　しばらくは貴族たちも静観の構えを見せていたのだが、一人、また一人と抜け駆けのように姿を消していき、ついには移住に反対の立場を見せていた皇族たちまで、その約束の地へと旅立ってしまった。

「皇帝も行ってしまわれたそうです。今、城には私たちの他にはほとんどおりますまい」

「……あれだけの栄華を誇っていた帝国が、あっけないものだな。得てして、人の世とは、そういうものなのかもしれないが……。それで、君はどうして残っているのだ？」

「偉い人がいなくなるのを待っていたんですよ」

　そう言ってアクセルは鍵を開き、重い鉄格子の扉を開いた。

　彼はライムリーグ帝国の皇城勤務の牢屋番だ。かつては軍で小隊をまとめる立場だったが、軍部のやり方に異を唱えたことで左遷されたのだ。

　彼が担当する夫妻は高級捕虜である。だが皇帝の命令で待遇は良く、牢の出入口こそ鉄格子となっているが、衣食住の不自由はなく、市井の人間より良い暮らしであると言えた。

「明日、最後の『移住者』の受け入れがあるそうですから」

　今なら外に出ても問題ないと、アクセルは目で訴えた。

「逃げろ、ということか？」男が訝しむ。

「……もう誰もおりませんし、こんな場所で死を待っていても仕方がないでしょう」

「それで、君はどうするのかね」

「私は残ります。神殿のことはどうも信用できませんので」

　世界が滅ぶというのならば、胡散臭い『移住』などせず運命に身を任せるつもりだった。

「賛成だな。私も神殿は信用できない。それに……本当ならば国と共に滅びたはずの命だ。今更、生き長らえようなんて思ってはいないさ」

　捕虜の男は軽く笑ってそう答えた。寄り添うようにして立つ妻も頷く。

「そうですか……。では、せめて、この世界が本当に滅びるのか共に見届けましょう」

　アクセルの決意も、夫妻の決意も本物だった。しかし、滅びの日の数ヶ月前のある日。突然、前触れもなく、彼らは強制的に転移させられることになる。




「──こ、ここは？　城にいたはずなのにどうして……」

　アクセルが立っていたのは、見知らぬ街のどこかの屋敷の庭のような場所だった。

　すぐ近くには、捕虜だった夫妻もいる。少し離れた場所には、また何人もの見たことのない人々が狼狽え周囲を見渡している。

「アクセル君、どういうことだろう？」

「いえ……私にもなにがなんだか──」

「みなさん！　落ち着いて下さい！　これから説明を始めます！」

　アクセルたちが右往左往していると、身なりの良い黒髪の青年が一歩前に出た。

　──あの顏、どこかで見たことあるような……？　って、隣にいる人！

「エドワード将軍じゃないですか！」

　アクセルは思わず駆け寄って声を掛けた。死んだはずのかつての上官が、穏やかな顏で青年の隣に立っていたのだ。彼にとっては、突然の転移以上の驚きである。

「君はアクセルか！　久しぶりだな。五年ぶりくらいになるのか」

「そんなことより、将軍……どうして生きて……？　そうか！　ここが天国というやつなんですね」

　エドワードの隣には、やはり死んだはずの彼の娘もいた。なるほど、世界は予言通りに滅び、自分は死んだのだ。世界の滅びの瞬間の記憶はないが、星々が落ちてくるのならば、すべては一瞬で済んだのだろう。ならば、こんなものかもしれないとアクセルは思った。

「天国か。今、あっちでカイ君が説明してくれてはいるが──」

「はっはっは、ちゃんと説明してやれよ、エドワード。アクセルは、おめぇが操られてた時にずいぶん心配してたんだぜ」

「ファウゼルさんまで！」

　アクセルはもうわけがわからなかった。死後の世界でないのならば、こんな状況、どうしたって説明が付かないと思われた。尊敬していた二人が、また一緒にいるなんて。

　──突然。後ろから叫び声がした。

　アクセルが驚いて振り向くと、金の髪の美しい女性が、アクセルと共に来た夫妻に走り寄り抱きつくところだった。女性は美しい顏をぐちゃぐちゃにして、泣きじゃくっている。

　牢では決して弱いところを見せなかった夫妻も、涙を流し声を挙げて泣いていた。

　……話には聞いていた。夫妻には一人娘がいたと。しかし、戦で失ったのだと。

　──やはり、ここは天国で間違いないようだ。
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